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（午前 11時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

ただいまから平成18年第５回久米島町議会

臨時会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、16番本永朝辰議員、17番

國吉弘志議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 仲地宗市

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日11日の１日間にし

たいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。会期は本日11日の１

日間に決定しました。

日程第３ 具志川中学校校舎建築工事（１

工区）請負契約について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議案第37号、久米島町立具志川

中学校校舎建築工事（１工区）請負契約につ

いてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

議案第37号

具志川中学校校舎建築工事（１工区）請負

契約について

具志川中学校校舎建築工事（１工区）につ

いて、下記のとおり工事請負契約を締結する

ため、地方自治法第96条第１項第５号の規定

により議会の議決を求めます。

記

１．契 約 の目 的 具志川中学校校舎建築工

事（１工区）

２．契 約の 方 法 指名競争入札

３．契 約の 金 額 1億9千320万円

４．契約の相手方 沖縄県島尻郡久米島町字

西銘1732番地の１

（有）大田土木・（株）

丸吉組 特定建設工事共

同企業体

代表取締役 譜久里 學

平成18年８月11日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

具志川中学校校舎建築工事（１工区）の請

負契約の締結については、久米島町議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得または処分

に関する条例第２条の規定により、議会の議

決を得る必要があります。

なお、請負契約書ならびに図面は、別添で

準備しておりますので、ご審議よろしくお願

い致します。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

質疑に入る前に、議案第37号、久米島町立

具志川中学校校舎建築工事（１工区）請負契

約については、12番大田哲也議員に直接の利
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害関係のある事件であると認められますの

で、地方自治法第117条の規定によって12番

大田哲也議員の除籍を求めます。

休憩します。（午前 11時03分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時04分）

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この工事も、大田土木と丸吉組という共同

体になっているんですが、この大田土木は久

米島町の工事入札の取りすぎではないかと、

何パーセント以上は取れないという、そうい

う約束もあると思うんですが、そういうとこ

ろを聞かせてもらえますか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

現在のところ、何パーセントの割合とかそ

ういうものでは決めておりません。その状況

に、その時期に応じて工事はたくさん出てい

る場合とか、そういう時においては、前年度

の例ですが、今取っている工事の何パーセン

トを終わらなければ指名をしないとか、そう

いうことはやっております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

いくら入札があっても、平均にみんなに仕

事を与えていかないと、必ず問題が起こる。

そのへんを今後町長はどのように考えている

のか、お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今回の入札に関しましては、島内の業者で

ＪＶを組みなさいということでグループ分け

をしました。それで、ご存じのとおり、談合

防止ということで予定価格の表示というのは

やっておりません。県の指導に従ってですね。

それで設計価格の表示ということで、これは

あくまでも競争入札ということで、現在行っ

ております。

以前につきましては、予定価格ということ

が決定されて、この工事に関して落札した業

者は次の２件、３件続けてある場合は次の工

事については遠慮して下さいという、今でも

暗黙の取り決めはございます。ただ、談合防

止の県からの指導があった時点で、こういう

業者間の競争になっていますので、これは町

としても、取り過ぎだから止めなさいと言え

ないという部分があることはご理解下さい。

今後、一業者に偏るというようなことがあ

れば、町としても何らかの方策で、この件に

関しては対応していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

確かに公平・公正の入札制度でやっている

ということではあるんですが、細かい点まで

は町民には見えない。だから特定業者にだけ

そういうふうに偏った時には、必ず町民から

も業者間でもそういう話が必ずでてくるわけ

です。それとか、今後、やっぱりみんながで

きるような、納得いくような入札制度を期待

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一
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現在のところは、偏っているという認識は

持っておりません。先程町長からもあったよ

うに、そういう状況等がありましたら、それ

なりの対処をしていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

ちょっとわからないところがありますので

教えて下さい。４点ほどお願いします。

第１工区と第２工区の間に池があったと思

うんですが、この池について。

それから１工区と特別教室の間、この１工

区の配置図から見ますと、①のところ重複し

てはいないのかなと思いますが。

次に、第１工区と普通教室と特別教室の間

の通路が非常に欲しいんですが、いわゆる特

別教室の裏で、悪い遊びをしたりしている場

合に、通路がないものですから、職員室から

回っていく間には子ども達はいないという例

が多々ありました。そういうところの、通路

が欲しい。

それから、裏の焼き窯、これはプレハブだ

ったと思うんですが、このプレハブはどうい

うふうに撤去するのか。また、中のいろいろ

な備品はどうなっているのか。

４点目に、ちょうど校門に汚水が流れてき

ます。公共下水道とされて、多分浄化されて

から流れてくるかと思うんですが、匂いはし

ないのかどうか、その４点についてお聞きし

ます。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

１点目の特別教室と第１工区の部分と第２

工区の間の池はどうするかという点につきま

しては、取っ払うことになります。ここが全

部土間で、１階の屋根が一つになりまして、

ここが多目的ホールに行く、屋内の広い廊下

のかたちになります。

それから２点目の、第１工区と特別教室の

通路ということですが、これは設計上は、２

枚目を開けてみたらご存じだと思いますが、

特別教室と、通路はつながるようになってい

ます。

それから、１工区の裏は焼却炉と物置だと

思いますが、この撤去については昨年も学校

からいろいろありまして、予算も厳しいから

ＰＴＡ作業等で撤去してもらいたいと。それ

に係わる機材費については補てんするからと

いうことで、去年から問題提起して、学校に

は一応指導はしております。そして、同じ場

所にこの建物もあったと思います。この建物

も壊すという話がありましたが、廃棄処分し

た備品が入っています。これを処分して物置

に使ったらどうかということも、昨年度、話

は学校側に出してあります。

それと、裏側の子ども達の管理の問題につ

きましては、今、構造上、学校の敷地はそう

いった形になっておりまして、なかなか今の

設計上から、裏側に抜ける通路というのが対

応できない状況にあります。ただ、トイレに

つきましては、トイレの側の、真ん中の２階

に上がる階段、そこから裏側に出入りできる

ように開けた方がいいなという話をしました

が、今指摘されて初めて、裏の出入りがない

ような感じになっていますけど、この管理面

につきましては、学校側に子どもの安全管理

は重々気をつけてもらいたいということで、

申し伝えはしておきたいと思います。
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それから、校門への排水の流入口、これは

浄化槽になると思いますけど、匂いとかそう

いった苦情が、今、学校からは報告がござい

ませんので、多分、匂いはないだろうと理解

しております。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

第１工区の１階平面図の中で、既設と改築

部分のところが140、①のところ開いている

というふうになっているんですが、継ぎ目か

ら雨漏りがあって、前の保健室です。向こう

なども相当雨漏りがあって大変だったんで

す。そういう継ぎ目は完全にできるのかどう

か。

それと、先程、課長からお話がありました

ように、中央の階段のところ、トイレのとこ

ろ、扉を作ってそこから通り抜けができるよ

うにやれば、行けるかなとも思っております。

以上、２点について。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

今回作る工区の建物と、既設の特別教室の

間が1ｍ40㎝ですが、その継ぎ目をシールで、

あるいは防水加工されていますけど、年数が

経っていくと雨漏りが、多々あります。

ただ、問題は、雨が降っても特別教室に入

るようなつなぎ目ではございませんので、子

ども達の教育、学校の管理の問題に関しては、

今のところは特別な支障はございません。雨

が降ってもこの中から捌けるように、あるい

は教室の中にその継ぎ目がないように、上の

庇と庇をつなぐ形で、今までの年度別の校舎

の場合は工事を施工してきております。あく

までも継ぎ目は庇と庇を継ぐという形でやっ

ていますので、その下が教室とか特別教室に

なる空間ではございません。雨がこの教室に

入らないように、その1ｍ40㎝を開けてある

のも、特別教室との間です。これは教室の中

にも入っておりません。

あと、先程の階段からの裏側の出入り口に

つきまして、この建物で特別に裏側から出入

りするという目的は、本来は学校の農園があ

ったり、そこが裏口の出入り口になっていれ

ば開ける必要があるかなと、今の状況は、裏

口はありますが、この学校への通用門とか出

入り口、頻繁に使うという裏側の敷地がござ

いませんので、後はこの設計段階でどうなっ

ているのか。あるいは学校側の意向がどうな

っているのか。来週から施工しますので、変

更できるか、学校とも調整しながら設計コン

サルとも調整し、どう対処するか、検討課題

としていきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

３番議員と関連の部分がありますが、１工

区のことについて、今、論議しているところ

ですが、現在、１工区の前の古い校舎を見ま

すと、職員室から普通教室をつないで、ずっ

と特別教室まで行くんですが、どうしても途

中、通路が必要ではないだろうかと。これは

実は私もこの学校に居た頃がありますので、

その頃は特別教室とつないだ部分ではなく

て、古い方の特別教室があったんですが、不

便というか、不合理というか、この設計が変

更できれば、１工区の左側の点線のところか

ら後ろの農園に、あるいは清掃活動もやるわ

けですから、これは東から西まで約100ｍあ
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るのか、80ｍあるんですかね。西の裏の方に

行くのに、あるいは途中に行くのに、ずっと

回らないと行けないという不便さがあります

ね。もし設計が変更できれば、今も答弁があ

りましたが、中の方の通路が欲しいのではな

いかなと。これは現実、勤めている先生方も

そういう話をしょっちゅうやっていますが、

非常に不便だということを聞かされておりま

すが、そこいら、ご検討を願いたいと思いま

すけど、もう一度お答え願いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

ただいまの件ですが、裏側への通り抜けで

すけど、１工区と今の多目的ホール、既設建

物との間が開くことになっていますので、出

入りはできます。また体育館と多目的ホール

の間も開いており、裏には通り抜けできます。

体育館と多目的ホールの間の設計上では多目

的ホールと第１工区の間が開く形になってい

ますので、裏側に通り抜けはできるだろうと

察します。

それと、第１工区と第２工区の廊下の間が

開いているのは、全部廊下の形になります。

多目的ホールも行けるし、体育館にも行ける

ようになっております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

多目的ホールと体育館の間は開いている。

１工区と多目的ホールは開いている、それは

それでいいんです。私が質問した、今、１工

区、これから新築しようとする建物と、特別

教室の間を開けたらどうかということなんで

すよ。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

設計も完成しまして、この設計を調整する

段階で何十回となく学校現場とも調整をやっ

てきました。学校からもこの提案はございま

せんでした。いろいろな問題、実質的には学

校とも５、６回調整しまして、コンサルトも

３回、４回、ぎりぎりまで調整をやってきま

した。後は、特に一番問題になるのは、子ど

も達の安全管理の問題で、第２工区の管理棟

においても、１工区との兼ね合いで相当学校

側とも、現場とも議論し、学校側の意見も取

り入れてこの設計になっております。現場の

意見を十分尊重した形でこの設計はできてい

ると私は考えております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

安全管理についてお伺いします。今回は第

１工区と２工区が同時に着工されるわけであ

りますので、各々違った業者が入ってきます。

そういった面で、こんな狭い敷地の中で工事

の安全管理がどのようになされているのかお

伺いするとともに、また、今、校門から入っ

て右側の運動場に仮教室を造って、その教室

にいるわけですが、そこから体育館に通う通

路、そしてまた特別教室に通う通路の管理に

ついてはどのようになされているのか、お伺

いします。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

工事施工する場合には、今の既存の敷地に

そのまま建てますので、周囲を杭打ちして安
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全柵を設けると。体育館に行く通路も残して

安全管理は徹底してもらいたいということ

で、柵と防護ネットを張ることになっており

ます。

あと、現在のプレハブから下の方の運動場

になっておりますけど、そこから体育館、多

目的ホールに行く場合は、運動場に降りる階

段、校舎の敷地から階段があります。その階

段から横につたって、体育館の方側の階段の

上に出るようになっています。そして体育館

の側の通路から体育館に入れるようになって

おり多目的ホールもそういった形で、通路は

確保して対応することになっております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

この工事、殆ど公共工事に関することなん

ですけど、下請け業者が入ると思います。こ

れは今までは殆どが那覇とか島外の下請けが

入っています。それを島内業者を、育成する

ために、下請業者として指導とか養成とかは

できないですか。その点、教えて下さい。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。極力、今

回の指名委員会の中でも、そのような説明で

意見がありまして、業者の方にも極力そうい

うかたちで、地元にできるのは地元の人夫を

使うようにということでの指導はやってきて

おります。今後についてもそういう形で指導

していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

ぜひこれからの公共工事は、そういう遊ん

でいる職人がいっぱいいますので、その人た

ちが生活できるためにも、また久米島全体の

活性化のためにも、ぜひ下請け業者は島外か

らじゃなくて島内の業者を利用するように、

これからもひとつ養成して下さい。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから議案第37号、久米島町立具志川中

学校校舎建築工事（１工区）請負契約につい

てを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第37号、久米

島町立具志川中学校校舎建築工事（１工区）

請負契約については、原案のとおり可決され

ました。

大田哲也議員の入場を許可します。

休憩します。（午前 11時27分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時28分）

日程第４ 具志川中学校校舎建築工事（２

工区）請負契約について

○ 議長 仲地宗市
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日程第４、議案第38号、久米島町立具志川

中学校校舎建築工事（２工区）請負契約につ

いてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

議案第38号

具志川中学校校舎建築工事（２工区）請負

契約について

具志川中学校校舎建築工事（２工区）につ

いて、下記のとおり工事請負契約を締結する

ため、地方自治法第96条第１項第５号の規定

により議会の議決を求めます。

記

１．契約 の 目的 具志川中学校校舎建築工

事（２工区）

２．契 約 の方 法 指名競争入札

３．契 約 の金 額 1億3千965万円

４．契約の相手方 沖縄県島尻郡久米島町字

仲泊641番地

（有）平田産業・（株）

大雄 特定建設工事共同

企業体

代表取締役 平田青太郎

平成18年８月11日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

具志川中学校校舎建築工事（２工区）の請

負契約の締結については、久米島町議会の議

決に伏すべき契約及び財産の取得または処分

に関する条例第２条の規定により、議会の議

決を得る必要があります。

先程のとおり、請負契約書、そして平面図

等については、別添で添付してありますので、

ご審議よろしくお願い致します。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

２枚目を見たら、工期ですね、210日とあ

りますけど、今現在、１工区、２工区という

ことでありますけど、あの解体の工期はいつ

までの工期ですか。まだ解体されていないで

すけど、これで工事着工したらすぐ工事はで

きますか。課長、答弁をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

当初の解体の契約期日は７月いっぱいの予

定でありました。事業を進める段階で、いろ

いろ解体する場合に分別方式の解体をせざる

を得なくて、木材、それからプラスチック、

ガラス、アルミとかを全部取っ払って、それ

から本体工事の解体に入ります。それで、ど

うしても工期を延長せざるを得なくなりまし

て、来週の火曜日、15日までに終わることで

解体契約しております。

解体業者についても、その期間にはぜひ終

了してくれということで、一昨日も工程会議

でその工期内には終わらせるということで指

示し、また、業者からも返答をもらっており

ますので、15日までには終わる計画で、今、

進めております。

○ 議長 仲地宗市

12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

町長にお伺いしたいと思います。やっぱり
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今はこういう建築関係、この設計をしたのは

半年前かもっと前だと思います。それの単価

ですね。さらに最近、町長もご存じだと思い

ますけど、燃料の価格が大幅に上がってきて、

この資材関係も相当大幅に上がっているんで

すよ。その当時の設計金額と現在の資材等の

導入ですね、相当な単価の差が出ているとい

う、業者からのお話もあります。さらにこの

建物に対しても、設計が辛いと。さらにまた

何らかのかたちでさらに落ちていると。そう

いう話を聞いていますけど、町長としてはど

ういうお考えでありますか。

燃料が上がって、今、業者も本当に厳しい

状況に陥っていると思います。久米島だけで

はなくて、沖縄本島もそうですけど、そうい

う関係で、今、業者が本当にアップアップし

て、皮ひとつで持っている業者もいっぱいい

ると思いますけど、町長のお考えがありまし

たら、お聞かせいただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに大田議員がおっしゃったとおり、久

米島においてはコンクリートとか燃料とか、

いろいろ県内、本島に比べて高いということ

は、これは承知しております。我々も設計の

段階で、この状況というのは設計の段階で読

めるわけではございませんので、その設計額

から予定価格について、それは町としても調

整しているつもりではございます。そのへん

はぜひご理解いただきたいと思います。

今回についても、設計額に対して予定価格

というのはべらぼうに下げたわけではござい

ません。そのへんはぜひご理解いただきたい

と思います。

○ 議長 仲地宗市

12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

今、行政間でもいろんなお話がされている

そうですが、町長もそれに耳を傾けて、ぜひ

建設業の皆さんと一緒になって久米島町の活

性化にぜひやっていくようお願いして、質問

を終わります。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

６月議会で具志川中学校の校舎の改築につ

いて、来年、これは19年の４月１日に比屋定、

具志川が統合予定されているところで、４月

の入学式には間に合わせて完成してもらいた

いということで述べましたが、今の解体の工

事の遅れで来月の15日に解体を終了する予定

であると。それからすると、本来でしたら今

日の議決を得て、すぐ契約すればもう３月い

っぱいには完成するかなと思っておりました

が、今の状況では非常に厳しい状況に来てい

ると。来月の15日以降から着工すれば、早く

ても４月の中旬頃になるのではないかと。そ

ういった状況で、今、厳しいなと思っている

んですが、来年の統合入学式には間に合うか

どうか、厳しい状況なのかどうか、そこのろ

ころをお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

ただいまご指摘があるとおり、解体で２週

間くらい工程表より伸びまして、この２週間

の穴埋めをどうするかということで、今、設

計コンサルとも詰めながら、とりあえず今日

の議会が終わりましたら、さっそく明日、本
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契約を結びまして、事業の着手に入ります。

この210日間の工事期間の中で、一番気に

しているのがパイルの打ち込みでありまし

て、約88本パイルが入ります。１工区で60本、

２工区で38本でしたか、そのパイルの打ち込

みのやり方で工期の縮小、遅れた場合は延長

という形が出てくる可能性が十分ありまし

て、仮契約する段階で業者を呼びまして、パ

イルの打ち込みは共同体の形で、その一つの

業者が進めたらどうかという話もあります。

この工期の問題で工程会議も頻繁に持ちまし

て、計画どおり来年の入学式には間に合わせ

るということで計画をやっています。事業は

走り始めてみないとわかりませんので、その

間は請け負った業者と教育委員会、それから

施工管理するコンサルと十分調整しながら対

処していき、今、間に合うか、間に合わない

か、私の方でも判断できかねますので、施工

状況を把握しながら対応していきたいと考え

ております。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

第２工区のいわゆる管理棟になるんです

が、１工区との高低さ、現在は50㎝くらい管

理棟は下がっているんですよね、普通教室の

ところと。この平面図から見ましたら、多分

一番外のものは排水溝で、階段になるかなと

思うんですが、そのようなかたちになるわけ

ですか。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

１工区と２工区の間は屋根を打ちますの

で、下は同じ高さの廊下のかたちになります。

入口は階段がありますけど、この建物自体の

１工区と２工区の間の廊下は同じ高さになり

ます。今のように段差は出てこないかたちに

なります。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

この排水溝の水はどこに向けられているの

かお尋ねします。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

２枚目の配置図の方で、第１工区と第２工

区から点線で校門の所に引かれている線があ

ります。これは汚水と生活排水を公共下水道

に放流ということになっておりまして、今の

排水の状況がどうなっているか、私も把握し

てなくて、多分この排水は側溝に行くものと

考えられます。多分、学校の生活排水、汚水

については公共下水に流れますけど、表面水

とか汚水については、今の県道の側溝、ある

いは野球場の下の方にも側溝がありますの

で、それに流れていくものと考えられます。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

実は、ちょうど具志川中学校の校門の所か

ら具志川庁舎側を通って、仲泊の十字路へ流

れていくんです。大雨の場合にものすごいん

です。具志川中学の体育館側の雨降りの時の

水は野球場の側を通って行くので、第２工区

の雨降りの時の水もそこに流したらどうかな

と、分散すれば水の流れる量も少なくなって、

仲泊近辺はちょっとはいいかなと思っており

ますので、そういうところも考慮したらと思
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います。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

今おっしゃるとおり、雨水が両方に流れて

いるだろうと予測されます。ただ、現状を把

握して、学校の現場とも、どういった対策を

講じた方がいいのか、担当課の建設課とも調

整しながら、その事業が経費が必要なのか、

予算が伴うのか、そういったことも考慮しな

がら検討していきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

契約相手方の株式会社平田産業というのが

あるんですが、この会社の実績。今まで建築

関係の実績はあるのかどうか、それを聞きた

いと思います。それと、ランクはどのランク

なのか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

平田産業においては、過去の実績もありま

す。現在のランクがＣランクであります。今

回、企業体を締結するのが大雄さんで、同じ

Ｃランクの業者となります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

実績はあるわけですか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

実績はあります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第38号、久米島町立具志川中

学校校舎建築工事（２工区）請負契約につい

てを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、案第38号、久米島

町立具志川中学校校舎建築工事（２工区）請

負契約については、原案のとおり可決されま

した。

平成18年第５回久米島町議会に提案されま

した議案は全て終了しました。

これで平成18年第５回久米島町議会臨時会

を閉会します。

ご苦労様でした。

（午前 11時48分）
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（午前 10時02分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。 ただいまから平成1

8年第６回久米島町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、予めお手元に配布した

とおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、１番山城宗太郎議員、２

番翁長英夫議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 仲地宗市

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日９月14日から９月

28日までの15日間にしたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。したがって、会期は

本日９月14日から９月28日までの15日間に決

定しました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成18年６月28日から私が出席しました会

議等の内容をお手元に配布してありますの

で、その報告書をもって議長の諸般の報告に

替えさせていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条に２第３項の規

定により、例月出納検査の結果の報告が町監

査委員から提出されておりますので、各自ご

覧になっていただきたいと思います。

以上をもって諸般の報告とします。

日程第４ 一般質問

○ 議長 仲地宗市

日程第４、これから一般質問を行います。

一般質問の発言は、会議規則第56条第１項

の規定によって30分以内とします。また、質

問の回数は一括質問を含め、質問事項ごとに

３回会まで行います。

順次発言を許します。

６番上里総功議員。

（上里総功議員登壇）

○ ６番 上里総功議員

６番上里です。私の方から２点ほど質問し

たいと思います。

バーデハウス久米島について。平成16年６

月オープン以来、バーデハウス久米島は運営

収支のバランスを崩し、銀行から１億２千万

円の資金借入を行い、資金的に大変苦しい運

営がなされている。平成17年度においては、

町から健康づくり推進事業として１千万円の

補助金が投入され、赤字分の穴埋めが行われ

た。平成18年度は、経営再建対策費補助金と

して１千万円が投入されようとしている。そ

こで次の２点について伺いたい。

(1)町長の考えとして、バーデハウス久米

島が再建される見通しはあると思うのか。

(2)旧役員の道義的責任を問う考えはない

か。

（上里総功議員降壇）
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○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

６番上里総功議員の質問にお答えします。

１点目についてお答えします。私は株式会

社オーランドの社長として、久米島町長の立

場として、現在の苦しい経営状況を打破し、

再建を目指して新役員共々経営改善に取組ん

でおります。見通しとしては、３年以内に単

年度黒字への転換を目指しております。

次に２点目についてお答えします。旧役員

におきましても、会社経営に対して努力はし

ていたものと思います。結果的には、赤字運

営に至ってはおりますが、その件に対して責

任追及すべきだとは考えておりません。

今、我々がやるべきことは、現役員体制で

如何にして会社の赤字を解消し、健全経営に

向けて前向きに努力するかということだと思

います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

(1)と(2)を一括で今後質問していきたいと

思います。

答弁にあるように、再建を目指して新役員

共々経営改善に取組み、３年以内に、単年度

黒字への転換を目指すとなっているんです

が、ここに資料があるんですが、平成17年５

月のオーランド活性化計画と、平成18年度６

月のオーランド再建計画案の中で、入域者数

が減になっている。そういう計画の中で、３

年度以内に黒字になるのかどうか、後で答弁

をお願いしたいと思います。

それと、(2)の道義的責任については、「旧

役員も会社経営に対して努力をしていたもの

と思われるが、結果的には赤字に陥った。こ

の件に関しては責任追及すべきではない。今、

やるべきことは、現役員体制でいかに赤字解

消をし、健全経営に向けて前向きに努力する

ことだ」と述べられている。

そこで聞きたい。現役員は、今までの単年

度赤字、平成16年約5,400万円、平成17年度

約2,700万円、合計8,100万円、また、銀行か

らの資金借入1億2,000万円の債務も引き受け

る約束で役員を引き受けたのか。それと、こ

の施設は県民の健康増進を図るための医療費

の軽減化や観光客による地域活性化を図る目

的で事業が進められたのに、約２年間で多額

の資金が投入されている。医療費の軽減化や

観光誘客どころではなく、将来的には町民に

債務の負担を負わす結果になると思うが、ど

のように考えているのか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

黒字を見込めるかという質問なんですが、

もちろん私は商売の天才でもありませんし、

ただ現時点で、いかにして黒字にしようかと

いう努力は続けていきたいと思います。今、

問題となっておりますのは、光熱費の問題、

そして入域者数の島内の方たちの減、そうい

う問題を一つずつ、今、新役員と一緒に洗い

出してやっているところでございます。組織

の体制も見直して、やっと組織らしくなった

という状況で、これからという状況でござい

ます。

２点目の、債務を承知で引き受けたのかと

いう点に関しまして、総会で新役員に代わっ
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たんですが、債務は旧役員個人個人の責任で

一応やっておりますので、それについては棚

上げをして、オーランドで返していくという

ことで、新役員に対しては、この債務の引き

継ぎはしておりません。

３点目の、債務の負担についてですが、将

来、町民に対して債務を負担せざるを得ない

状況になるのではないかということですが、

このバーデハウスの施設、これは現在町民の

方々が利用している、今回数字を言いますと、

年間100回利用している方が16名おります。5

0回以上が65名、30回以上が68名、10回以上

が258名。10回以上利用している方々が400名

越しているということから、これは本当に町

民にとってはなくてはならない施設だと私は

考えております。そして、この債務の負担も

役員共々努力して、町に負担をかけない努力

をこれからも続けるということでございま

す。以上です。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

確かに経営努力というのは当たり前のこと

である。今、答弁にあるように、前のオーラ

ンドの社長も「一生懸命やります」というこ

とを言っていた。それにも関わらず、そうい

う結果になっている。将来的に、出資した金

額、それは当然、後々は住民に負担が掛かっ

てくる。そこを皆さん方は、どう考えている

か。

２点目の旧役員の債務については追求もし

ない、それは棚上げする。棚上げしても借金

は残る。それでは将来的にはどっちみち住民

に負担が来るというのは目に見えている。投

資した金額を回収しなければどうしようもな

い。そこをどう考えているか。皆さん方はい

ろんな面で住民の施設だと言っている。果た

して久米島町の９千何名かの皆さん方が、こ

のバーデをどの程度認識しているか。きれい

な海はあるのに、海水パンツを履いて有料の

所に行くという事自体が、住民には認識がな

い。

今、年間16名の方が100回以上使っている

ということなんですが、この人たちは年配の

方々で、膝に欠陥があるとか、そういう面で

確かに利用して、良くなっているという皆さ

ん方もいる。だけどこの皆さん方のために、

これだけの資金が投入されている、それで前

から言っている医療費の軽減化の数字や、誘

客数の数字を出してくれということも前から

言っている。そういうのも出せないで、住民

の施設だからとか、赤字になっていますから

ということで、町民にお願いできると思うの

か。もう一度聞きたい。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに住民に掛かる負担というのは、将来

ないとは言えないとは思いますが、しかし既

存の施設を、造った施設を存続させるという

のは我々の責務であって、それは議会の皆さ

んも承認して造った施設なんです。それで町

としても、ぜひとも議会の皆さんも町民に対

して、施設がこういうものだというピーアー

ルもやってほしいと思います。もちろん我々

職員も頑張りますので。それで、町民多数の

方々が入ってくれれば、私はその施設の目的

が達成されるのではないかというふうに思っ

ております。

そして、債務の棚上げについてなんですが、
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今、黒字転換に関していろいろな方策をとっ

ております。その債務の棚上げも、債務を返

しながら何とか黒字にしたいという思いがあ

りまして、いろいろな節約とか、あるいは光

熱費の節約、あるいはローテーションの見直

し、そして売上の増加、そういうことも役員

と一緒に微々細々、今、経営会議ということ

で毎週１回やっております。ぜひともそこら

へんも理解してほしいと思います。

海水パンツで入る人がいるかという問題な

んですが、我々の問題は、１回このバーデハ

ウスに入ってもらえれば、バーデハウスの良

さはわかってくれると思うんです。その良さ

をわからせる手法が今までやってなかったと

いうのが非常に残念で、これから我々の努力

するところでございます。入ってもらえれば、

海水パンツを履いてプールに入るというため

らいというか、そういうものはなくなってく

ると思います。

あと、この公共施設、どうやって存続させ

るかという、現にその施設は出来上がってお

ります。この出来上がった施設をこれからど

うしようかという、議員の皆さん、あるいは

職員の皆さんの建設的な意見もオーランドの

社長として聞いて、それを経営に活かしたい

と思います。以上でございます。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員の本件に関する質疑は既

に３回になりましたが、会議規則第55条ただ

し書きの規定によって、特に発言を許します。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今の答弁を聞いていると、一生懸命努力し

て、住民の皆さん方も一生懸命協力してくれ

ということなんですが、こっちに資料があり

ます。これは16年度の会議録です。この中で

旧オーランドの社長は、「もし赤字を出して

会社運営ができないような状態であれば責任

をとる。また、それによって町にご迷惑をか

けるということであれば、当然責任を負って

身の振り方を検討する」ということも述べて

いる。旧役員の皆さん方には責任があると思

います。それで、経営者の責任として放漫経

営をさせ、行政に多大な損失を与えて責任追

及もできないということは、行政というとこ

ろはいかに無責任か、今問われていると私は

思う。

そこで、最後に、行革推進室に聞きたい。

今、行革のために一生懸命歳出を抑えるため

に努力しているのに、再建のために一施設に

毎年１千万円の助成をしている。こういうも

のに関してどのように思うのか。それと、今

後、久米島町はいろいろな箱物の維持管理が

ものすごく掛かるわけです。これに対して行

革としてどう考えているのか、それをお聞き

して、私の質問を終わりたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答え致します。行政改

革推進室と致しましては、この第３セクター

の見直しにつきましては、できるだけこの第

３セクターの経営状況の開示に努めるという

のがまず第一歩だと思っております。それを

開示して、町民にも明らかにするというのが

まず第一歩ということだと考えております。

それから、基本的には既存の第３セクター

の見直しにつきましては、これは集中改革プ

ランのところでも項目がございますが、この

第３セクターの統廃合整理等の見直しに関す
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る総合的な指針というのを基本的に、それを

作成できたらと考えております。

その中において、当然、外部監査の導入で

あるとか、その運営委員会の設置であるとか、

できるだけ町民の意見を反映させてこの経営

改善に取り組むというのが重要ではないかと

思っております。

あと、１千万円の補助金を２年連続補助し

ているということですが、やはりこういうあ

る程度の大型の施設というのは、短期間です

ぐ効果が出るものではないと考えておりま

す。そこまで来るにはやはり町議会の議決も

いただいて、こういう施設を造って、町全体

として取り組んできているわけですから、あ

る程度軌道に乗せるまでの期間は必要ではな

いかと思っております。そういう意味におい

て、先ほど議員からご質問がありました、補

助金の投入の成果はどうなっているかという

ご質問もございましたが、医療費軽減の数値、

誘客の効果の数値、それにもある程度答える

ことができるように取り組んでいきたいと思

っています。

今、事務事業評価を導入しようということ

で取り組んでおりますので、その中でストレ

ートに、完全に把握して数字を出すのは非常

に難しいところがあるんですが、ある程度の

効果として数値が出せないかどうか、今これ

に取り組んでいるところでございますので、

あとしばらく時間をいただきたいと思ってお

ります。当然行革と致しましても、少しでも

事業が早く軌道に乗れるよう、そしてまた基

本的には独立採算でやっていくという施設で

ございますので、それに少しでも早く、一歩

でも早く近づけるように取り組んでいきたい

と思っております。

○ 議長 仲地宗市

これで６番上里総功議員の一般質問を終わ

ります。

次に、３番宮里洋一議員。

（宮里洋一議員登壇）

○ ３番 宮里洋一議員

３番宮里でございます。町役場の美化につ

いて。町役場・具志川庁舎・仲里庁舎の美化

について。花が少なく寂しい気がする。今後

の美化について町長の考えを伺いたい。

（宮里洋一議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

３番宮里洋一議員の質問にお答えします。

現在、プランター等に植え付けをしている

時もありますが、植栽可能な所については、

植栽に努めていきたいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

答弁の中で、プランターに植え付けという

ことがありますが、久米島マラソンなどの時

に相当数のプランターに花木などが植えられ

ております。そのプランターなどを町役場の

両庁舎に20から30程度でも運んで、あっちこ

っちに置けるかと思います。それを各課の当

番制でもよろしいですし、どなたかに適度に

水掛してもらえば、役場に来るお客が非常に

和むのではないかと。花があるなということ

でいい感じを与えるかと思います。

それと、特に、今、マリーゴールドとか、

別の花も準備されているようですが、これが



- 22 -

終わりますとインパチェンスとかベゴニアと

か、そういうのが時期になってきます。そう

いう花を皆さんで協力して植え替えすれば、

来客が非常に心和むというんですか、役場が

美しくなったなという気持ちになるかと思い

ます。そういう考えで植栽だけではなくして、

プランターの植え付けも進めていけたらと思

います。特に具志川庁舎に入ってすぐの花壇

といいますか、向こうが非常に木も衰退して

きております。そういう木の育成といいます

か、どういうふうにしたらこれが繁茂するか

とか、そういうものも習いながら、ご馳走を

与えないと木は育たないかと思いますので、

そういうことも考えていけるかと思います

が、今後のやり方についてもう一度町長のお

考えをお聞きします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに宮里議員がおっしゃるとおり、花が

少なくて寂しいという気は確かにあります。

今後、久米島マラソンのプランターを植え付

けている花とか、そういうものを利用して、

早速、これについては実施したいと思います。

また、具志川役場の植栽管理について、早

速、実施していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

予算がない、ないということでよく話を聞

きますが、その程度の予算はどうにか生み出

せるのではないかなと思いますので、今後そ

ういう美化についても予算を回して、もうち

ょっとは美しいといいますか、町役場にして

いけたらなと思います。町長の考えを聞いて

質問を終わります。

○ 議長 仲地宗市

平田 光一総務課長。

○ 総務課長 平田 光一

素晴らしいご指摘、ありがとうございます。

現在、仲里庁舎の県道沿いのところに花壇が

ありますけど、そこについて、謝名堂の婦人

会の皆さんが花を植えていただきまして、非

常に感謝申し上げております。他の団体もそ

ういう気持ちでやっておりますので、ぜひ町

自体としても、植栽には努めていきたいと思

います。

○ 議長 仲地宗市

これで３番宮里洋一議員の一般質問を終わ

ります。

次に、16番本永朝辰議員。

（本永朝辰議員登壇）

○ 16番 本永朝辰議員

16番本永でございます。ごみの有料化につ

いて。ごみの有料化を実施してから１年にな

るんですが、その間、減量効果が上がってい

るかどうか。さらには不法投棄についてはど

うなのかについて伺いたい。

（本永朝辰議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

16番本永議員の質問に対してお答えしま

す。

前年度比約700トンのごみの減量となって

おります。

不法投棄につきましては、長年の習慣から

ごみ捨て場として捨てているという感があり

まして、特に有料化をしたから増加をしてい
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るということはないものと考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

答弁では、前年比700トンの減ということ

になっているんですが、これは確かに減量は

いいことではあるんですが、不法投棄による

減量なのか、そこらあたりがよくわからない

んですが、そこらへんもう一度、不法投棄は

特に増加はないということなんですが、それ

に関連しての減量になっているのかどうか、

そこらへんがちょっと不安なところもあるん

ですよね。それをもう一度、確かに減量はい

いことではあるんですけど、不法投棄による

減量なのかということがちょっと疑問なんで

す。お伺いします。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

お答え致します。不法投棄につきましては、

有料化実施以前からもありますが、今でもそ

の不法投棄の現場を見てみますと、１年以内

に捨てられたゴミという感じではありませ

ん。ずっと以前から各地域におきましてゴミ

捨て場という感じで、特にお年寄りの方々は

そういう感じで捨てている感じがありまし

て、減量化、実際に数字的に約700トン減量

化されておりますが、その分が不法投棄に走

っているという感じはございません。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

これは去年17年の６月定例で、不法投棄防

止の啓発強化やパトロールを強化して対策し

たいということの答弁があったんですが、今、

パトロールしていると思うんですが、そのパ

トロールの方法、仕方、あるいは人員体制と

か、あるいは時間帯等、そこらあたりをお聞

きしたいんですが。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

不法投棄のパトロールにつきましては、今

現在、毎日２時間２名でやっておりまして、

以前にもご指摘がありまして、時間的に住民

が何時頃そういうパトロールをしてるという

ことでは、逆にそれを避けて不法投棄に走る

ということもありましたので、時間も、朝や

ったり夕方やったりいろいろ変えながら、工

夫しながらやっています。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員の本件に関する質疑は既

に３回になりましたが、会議規則第55条ただ

し書きの規定によって、特に発言を許します。

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

パトロールについては、朝晩やるというこ

となんですが、今後もやっていく考えなのか。

そしてパトロールした結果として、その方か

ら、例えば不法投棄であるとか、ないとか、

あると思うんですけど、そのへんの考え方が

パトロール隊からの報告があったと思うんで

すが、そこらあたりどうでしょうか。例えば

少なくなっているとか、そこらあたりはどう

でしょうか。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

不法投棄につきましては、以前よりは少な
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くなったという感じがしております。やはり

パトロールしているということを、住民がそ

ういう認識を持っていて、そのへんもパトロ

ールの効果は出てきているのではないかとい

うことを考えております。

今後につきましても、そのパトロールは継

続して、いろんなゴミ以外にも、いろんな環

境問題で、例えば樹木の不法採取とか、そう

いったものを防ぐためにも、継続してやって

いきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

これで16番本永朝辰議員の一般質問を終わ

ります。

次に、１番山城宗太郎議員。

（山城宗太郎議員登壇）

○ １番 山城宗太郎議員

１番山城です。１点だけお伺いします。

農道整備について。農道真謝10号線は以前

からくぼみ、段差があり、１年前から亀裂も

できてきております。その切れ目がだんだん

広くなってきています。災害事業等で整備で

きないか伺いたい。

（山城宗太郎議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

１番山城宗太郎議員の質問にお答えしま

す。

この道路は地すべり地区内にあり、以前か

ら亀裂が生じ、事業での取り組みは厳しいも

のがあります。現在、県道宇根仲泊線１号橋

上部工事のため、道路使用願いが出ておりま

す。そのためこれまで以上に大型重機及び車

両等の通行がありますので、その工事の完了

をみて補修工事でできないか県と相談したい

と考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

１番山城宗太郎議員。

○ １番 山城宗太郎議員

今の答弁で災害復旧事業での取り組みは厳

しいものがあるとの答弁ですけど、今、県の

方では、その災害の状況を調査する委託業者

もおりますので、その業者に審査させるなり、

そういうことをして、もしそこでＯＫならば

災害事業でもできると思っておりますが、そ

の業者にさせるようなかたちはできないもの

か、伺いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時41分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時42分）

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

整備させるに向けて、以前に現地調査をや

ったんですが、やっぱり災害の適用ができな

いということで、あと、こちらの場所につい

ては、元々地滑りがあるのはあるんですが、

ただ、２年くらい前ですか、県の１号橋の橋

梁の建設の時に杭打ちしているんですよ。そ

れ以降、相当ひどくなっているような気がし

て、県の方も呼んで見せたんですけど、彼ら

は因果関係がわからないということで、認め

ようとしない部分があって。

それともう１点、実はそこに１基墓がある

んですけど、そこも相当ひびが入っているん

ですよ。以前はそういうことがなかったんで

すけど、墓の方にもひびが入って、現場を見

せたんですが、やっぱりいい回答は得られな
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いような状態だったんです。ですから今後、

上部工、橋梁１号線も入りますので、相当足

場を組んだりしていろいろ重機が入りますの

で、そのへん県の方と調整して、もう一度認

めさせるなり、そのへんの調整をしていきた

いなと考えております。

○ 議長 仲地宗市

１番山城宗太郎議員。

○ １番 山城宗太郎議員

この工事は非常に重量の重い車両も入って

きますので、工事の完了後はぜひ相談して、

改修をやってもらいたいと思います。

以上で終わります。

○ 議長 仲地宗市

これで１番山城宗太郎議員の一般質問を終

わります。

次に、９番平田勉議員。

（平田勉議員登壇）

○ ９番 平田勉議員

９番平田です。２点ほど質問をしたいと思

います。

まず最初に、行財政改革について質問を致

します。現在、本町では、行財政改革大綱が

策定をされ、年次的に具体化されている。残

された課題、施策の具体化に当たっては基本

的な考え方に変更があるのか、町長の考えを

伺いたい。

２点目に、産業の振興について質問を致し

ます。現在、内閣府の「一島一物語」事業に

より、久米島の産業の振興、活性化に向けた、

調査、検討がなされています。この事業の進

捗状況と今後の展望、スケジュール等につい

て具体的な説明を求めます。以上、２点につ

いて答弁をお願い致します。

（平田勉議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

９番平田勉議員の質問にお答えします。

行財政改革の課題解決の具体化に当たって

は、変更もあります。課題解決の具体化に当

たっての変更の一部を示します。行財政改革

の残された課題の中で最も重要で困難なもの

が定員管理の適正化を図り人件費を削減する

ことであります。定員管理の適正化を図るに

は勧奨退職の促進が最も有効ではあります

が、勧奨退職の促進については、退職金に関

する条例制定権が沖縄県市町村総合事務組合

にあることから、現在、早期退職優遇制度の

創設について、同組合員に要請中であります。

そこで定員管理の適正化がある程度進むまで

の措置として、本町の職員数の類似市町村に

比べて多いのに、さらに事務補助や施設管理

のための多くの臨時職員や委託職員を雇用し

ている現状があります。私としては、職員自

らできることは自らやってもらうというのが

基本的な考え方ですので、平成19年度に向け

て各課の事務職員を類似団体並に削減し、そ

の余剰人員を施設管理に充てることにより、

経費の削減を図りたいと考えております。

２点目の質問ですが、平成17年度からスタ

ートしたこの事業は、17年度において埋蔵量

調査、成分分析、試作品作成を行ってきまし

た。今年度においては、釉薬に使える土の調

査、人材育成、試作品の作成等を行うことに

なりますが、委託業者と契約したばかりで本

格的な業務はこれからであります。今後の展

望につきましては、登り窯や作業場について

は19年度要望としてあげてありますが、その
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他については事業のメニューを模索し、財政

状況を勘案しながら取り組んでいきたいと考

えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

行財政改革について再度質問したいと思い

ます。これまで行革論議に参加をしてきまし

たが、特に定員管理に関して、人員算出の根

拠が余りにも類似市町村の比較が強調されて

いるという気がします。私は定員管理という

のは単に類似町村との比較を人員算出の根拠

にするのではなくて、実際の業務量に見合っ

た人員の配置をすべきではないのかなという

気がします。そこらへんいかがでしょうか。

また、人員算出をする時に平行して考えな

いといけないのは、住民サービスに与える影

響がどうなのかという部分をシビアに算出を

し、町民にも明らかにしないと、町民の理解

が得られない、こういう気がしますので、そ

こらへんはいかがでしょうか。まず、そこの

答弁をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答え致します。まず、

人員算出の根拠、方法なんですが、今現在、

一般的に用いられているものが類似団体比較

というものと、総務省の定めた定員モデルの

二つがあります。これに加えて、一般に民間

とかで行われているのは、業務量を実際に測

定してやるということなんですが、この業務

量の測定につきましては、基本的には毎日業

務日誌をつけてもらうと。それの積み重ねで

業務量を測定していくという方法になりま

す。従って、すぐパッとできるものではない

ということです。それでしばらく時間がかか

るということになります。

そういうことで、今できるものは、この類

似団体比較と、総務省で定めた定員モデルの

二つがすぐ利用できる人員の根拠ということ

になります。

業務量の測定につきましては、ある程度、

時間がかかりますが、これから検討していか

なければならない課題だと考えております。

あと、個人個人の業務量を業務日誌をつけて

測定するという方法以外に、課長がしっかり

とある程度把握してやるという簡単な方法も

可能な部分もあります。ただやっぱり正確に

測るには個人個人の業務日誌を毎日つけても

らうという以外に方法はないということでご

ざいます。

そういうことで、今すぐには、その業務量

を測るということができませんので、今とり

うる手段としては、類似団体の比較と定員モ

デルを利用するということになります。

それから、人員の配置にあたっては、住民

サービスに与える影響、これは当然考えない

といけないということはもちろんでございま

す。ただ、それをいかに正確に把握するかと

いうことが今後またいろいろ試行錯誤もしな

がら、できるだけ住民サービスに与える影響

も少ないような形で人員配置の見直しはやっ

ていきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

業務量の測定の問題ですけど、今の答弁を

聞いていると、昔、郵便局でやられていたこ
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とをちょっと思い出して、かなり古い時代の

考えだなという気がしてならないんですが、

ストップウォッチでトイレに行く時間まで計

ったんですね。これは化石になるくらいの古

い時代の話なんです。言いたいのは、例えば

今、企画財政あたりで、次の「一島一物語」

とも関連するんですが、いろいろなかたちで

の大がかりなプロジェクトの業務が入る。そ

うなると、その課は、その期間何年間は業務

量が増えるんですね。あるいは公共事業の減

であれば、例えば単独事業も今の財政状況の

中では厳しいということになれば、当然、建

設課でいえば従来よりは業務量は減るでしょ

うと。そういうものも含めて町の中長期的な

方針、まちづくり大綱とか、いろいろあると

思うんですね。そのへんも踏まえて、じゃあ

どの課のどの部分に、この何年間は業務が集

中するんだろう、どこは減るなとか、こうい

う部分を総合的に判断をし、人員を配置して、

その余剰人員を答弁の中でも言っていますよ

うに、他の部分に回していく。そういうかた

ちで有効な人員の稼働ですか、そういうもの

を図っていく。それが業務量に見合った人員

の配置の仕方だと思うんですね。そういう手

法をやらないと最初の答弁の最後の方で言っ

ているような余剰の部分を施設管理に回すと

か、そこらへんの部分ができないと思います。

それをやることによって、職員の意識も変わ

ってくると思うんですね。一つの業務の専担

化じゃなくて、業務を複合的にこなしていく

とか、ぜひ考えていってほしい。

あと１点は、この定員管理で一番大事なこ

とは、町として中長期的な人員計画というも

のをきちっと持っていることが基本になると

思うんですね。そうしないと将来的な労働力

構成、年齢構成というんですか、そういう部

分が崩れていく危険性がある。ぜひ、今考え

てほしいのは、身近に例があります。特に消

防です。発足当時から今の部分でやると、年

齢構成は大変危機的で、今手を打たないと今

後どうなるのかなという労働力構成になって

いると思います。そういうのがあるので、先

ほど言いましたような町の中長期的な施策、

あるいは方針で財政計画、労働力の構成、こ

ういうものを総合的に判断をして基本的な人

員政策を確立をして、それに基づいた適正な

定員の配置をする必要があるなという気がす

るんです。この件を最後に答弁お願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 仲村渠一男

まず、最初にお話がございました職員の配

置ですね。例えば、これは17年度から政策的

な部分、あるいは臨時的なプロジェクトの部

分に対する職員の配置というのは、これは17

年度からやっております。類似町村並みにギ

ュッと職員の配置を絞った上で、ある程度の

余剰人員をもって、この余剰人員の部分を政

策的な重点部分、あるいはプロジェクトの部

分に配置するという方法は17年度から取って

おりますので、19年度に向けても、ある程度、

そのプロジェクト的な部分は、今、政策的な

部分への配置というのは弾力的にやっていき

たいと考えております。

あと、中長期的な人員管理ですね。これは

当然採用計画も含めて、年齢構成も含めて、

今、平田議員からご指摘があったこと等につ

きましては大変重要なことだと認識しており

ますので、今後の定員管理の適正化に生かし

ていきたいと考えております。
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○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

定員管理について、いろいろご質問、ご指

摘を受けましたが、現状としてはまだまだ類

似市町村にも及ばない人数が働いているとい

うことがありますので、とりあえず当面の目

標は、類似市町村の数を目指して定員を削減

するということです。その後、先ほどありま

したとおり、業務量に合った定員、そしてそ

の後予算に合った定員ということを将来的に

もっと細かく詰めて、この人数を割り出して、

最終的には赤字にならない定員でいかに住民

サービスを効率的にやるかというのが目的で

ございます。住民サービスがおろそかになら

ないようにということもありましたが、これ

は人員が少なくても効率的に住民サービスを

やればおろそかにならないと、私は考えてお

ります。ひとえにこれは職員のやる気と意識

改革の問題でありまして、これもずっとやっ

ていきたいと思っております。

消防の件に関しましては、確かに平均年齢

がもう40歳越えて、これで住民の命を守れる

のかという指摘もありました。消防につきま

しては、人員の交流とか、そういうのを図っ

て、若い隊員を、財政の関連も見合わせなが

ら、採用もやっていきたいというふうに考え

ております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

時間はかかるかと思いますが、やってもら

いたい。

次に、産業振興について質問したいと思い

ます。この事業は17年度に検討委員会が設置

されて、その検討委員会の答申がなされてい

るはずなんですね。18年度も同じようにそれ

が出されるというふうに思っているんです

が、まだわからないのは、町として具体的に

検討委員会の答申等も受けて、町としてこう

するんだという具体的な政策、あるいは方針

というものを今後打ち出していくんだろうと

いうふうに考えています。そういう手順にな

るのか、ここをまず１点確認をしていただき

たい。

２点目に、ちょっと気になるのがあるんで

すが、先ほどの１点目と関連するんですが、

既にそれを見越したＮＰＯが設置されている

という話を聞くんですね。なぜ町の方針が決

まらない時に、そういうのがあるのかなとい

うのもちょっとわからないですが、逆にこの

検討委員会がどういう目的で設置されている

のか、そこらへんもわかれば教えてほしい。

代表者と、その構成がどうなっているのかと

いうのも説明をしていただきたい。

あと１点、気になるのが、これから具体的

に動き始めると思われる検討委員会が、この

ＮＰＯが打ち出している目的、あるいは意図

する部分が、この検討委員会の議論にどうい

う影響を与えるのかなという気がします。結

論ありきで検討委員会の審議が、そこに誘導

されていく危険性がないのか。そうであれば、

この検討委員会の意味合いは何なのか、そこ

に疑問が出てくるんですね。そこらへんの疑

問を解明するためにも、わかりやすく、その

ＮＰＯとの関連も説明をしていただきたいと

思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄
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平田議員のただいまの質問にお答えしたい

と思います。

この「一島一物語」が平成17年度から始ま

りまして、南宋時代の青磁を復元しようとい

うことで、ある陶芸家の提案により取り組ん

できたところです。

それで、今、町が今後この事業をどう取り

組んでいくかということになると、この青磁

の希少性、それから技術面、あるいは芸術面

でのレベルの高さ、これを町民及び議会の皆

さんにも十分理解をいただいて、これが島の

活性化につながるんだということを調査、あ

るいは講演会をすることによって陶芸に関わ

っている人たちの意見を聞いて、町民にもア

ピールしていくという中から方針として決め

ていくというかたちになると思います。

それから、ＮＰＯがどうして設置されたか

ということなんですが、町が作らせたという

ことではなくて、久米島のいろいろな関係者、

この事業がより早く事業推進ができるように

ということの支援団体だというふうなかたち

で立ち上がったということを聞いています。

まだＮＰＯとの協議をしたこともまだありま

せんので、ＮＰＯの皆さんと協議して、一緒

に協力できるものは当然やって、この事業の

推進に活かせればというふうに考えておりま

す。

検討委員会の中にＮＰＯが、どのような影

響があるかということの件については、やっ

ぱり協議を重ねて協力できるものは一緒にや

る必要がありますし、町の意に反するような

ものであれば、これは当然できないものはで

きないということではっきりしていかなくて

はいけないと思いますので、まず皆さんとの

協議もしながら、今後の事業に活かせる部分

は活かしていきたいというふうに考えていま

す。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

ＮＰＯという感じで、非営利団体との協働

というのは、今後行政運営等にも求められる

部分ではあると思うんです。町と無関係に設

立されているというのは私も聞いています。

そこがわからないところなんです。町の具体

的な島の振興策、島をどう活性化していくの

かという具体的な振興策が策定をされ、その

実現、あるいは具体化をしていくためにＮＰ

Ｏと行政が協働で進めていくという姿という

のが今のＮＰＯと行政との関わりだと思って

いるんですね。そうであれば、順序が逆なの

かなという気もするわけです。今、検討委員

会を設立して、18年度もやります。19年度も、

多分３カ年事業の継続事業という話を聞いて

いますので、それを踏まえながら町の動きも

踏まえながらＮＰＯの設置が必要なのかどう

かも含めてというのだったら、それは住民も

みんな理解しやすいと思うんですね。今、調

査検討の段階で既にＮＰＯが設置をされ、そ

こが独自の動きをしていくということになれ

ば、町の方針策定が、逆にそこに誘導される

危険性というものを感じるわけですよ。であ

れば、住民にも設立目的とか、そういうもの

も情報公開をして、みんなで議論しながら島

の活性化のためにどうあるべきなのか、人材

育成はどうあるべきなのか議論すべきという

ふうな気がするんです。そこらへんが一番危

惧する部分でもあるし、そこと協議をしなが

らといった時に、先ほど質問した中でもちょ

っと出なかったんですが、検討委員会がそこ
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に誘導されていく。その危険性というものは

ないのかという危惧があるんですね。

先ほど課長の答弁で、できないものはでき

ないということで、ぴしゃっとやるんだとい

うことがありましたので、そこはぜひ毅然と

した態度でやってもらいたいという気がしま

す。今後、具体的にどうしていくのか、皆さ

んと議論していきたいと思うんですが、情報

の公開、このＮＰＯの関連を含めて「一島一

物語」、まだ住民に殆ど公開されていない部

分が多々あります。そこを含めて、ＮＰＯの

部分も含めて情報公開をしながら町民の声も

広く吸い上げていく、検討委員会の中でも住

民の声を踏まえた議論をしていくとか、そう

いうかたちを今後考えているのかどうか。最

後にその答弁をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

まず、懸念する部分を解決するためには、

そのＮＰＯの皆さんの認識と、町が今、進め

ている事業の目的はどういう関係にあるのか

と、そのへんもやっぱり協議をしてはっきり

させていく必要があると思います。そういう

中でこの事業の目的でもありますように、南

宋青磁の、希少性技術的、芸術的に素晴らし

い青磁を町民にもアピールして、今後理解を

得られるようにやっていきたいというふうに

思っています。

○ 議長 仲地宗市

これで９番平田勉議員の一般質問を終わり

ます。

休憩します。（午前 11時12分）

○ 議長 仲地宗市

引き続き会議を開きます。

（午前 11時 24分）

次に、８番幸地良雄議員。

（幸地良雄議員登壇）

○ ８番 幸地良雄議員

８番幸地です。さとうきび共済制度の加入

奨励について質問致します。

さとうきび共済制度の未加入農家に対する

加入奨励問題についてお伺い致します。天候

によって大きく左右される農業は、いつ被害

に襲われるかわかりません。そのため農家の

救済制度として畑作共済制度ができました。

そこでさとうきびにも適応することになり、

いざ実施してみると加入率は依然として低

く、平成17年度において面積に対し46.1％、

農家戸数に対して25.6％と低迷しており、加

入はしたけど次の年度は脱退する農家も多い

ようである。掛金が高いとか、この制度はさ

とうきびに合わないとかいう声もあるようで

あるが、いざ災害の場合、最も頼りにし、頼

りにならなければならないのが共済制度であ

る。そこで本町は、掛金に補助金を出してい

るが、その他にどのような対策を取っている

か。

２点目、次に加入しない農家はどのような

理由で加入しないのか、その原因を調査、分

析されていれば状況を示して下さい。

３番目に、制度上に欠点はないか。あると

すれば是正する取り組みはあるのか、状況を

示してほしい。

以上、３点について本町の現状と町長の所

信をお尋ねします。

（幸地良雄議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）
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○ 町長 平良朝幸

８番幸地議員の質問にお答えします。

掛金に補助金を出している以外の対策はど

ういうものかという１番目の問題ですが、毎

年、共済加入推進期間、11月頃に、島中共済

組合から、区長会に加入推薦の協力や島中共

済組合職員と地元関係者（町職員、農協職員、

久米糖職員）が一緒になって農家を訪問し推

進を行っております。また、４月から５月に

かけて、さとうきび共済制度内容等のチラシ

を配布し、推進をしております。

２番目に、どのような理由で加入しないの

かという件ですが、まだ、生産農家が畑作共

済制度について十分理解されてない状況にあ

ります。共済に加入したが災害補償が受けら

れなかったということで、今でも拒否反応を

おこしている生産農家が多いのも事実です。

優良農家で毎年よいさとうきびを生産してい

る農家が、共済に頼らなくてもやっていける

という自負があり、また、さとうきび共済は

あまり手入れをしない農家のための共済にな

っているという風潮で、加入拒否している農

家もいます。共済掛金を払っても災害補償を

受けることはないと思っていることや、もと

もと保険や共済関係にアレルギーを持ってい

ることなどがあります。

３番目の制度上の欠点はないかという質問

ですが、特に制度上の問題はないと考えてお

ります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

加入促進活動においては、関係団体、機関

職員は一生懸命頑張っていることはよく理解

しております。さらに町や製糖工場が掛金に

対して補助金を出しているのに加入率が低い

のは残念でなりません。しかし、平成17年度

の加入実績からすると、面積や農業戸数の割

合からすると、大口農家は加入している農家

は多いんですけど、小口農家は非常に少ない

ような傾向にあると思います。そして、さと

うきびの専業農家については、共済制度につ

いては概ね理解されているようであるが、一

般農家については充分理解されていない部分

があるのではないかなというふうに感じられ

ます。全体として加入率が上がれば掛金を下

げることができるし、さらに被害が少ないと

組合から逆に生産農家に還元されることもあ

り得ると。現在、20％以上の被害がないと補

償の対象にならないということで、逆に基準

数量、基準数量というのは、その人の過去の

平均数量になるわけですけど、補償しますよ

ということになっていますが、80％補償する

ということになっているわけですが、農家に

とっては20％という被害率、数字はかなり大

きいものであり、農家にはまた20％以内の被

害でも、それ以上に大きく見えるのが現状で

はないかと思います。そこで農家が共済加入

しても災害補償が受けられなかったというこ

とは、被害率のとらえ方、農家と共済組合と

のギャップがあるのではないかなという感じ

が致します。

加入について、そういうことで農家に敬遠

されているのではないかというふうに考えま

す。その隔たりを縮めることで農家も納得し、

加入促進もしやすいのではないかなというこ

とではないでしょうか。

以上、次に制度の問題はないとのことであ

るが、その問題については、次に質問してか
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ら再度お聞き致します。

今、久米島町の加入農家の掛金総額は、い

くらになっているか。町からの補助金は決算

書に表れているとおり、35％の388万7千291

円というふうに表れています。会社からの25

％の補助金だということで、逆算すれば277

万6千100円。これは当たっているでしょうか、

お答え願いたいと思います。

島中共済管内の他の市町村で補助金を出し

ているところがあるかどうか。資料がござい

ましたら教えてもらいたいと思います。

以上、再度質問します。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答えします。今、島尻、中頭郡の共済組

合に確認したところ、市町村から掛金に対す

る補助金を出している所は久米島町だけで

す。

今、久米島町の掛金総額については、資料

を調べてありませんので、調べてからご報告

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

掛金総額の35％が388万7千円ということに

なると、逆算すれば私の数字があたっている

かどうかわかりませんけど、1千101万6千円

となるわけですが、これは確かであるか確か

めたかったわけであります。

そして、町補助金が388万7千円補助したた

めに久米島全体に戻ってきたのが、計算する

と、これは数字確認しました。4千200万円が

補償されたということです。久米島全体に。

それからすると、掛金に補助した約10.8倍の

金額が久米島の農家に支払われたということ

になります。町全体として久米糖が25％、そ

して残りの40％は農家負担ということになり

ますと、これが1千106万600円、それでもや

っぱり3.8倍の金額が久米島の加入農家に還

元されたということになるわけです。町全体

として掛金の3.8倍の金額が還元されたとい

うことは、農家に対する被害時における大き

な救済措置になったわけであります。今、農

家には基準収量の80％は加入することによっ

て補償されるということでありますので、町

全体の加入率を上げれば80％補償されると。

さらに被害が少なければ、その分また先ほど

申し上げたとおり、農家に還元される仕組み

になっているはずです。そこで各市町村の単

価が違うのもそうだということだと思いま

す。いわゆる被害がないと掛け率も安くなり

ますよということで市町村全体が全部一定じ

ゃないということになるのではないかなと思

います。さらに被害率を下げるには久米島町

だけでは効果が少ないので、島中共済全体の

市町村が同じ形で加入率を上げることによっ

て組合全体の運営費が良くなり、運営が良く

なれば加入率も上がる。そして加入率が上が

ればその分余裕が出てくるわけですから、被

害がない時には農家に還元されるという循環

になるわけでありますけど、今、島中全体と

してかなり低い加入率だそうであります。

そこで、町としても、町長は農業振興を重

点目標において推進していくということであ

りますので、やはりこれからもなお推進にあ

たりましては、関係機関、職員のみに任せる

のではなくて、やはり町全体として取り組ん

でいけば、さとうきびの振興に大きく寄与す

るものではないかなと思います。そして生産
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意欲も出ていくのではないかなと思います。

そういうことで、町長に再度お伺いしますが、

こういう問題を町全体の問題として取り上

げ、さらには町長は島中共済の理事でもあろ

うかと思います。そこで、ぜひ一緒になって、

今、久米島町だけが、この掛金の補助金を出

しているようでありますが、他の市町村に呼

び掛けまして、これは島中共済全体の加入率

のアップがあれば、いろいろとみんなに還元

されることであるし、お互いの農家の救済制

度として最も重要なことでありますので、ぜ

ひ取り上げてほしいというふうに提言すると

同時に、町長も島中共済に、そういった問題

を取り上げまして、じゃあみんなで一緒にや

っていきましょうということを、やってもら

ったらいいかなと思いますが、町長の所信を

聞いて、質問を終わります。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに島中共済制度について、私も役員で

ありまして、島中共済組合からも、さとうき

びの加入率が非常に悪いということは言われ

ました。我々も久米島町のさとうきびが将来

どうなるかという非常に危機感を持っている

わけですが、その中でも台風とか自然災害に

よる減収を防ぐためには、どうしても共済組

合制度、それに加入しなければもうどうしよ

うもないということがありますので、町とし

てもこれから共済組合の加入を、さとうきび

推進協議会、あるいは久米島製糖、あるいは

農協、一緒に引き込んで、一応推進をやって

いきたいと、そういうふうに思っております。

議員の皆さんにも協力をお願いしたいと、こ

ういうふうに考えています。

○ 議長 仲地宗市

これで８番幸地良雄議員の一般質問を終わ

ります。

次に、17番國吉弘志議員。

（國吉弘志議員登壇）

○ 17番 國吉弘志議員

17番國吉です。２点質問致します。

まず１点目の墓地の集団化について。墓地

の設置については、久米島町においては、こ

れまで好きな場所に自由に墓を建てられてお

りますが、今後、行政として何の対策も講じ

ず、今の状態で放置しておきますと、第一次

産業である農業や観光産業を振興する上から

も大きな障害になるのではないかと危惧して

おります。限られた農地を有効に活用するた

めにも、墓地の集団化が必要であると考えら

れますが、町長の見解を伺います。

２点目、納骨堂の整備について。一部落で

集団墓地並びに納骨堂を所有しているのは県

内においても鳥島部落だけだと思っておりま

す。現在地元字民はじめ那覇在住鳥島郷友会

の殆どの方が納骨堂を利用されております

が、建設されて40年近く経過しており、納骨

部分も余裕が少なく、そろそろ建替時期にき

ておりますが、一部落では負担過重であり町

のモデル事業として取り組む考えはないのか

伺います。

（國吉弘志議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

17番國吉議員の質問に対してお答えしま

す。

確かにおっしゃるとおり、久米島町では墓
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地の散在化で非常に景観上も非常に観光的に

も悪い影響を与えるというのが実情でござい

ます。この墓地の集団化につきましては、土

地利用計画で各地域毎に一応指定していきた

いと、これから、そういうふうに考えており

ます。

２番目の納骨堂の件ですが、個人墓を作る

沖縄独特の墓文化、風習により墓地の散在化

が進展し、土地利用上や景観上に支障をきた

す中で、納骨堂を利用することは、墓地の散

在化防止には有効な方法だと思いますが、モ

デル事業としての取り組みについては、財源

の確保や地域の風習の違いなど厳しいものが

あるというふうに考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

墓地の集団化については、前にも同僚議員

の質問に対して、今、ちょうど町長がご答弁

されたように、土地利用計画で地域指定をし

ていきたいということでのご答弁でありまし

たが、現在、この土地利用計画策定がどの程

度進んでいるのか。それと、また土地利用策

定委員、その構成メンバーはどうなっている

のかお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

土地利用計画ですが、今の状況は、県と協

議をしている段階であります。特にこれまで

県と協議していたものが、例えばゴルフ場の

位置の問題とか、そういう以前に協議したも

のと内容が変わってきたものがありまして、

また別件で追加、変更事項がありまして協議

を進めている状況です。そういう諸々のもの

がはっきりしてくれば、町の土地利用計画委

員会を立ち上げて協議をする予定ですが、ま

だ委員会は立ち上がっておりません。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

個人の墓を建てるについては、法的に墓地、

埋葬等に関する法律の中では、個人墓につい

ては何ら支障はありません。ただ、久米島町

としましては、今の現状として放置できない

状況ではないかなと思っております。特に、

先ほど町長の方からもご答弁ありましたとお

り、周辺の美化を損ねるということと、これ

から後、農業の機械化に向けての障害になる

のではないかなと、非常に心配しております。

今の課長の答弁で、土地利用計画はまだ委

員のメンバーもまだ協議段階ということであ

りますが、早急にこの協議を進めて委員を選

出して、早めに持っていってもらいたいと思

っております。

この墓地の場合は、毎年毎年これは建設さ

れていくのは、避けては通れない現状であり

ますので、墓地を建てられる場合に、今の土

地利用計画と同時に、設置許可申請というの

を設けられた方がいいのではないかなと思っ

ております。この設置許可申請制度を設けま

すと、これから後の墓地の建設については、

その場所等もはっきりとしたあれがわかる

し、それに毎年毎年の墓地の設置件数等も把

握できるし、これから後の町のいろいろ事業

を進める中で非常に参考になるのではないか

なと思っております。そういうことで、今、

町としまして、これはどうしても町の申請と

いうのは町の条例の中でうたわなければなら
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ないし、そういうことで、町としてその条例

に向けて設置する考えはないのか、伺います。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

ただいまの質問にお答え致します。

現在、墓地の許認可事務は県の方で県知事

がやっておりまして、保健所を通じて県の方

がこれは兼務することとなっております。そ

ういう状況でありますが、今、久米島町も合

併してから約３件ほどしか、正式に手続を踏

んでの許可を受けた個人墓地の設置はやって

おりませんで、殆どが無許可でやっている状

況であります。

事務的にもそういうことでやっているんで

すが、県の方はその許認可事務を市町村に降

ろそうということで、今考えを持っているよ

うでして、いろいろそういう県と市町村との

それに向けての会議等も何度か開いておりま

すが、なかなか市町村は、その事務を移譲す

るのは、今の時点では好ましくないというこ

とで、殆どの市町村が反対をしている状況で

ありまして、今後どういうふうになるかわか

りませんが、一番問題となっているのは、墓

地の集団化です。そういったものが問題とな

っておりまして、市町村もなかなかそれは事

務を受け入れないというかたちになっており

ますので、久米島町として、この墓地の基本

計画、これが恩納村で去年策定されまして、

それを地域ごとに墓地を地域指定をして、そ

の場所しか設置は認めませんよというかたち

でやっておりまして、久米島町におきまして

もそういうかたちの墓地行政は今後やってい

く必要があるのではないかなという気がしま

す。

國吉議員からの質問にあるとおり、この市

町村での条例制定云々ということはなくて、

今現在は県知事の許認可事務となっておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

墓地の建設については県知事の認可という

ことでのご答弁でありますが、それは…。

○ 議長 仲地宗市

今の墓地の集団化については３回の質問で

すけど、55条を適用して質問しますか。

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

土地利用計画の策定と条例に向けては、早

急に取り組んでもらいたいということで、次

の質問に移ります。

２点目の納骨堂の整備につきましては、各

地域毎の慣習からいろいろと厳しいところも

あろうかと思いますが、鳥島納骨堂につきま

しては、これまで100年の歴史があり、これ

からも引き続き今の形態で引き継がれるもの

と思われます。整備につきましては、あと何

年かかるかわかりませんが、その間に該当す

るような事業があれば、その事業の中で納骨

堂等の整備を一つのモデルとして取り組めな

いかなということで、私の質問を終わります。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

ただいま、そういう事業メニュー等もあり

ませんし、もしそういう事業等が可能であれ

ば、その事業内容等も検討して、前向きな検

討ができればと思っています。

○ 議長 仲地宗市
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これで17番國吉弘志議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前 11時54分）

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き一般質問を行います。

（午後 １時29分）

次に、10番上江洲盛元議員。

（上江洲盛元議員登壇）

○ 10番 上江洲盛元議員

日本共産党の上江洲盛元です。３点ほど質

問致したいと思います。

まず１点目に、一人暮らしの福祉について

であります。

(1)現在一人ぐらしの訪問の一つとして月

曜日から金曜日まで配食サービスを行ってい

るが、このことについてお伺いしたいと思い

ます。まず、どのくらいの方々が配食を受け

ているかということであります。

(2)に、また受けない方々の生活実態はど

うでしょうか。

(3)として、(1)と関連して、一人ぐらしの

実態はどうなっているか。

(4)として、先々月一人ぐらしの方が亡く

なられた。誰も知らないうちにであります。

これまでもそのようなことがありました。こ

れから一人ぐらしの方々を見守るには、どの

ような方策を立てなければならないか。町当

局はどう考えているか。

以前、村行政時代に友愛訪問というかたち

で、たえず一人ぐらしの方を訪問し話相手と

なり、激励をしていた時期がありました。い

つのまにかなくなっています。また、現在、

民生委員にお願いし、同じことをしているよ

うですが、字によっては民生委員がいない所

もあるとのことであります。このことを当局

はどう考えているのか。そのまま放っておく

わけにはいきません。そのことと合わせて、

いろんな方策を考え、地域社会みんなで一人

ぐらしの世話を見ることが社会生活共同体と

しての義務的役目を担うべきではなかろうか

と思います。老人が安心して暮らせるために

であります。

２点目であります。教育問題全国学力テス

トについてであります。(1)として、文部科

学省は来春、全国の小・中学校で学力テスト

を実施することを決定しています。そのテス

トの結果の公表は各自治体や学校側に判断さ

せるとしています。このことについて、当教

育委員会は、その学力テストの結果の公表に

ついてどのように考えているのかお伺い致し

ます。

そのことについて、文部科学省は、結果の

公表は「序例化や過度な競争につながらない

よう配慮が必要」だとして、都道府県単位で

平均値や標準偏差値などを示すとしていま

す。返却されたデータに基づいて都道府県が

独自に市町村ごとの結果を公表することにつ

いては、過度な競争につながるおそれが払拭

できないため「国と同様の対応を求める」と

しています。市町村や各学校が自己の結果を

公表するにしても、同じ理由で「細心の配慮」

を求めています。町教育委員会は、どう判断

するか、お伺い致します。

３点目です。鳥島射爆撃場及び久米島射爆

撃場の水域の返還についてであります。鳥島

射爆撃場及び久米島射爆撃場の水域の返還に

ついて、町当局はどう考えているかお伺いし

ます。

去る８月21日、沖縄県漁業協同組合連合会

（代表理事会長下地敏彦）沖縄県漁業協同組
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合長会（会長棚原哲也）久米島漁業協同組合

（代表理事組合長棚原哲也）の３団体は、沖

縄県稲嶺惠一知事、仲里利信県議会議長、佐

藤勉那覇防衛施設局長へ表記の返還を要請し

ています。要請書の後段を抜枠すると次のよ

うであります。すなわち「県内で有数な好漁

場である鳥島射爆撃場及びモズク養殖に最適

地である久米島射爆撃場の両訓練水域を久米

島の漁業振興に活用できるよう回復（不発弾

の回収処理含む）し、早急に返還されるよう

政府に対し要請を行っているところでありま

す。つきましては、本県水産業の振興開発を

図る上で、県におかれましても特段のご配慮

を賜りますよう要請します」ということであ

ります。以上でありますが、町自体が黙って

いるのはおかしいのではないか、漁民の生活

にかかっている問題である。お答え願いたい。

その他、現在の漁民の補償について、①現

在漁民一人当たりの漁業補償はどうなってい

るか。②10年・15年前はどうだったのか、こ

のことについても伺い致します。

以上、壇上からの質問を終わります。

（上江洲盛元議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

10番上江洲議員の質問にお答えします。

現在、配食サービスの利用者数が80人で年

々増加してきております。配食サービスの他

にも一人暮らし高齢者の見守り対策として

「ふれあいコール事業」も実施しており、利

用者50名の方に対してコールセンターから週

に３回、電話による安否確認を行っておりま

す。

２点目の一人暮らし高齢者の実態につきま

しては、民生委員の実態調査により、280世

帯となっております。

３点目の一人暮らし高齢者の見守り体制に

つきましては、民生委員の方々が現在も友愛

訪問活動を継続して行っております。平成17

年８月の定例区長会で各字に対し、要援護高

齢者の見守り対策を各字としても地域ぐるみ

で取り組んで頂くよう依頼を致しました。

４点目の民生委員が不在となっている地域

があることに関しましては、本町の場合、民

生・児童委員の定数は22名に対し現在20名で

２名の欠員となっております。現在、２地域

が欠員により、地域の問題対応遅れなどがあ

るため、区長を中心に地域に呼びかけており

ます。民生委員を引き受けてくれる方を早急

に確保したいと思っております｡

３点目の鳥島射爆撃場及び久米島射爆撃場

の水域の返還についてお答えします。鳥島射

爆撃場については、毎年、軍転協の統一要請

として返還を求めてきていて、米軍の訓練に

よる事件・事故が発生するたびに抗議及び返

還を求めているところでございます。両射爆

撃場については、去る３月にも議会、漁業関

係団体の連名で返還要請を行いましたが、日

米地位協定を盾に返還される状況にはありま

せん。町としては、これまで通り返還を求め

ていきます。

漁民の補償について、１人当たりの補償額

を申し上げることはできませんが、補償総額

は平成15年度をピークに1億3千600万円で、

平成18年度は2千900万円となっております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

比嘉・教育長。
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（比嘉・教育長登壇）

○ 教育長 比嘉

全国学力テスト問題についてお答え致しま

す。文部科学省の実施する全国学力テストの

公表につきましては、ご指摘のとおり、序例

化や過度な競争につながらないよう配慮が必

要となります。本町の学力テスト結果公表に

ついても文部科学省の公表方針を踏まえて対

処していきたいと考えております。

（比嘉・教育長降壇）

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

まず、一人ぐらしの福祉についてでありま

す。情報認識不足、私自身の、町長のご回答

を得て情報不足の部分があったことを反省し

ているところでありますが、一つは、50名の

方にコール、電話が入ってくる、実は知りま

せんでした。これは以前からこういうことは、

仲里時代に申し上げたんですが、これは大変

いいことでありまして、ただ、耳の遠い方も

いらっしゃるんですが、これは週に３回とい

わず、何回かやっぱり頑張っていただきたい

なと、こう思います。

それから、友愛訪問、これも認識不足です。

今、ご答弁がありましたように、友愛訪問活

動も行っていると、どうも世間の、耳にする

ことがなくなったということで、いろいろ調

べたりしたんですが、現在あるということで

すので、それも強化していただきたいと思い

ます。

それから、要擁護高齢者の見守り対策を各

字とも地域ぐるみで取り組んでいただくよう

依頼を致しましたということです。これは区

長の皆さんで、これが機能しているのかどう

か、やっぱりチェックする必要があるだろう。

それから、字には22名ということは、字に

１人、一字１人ではなくて二股掛けている方

もいらっしゃると思いますが、そちらの検討

も必要ではなかろうかと。以前に、福祉課に

おられた方が、今は合資会社生活デイホーム

《イーフミーヤ》に努めていますが、《宇根

てつや》さんの営んでいる所に勤めていらっ

しゃいますが、この人からの聞き取りですが、

７、８年前に一人ぐらしネットワークという

のを提案をしたようですね。民生員、親戚、

あるいは隣の方、区長、それから婦人会とい

うふうにして、各字でもってネットワークを

作ってやった方が、みんなで見守ることがで

きるのではないかということを提案したそう

ですが、そのことが断ち消えになったという

話を、つい３週間前に聞かされました。です

から、以前にも、そう書いてありますとおり、

一人ぐらしという実態が知らないうちに亡く

なられたという、非常に悲しい事態が今後な

いように、一つ具体的にネットワーク的なも

のを作ってやっていただきたいなと思います

が、福祉課長、答えてくだされば幸いです。

○ 議長 仲地宗市

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

ただいまの答弁にお答え致します。町にお

きましては、保健、福祉、医療関係者で構成

している久米島町地域ケア会議の中で検討を

致しました。その結果、事業だけでは行き届

かない部分もあります。そういった中で各地

域で取り組んでいただきたいということでの

町長の答弁にもありました。今後、社会福祉

協議会を中心に地域での取り組みを検討して

いきたいと考えております。
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○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

今の件、十分横の連携を強化して、みんな

でお年寄りを、現在のお年寄りというのは大

変苦労して、ここまで頑張ってこられた方々

です。その恩を忘れないようにみんなで見守

っていきたいなと思います。

次、教育問題全国学力テストについてです。

最近、日本の政治がおかしくなっています。

憲法を変えようとか、それから教育基本法を

変えようとかというふうなことが提案されて

います。教育は、教育基本法10条にあります

ように、不当な支配に屈することなく政治が

教育に介入してはいけませんよということで

す。

それからもう一つは、今、申し上げている

のは教育基本法10条ですが、それから10条の

２段目に、教育委員会の仕事は条件整備です

よと、学校づくり、体育館を造る、教室を作

る、机、腰掛け、理科の備品等々、設備を作

るのが教育委員会の仕事であって、教育の内

容に介入してはいけないということですが、

実は全国学力テストというのは、もう既に教

育内容に介入していることになります。この

学力テストがどういう、実際に弊害を学校現

場に与えているかといいますと、例えば1961

年の全国学力テストの時に、ある県が学力テ

スト日本一ということで喜ばれましたが、こ

の県はいろいろ調べた結果、大変な事態が起

こっていて、学力テストの日に成績の悪いの

は学校に来させない、あるいは君は三角定規

を忘れたから取って来いと、それから机間巡

視しながら教えていくと。どうも学校自体が

教育の場でなく、点数主義になってやってい

るんです。

今は、例えば去年から東京都は学力テスト

を行っています。その結果を公表しています。

もう一つ、学校選択制がありまして、東京都

は公表されますから学校に序列ができまし

て、学校選択制ですから、新入生が成績上位

校に集中して、荒川区とか文京区とか墨田川

区は、新入生０の学校があるんですよ。那覇

市も選択制にすると言っていますね、久米島

ではそういうことができない教育環境だと思

いますが、どうも日本の教育がそこまで来て

いるのはなげかわしいことです。

世界一、これは３年前の国際的な学力テス

トの結果ですが、世界一はどこかというとフ

ィンランドです。日本は数学的応用力が６位、

読解力が14位、問題解決能力が４位です。フ

ィンランドという国は、一クラス20名ですよ、

日本は40名でしょ。それからフィンランドは

授業時間数が少ない。それから教科書は学校

が選ぶ。うちの学校の生徒にはこういう教科

書が必要だと、公立、私立を問わず小学校か

ら大学までの学費は原則無償です。学費いら

ない、義務教育では給食や教科書、教材など

無料です。高い学力、これと比較して、これ

からの日本の教育というのはいったい何だろ

う。

これは昨日の琉球新報です。教育、公的支

出、日本が最低率で、19番目ですね、日本の

国が教育にどれだけの予算をあげているかと

いうと、これは経済教育機構、ＯＥＣＤ、加

盟国30カ国の中で29位です。ビリですね。だ

から教育基本法を変えようとか、憲法を変え

て、戦争する国になろうとか、こういう中で

の今後、教育そのものについては、注目する

必要がある。あるいは場合によっては運動体



- 40 -

としての役割を我々は果たさないといけな

い。

教育長、新しい教育長として、これから大

変な大きな任務がありますから、そこいら十

分に考えてやって下さい。学力テストは公表

することによって、ランクができます。学力

テスト上げようと思ったら簡単です。どんな

試験問題ができるか、那覇の書店にいっぱい

問題集があります。学校の先生はどんな問題

が出るか分かっています。それだけをやれば

いいんです。もう既にやっている学校ができ

てます。日本中で、いろんな情報を収集した

ら、授業をほったらかして問題だけ集中した

ら点数は上がるんです。これは本当の学力と

はいいませんね。そういうことで、久米島に

おいてどういうかたちでやるか、教育長は、

公表しないということであるんですが、その

学校に判断させていただきたい。これは、僕

はただ、教育の世界をあるいてきたから、そ

う言っているんではなくて、現在の学校の先

生方からもいろんな意見聴取しながらです。

それから成果主義ですね、それから学校の

先生の評価システム、学校の先生を生徒と同

じように５段階にする、賃金も５段階にする

と、これはここに資料を持っていますが、石

川県ではこんなことをやらないと、今からで

す教育界の大変なものは、今、現場で非常に

苦しんでいます。生徒の通知票が５段階ある

ように、先生方も５段階つくろうとしてます。

このことについても十分に教育長は配慮し

て、教育委員会の任務というのはさっき申し

上げました。条件整備です。教育内容に介入

していけませんということでありますから、

そういうことも教育長よく配慮していただき

たいと、所見をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

比嘉・教育長。

○ 教育長 比嘉

今の上江洲議員のご指摘なんですが、確か

に教育につきましては、テストだけではなく

て、心の問題もあろうかと思います。これに

つきましては、今、久米島町においても、学

力向上対策ということで、いろいろ社会教育

とか、社会自然環境の学び、それから当然テ

スト等についても、県の学力向上、そして久

米島町の学力向上、そして各学校における学

力向上に基づいて、子ども達の成長を見守っ

ている段階です。

それから文部科学省の今回実施する全国学

力テストにつきましては、これは世界的なレ

ベルから日本の落ち込み、それを把握するた

めの文部科学省が、保護者そして学校の教職

員に対してアンケートをとったところ60％が

全国基本調査を学力テストを実施していいと

いうことがございます。

これの公表につきましては、先程ご説明し

たとおりなんですけど、今回の全国学力テス

トにつきましては、これはまた保護者のニー

ズもありまして、そういったテストの実施と

いうこともなっています。ただ、委員会とし

ましては、これを国、県の指針を踏まえまし

て、今のところ公表する予定はございません

が、保護者のニーズもございます。といいま

すのは、情報開示という責任もございます。

そしてあと一面、個人情報の保護という観点

もございますので、それにつきましても国、

県、そういったところの情報、そして県内各

市町村の教育委員会の情報も検討しながら今

後進めていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市
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10番、上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

このことについては、慎重に慎重を期して

父母との関係もありますけれども、個人情報

としても問題がありますので、十分考えてい

ただきたい。次に進みます。

鳥島射爆撃場及び久米島射爆撃場の水域の

返還について。町長、毎年、軍転協の統一要

求、事件事故が発生するたびにということで

あります。これはもちろんやらないといけま

せんが、その前に、これはもちろん必要です。

それを私たちが返還要求する時、住民の町民

の漁民の生活、海の幸を利用することによっ

て、漁民は生活するわけですから、そこをポ

イントにして考えていただきたいと思いま

す。今、答弁にありました補償額、毎年、減

ってきているようです。５、６年前、一人60

万の補償、現在、だんだん減ってきて30万、

年間ですよ。

でありますからして、漁業組合の皆さんは

もちろん補償金はいらないと、魚をとって、

海の幸をとって、それで生活の糧にしたいと

一致団結しているわけですから、今後とも、

町としても漁業組合と一緒になって返還交渉

をしていただきたいと、そして皆さんに地図

をおあげしました。

一つは、沖縄を中心とした海域、アメリカ

軍が使用しているところの問題と、もう一つ

は、久米島射爆撃場、これは町長と摺り合わ

せしましたら地図が町長のものと私のものが

必ずしも一致してませんが、皆さんにおあげ

してある久米島射爆撃場については、これは

1962年に奥武の軍用地闘争の時に、久米島教

職員会の青年部がつくった図です。そのまま、

当時のものそのままを持ち込みましたけれど

も、漁業組合がほしいのは標的になっている

部分の円い部分のもっと上の方、いわゆるリ

ーフのところ、ハテの浜周辺、ハテの浜とリ

ーフの間、ここにモズクの養殖をしたいと、

現在、できないんですね、軍用地になってい

るわけですから、それだけでも、読谷村では

黙認耕作地というのがあるし、読谷村の庁舎

が軍用地の中にできてますでしょ。少なくと

も、そこを黙認耕作的返還をしておいて、モ

ズクを非常にできる場所だといって、漁業組

合の皆さんは言っていますので、その返還闘

争から始めたらどうかと。今、黙認されてい

るこの円内でも漁をしているわけで、ハテの

浜それ自体が観光客も行っているわけですか

ら、そこいらも含めてやっていただきたい。

それからもう一つの図を見ればお分りのと

おり、なんで久米島と那覇の間の飛行機が直

線引けないか、この図をみれば明らかです。

これは飛行機運賃とも関係すると言われてい

ますが、いやそうじゃないよという人もいま

す。こんなに沖縄というのが軍によって支配

されて、飛行機のルートが閉ざされていると

いうことがわかります。これは漁業組合から

資料をもらってきました。

もう一度、少なくともハテの浜返還してい

ただいて、モズクをそこで養殖されるように

お願いしたい、この運動をただちに早めてい

ただきたい、漁業組合等共々にですね、どう

でしょうか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず鳥島射爆撃場、久米島射爆撃場の返還

についてでございますが、今までも事件が起

こったりとか、いろいろ議会で決議して何回
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も要請しております。言ってきた内容は不可

能に近いと、現在、自由民主党が政権をとっ

てここ30年40年はたぶん可能性があるのは民

主党、その間で我々が不可能に近いことを本

当に膨大な時間をかけて、労力をかけて、こ

れからずっとやっていくべきかという問題、

これは、町としても葛藤しているという現状

があります。そして、この返還運動につきま

しては、町が積極的に旗振りするということ

はありません。

もちろん、皆さんの中に伊江島の阿波根昌

鴻さんみたいに自分の人生をかけて、財産を

かけて、命をかけてそういう部分にやってく

れる人がいるんでしたら、これはまた、話は

別です。

町としても可能性が限りなくゼロに近い部

分に、労力とか時間を費やす部分を他に向け

たい、これについても漁協に、もっと他の方

法がないかということ。つまり漁獲高を漁場

として返還されたいのでしたら、養殖場をつ

くったり、もっとパヤオを設置したりと、漁

獲高を上げる方法、他の方法がないかどうか

ということで、私は考えます。

そして、２点目のハテの浜についてですけ

れども、ハテの浜についてはこれは２カ年前

に、私は議員の頃に質問した事項でいろいろ

調べてみましたら、ここは、この地域につい

ては漁船は通行してもよい、止まってはだめ、

漁業してはだめ、入ってはいけないという条

件があります。この射爆撃場の中には、現在、

沖縄県の観光の重大スポットになっていると

いうのは事実、そして久米島町もハテの浜を

観光の目玉として売り出しているという事実

もあります。これは、防衛施設局に聞きまし

たら、ほんとはやっちゃいけないんだけれど

も、暗黙の了解みたいなことがありまして、

私はある県議を通じて、県に質問させたこと

がございます。やっぱり、県としても国の問

題だから、これについては後で調べてから返

事するということで、その後、なしのつぶて

になっています。現在、出来うることは先程

申しました黙認耕作地と同様に現に使ってい

るということです。ですから漁業をしても差

し支えないと、私は判断しております。

次、飛行機の件ですが、これはＪＴＡに問

い合わせしました。これについては、ＪＴＡ

に関しては、飛行機はその島に真っ直ぐ飛ぶ

ことはないと、飛行場があって、飛行場のど

っちか降りるところ、はるか50㎞先を回って

飛行機は降りるんだと。直線距離100㎞あっ

ても140㎞、150㎞必要だという返事でした。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

政治というのは住民福祉のためにあると思

います。不可能に近いという言葉は使わない

で下さい。不可能を可能にするのが政治なん

です。そこなんです。

それからもう一つは、ハテの浜周辺は、９

月４日～９月９日、９月11日～９月16日の、

防衛施設局からの漁業組合に届いたものです

が、「標記について下記のとおり演習を行い

ますのでよろしく取り計らい願います。なお、

本件については後日公文書で通知いたします

ので、念のため申し上げておきます」と言っ

て、ハテの浜周辺について、久米島射爆撃場

については、ちゃんと向こうから通知が来て、

限定されております。日にちと時間。ところ

が、鳥島射爆撃場については、これは土曜、

日曜なしということのようですね、ですから、
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向こうの水域で漁する方々、どれくらい近づ

いていいか、こんなのもわからないわけです

よ。そこいらの交渉とか、不可能を可能にす

るというかたちでの政治的な運動、これが大

事ではないかなと思いますが、そこいらは不

可能に近いという言葉は使わない方がいいな

と思います。もう一度政治姿勢を示していた

だきたい。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先程申しましたとおり、町が積極的に旗振

り役をやることはございません。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ２時09分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時09分）

時間が２分しか残ってませんので、上江洲

議員の本件に関する質疑は既に３回になりま

したが、会議規則第55条但し書きの規定によ

って、特に発言を許します。

上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

今の言葉も、町が旗振り役をしませんとい

うことは、どういうことかよく分かりません。

むしろ旗振り役をして漁業組合なり沖縄全体

の漁業組合長会とか漁協とかに申し入れるぐ

らいの町長でありたい、なぜか、住民の代表

だからです。そこをもう一回お聞きします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先程も申しましたけれども、ほんとにこの

件に関して膨大な労力、時間を使って、町が

一所懸命やる、あるいはこの労力と時間を他

に回す、どっちがメリットかということを考

えた場合に、私としては最大多数の最大幸福

を求める観点から、何が久米島にいいかとい

う観点からそういったまでのことでありまし

て、現状では町が積極的に前に出てやるとい

うことはございませんということでありま

す。

○ 議長 仲地宗市

これで10番上江洲盛元議員の一般質問を終

わります。

次に、４番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ４番 仲村昌慧議員

４番、仲村です。ゴルフ場建設について、

ゴルフ場建設については、合併前、両村とも

ゴルフ場を推進し、旧具志川は西海岸開発計

画の中で、シンリ浜付近をゴルフ場として計

画を進めた経緯があります。旧仲里村は、上

阿嘉やトクジムを候補地として模索してきま

したが、いずれも実施に至っていません。合

併後は銭田・真我里地区をゴルフ場として計

画し、平成15年７月に銭田・真我里部落への

ゴルフ場計画の説明会を行っています。その

後、計画がどのように進められているか、情

報が伝わってきません。銭田・真我里地区の

計画の進捗状況をお伺いします。

それから観光振興と地域活性化にゴルフ場

は必要ではないかという意見が島内外からよ

く聞かれますが、ゴルフ場建設について、町

長の所信をお伺いいたします。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸
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仲村議員の質問に対してお答えいたしま

す。真我里地域については、以前に地域説明

会の開催、青写真の作成を行った経緯はあり

ますが、具体的な計画とはなっていませんで

した。私は観光振興や地域活性化の面からゴ

ルフ場は必要だと考えております。また、庁

内にリーディングプロジェクトチームを設置

し、ゴルフ場建設場所などの各種関係法の規

制について検討しているところでございま

す。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

真我里地区において地域説明会、ゴルフ場

がつくれるかどうか、可能かどうかという立

場から説明をしたということでありますが、

どのような内容の説明をされているかは分か

らないんですが、その後、真我里地区におい

てはゴルフ場ができるものという考えの下で

この説明会がされたと思います。その後、真

我里地区において、その後の経過が説明なさ

れているのか、そこをお伺いします。

それから、平成15年９月議会でしたか、町

本会議中に下地代議士の紹介で町長を調査動

向してもらいたいというこの本会議でありま

したので、議会がそれを認めることができな

いと。町長の代わりに収入役が対応しました。

その後の情報も全く伝わってこない。そうい

った中でゴルフ場の事業に、久米島につくり

たいという業者が３業者、まず清水建設、バ

ーデハウスの起工式の時に、町長が清水建設

へ計画図面の作成を依頼し、ゴルフ場計画平

面図シミュレーション及び開発行為申請費の

見積もりまで提出していると。それから、先

ほど申し上げた下地代議士の紹介というのは

国建ですか。平成15年10月１日町長指示で国

建へゴルフ場の計画図面の作成依頼、300万

円で作成してもらいたいということで依頼

し、国建が了承し、その後、国建から図案が

提案されたと同時に契約を早急にお願いした

いとの申し出があったと。前町長に確認のた

め伺いを立てたら、まだ国建へ決定するのは

早い。清水建設とか他の業者も入れて入札さ

せたいとのことであった。その以後、国建と

の連絡は途絶えていると。

それからユニマット、平成15年12月３日、

町長、担当課、直接ユニマットの本社に出向

いて、高橋洋二オーナーへのゴルフ場建設の

依頼をしてきたと。その後、平成16年１月30

日、ユニマット高橋洋二オーナーが来島し、

ゴルフ場建設を進めたいとのことであった

と。ゴルフ場を建設する場合、開発許認可、

地主交渉及び地主との契約を町が行い、その

土地をユニマットが町と契約して借り入れる

方法で造成工事から建設まで全てユニマット

が資金を出し、管理運営をする。但し、ゴル

フ場だけでは運営できないので、奥武島への

ホテル200室及びオーハ島へのコンドミニア

ムペンション20棟を建設したいとのことであ

った。その為の用地確保として10万坪確保し

ていただきたいというような、これまでこう

いった話し合いがあったと。

そういった情報も全く伝わってこなかった

わけでありますが、水面下では相当動いてい

るような感じもしました。これが平成16年の

３月の段階です。その後この３社とはどのよ

うな話し合いが進められてきたのか。

そしてまた、町長として、今の３社の話し

合いがあったということを聞いていると思い
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ますが、今後この３社との関わりをどうして

いくのかについてお伺いします。

それから、プロジェクトチームを設置して

進めて検討している段階だと。このプロジェ

クトチームはいつ頃設置したか。これまで進

めてきた、今の話し合いとか、それからゴル

フ場建設の懇談会とか、町の担当課、それか

ら久米島の有志の方々を交えてこういった話

し合いがなされています。その関わりはどう

なっているのかについてお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず、１つだけ私が答えられる部分を答え

たいと思います。これまでの３社との関わり

ですけれども、これにつきましては白紙から

スタートです。なぜかといいますと、図面を

作成した時点で、その真我里・銭田地区の法

の規制、涵養林、保安林、補助事業、そうい

う部分の絡みの部分を一切無くしての地図で

すので、これではとても出来ないということ

でゼロからスタートしております。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。清水建設の分に関しては、

正式依頼だったのかどうなのか分からないん

ですけれども、概略図面は出来ています。そ

れに対して委託費は発生していません。国建

に関しても同じように、正式なかたちではな

くて可能性調査という、企業努力でやったと

思います。現在、概略的な図面が出来上がっ

ているのは清水の分だけです。国建に関して

は出ていません。ユニマットに関しては、私

の方で詳しいことは分かりませんので、建設

課長の方でお答えさせてもらいます。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

当時、平成15年にまちづくり推進課にいま

して、その中で儀間川総合開発の要請に国交

省に行った時に、そういう話がありまして、

町長も一緒にユニマットの本社へ行ってくれ

という話がありまして行きました。そして、

その時にゴルフ場の話を、ユニマットがこち

らでやりたいというお話でありまして、その

時は要請というより話を聞く程度になってい

たんです。その後、高橋社長がお見えになっ

て、いろいろ条件を付けてきたわけです。先

ほど仲村議員がいろいろなお話をされていた

ように、ゴルフ場だけでは、とてもじゃない

けど赤字経営だろうと。宿泊と一緒にしたい、

コンドミニアムとかハテの浜の開発とかあっ

たんです。特に奥武島が魅力的だから、奥武

島で50haの土地を確保してくれと。それにつ

いては奥武島は殆どは保安林なんです。しか

もほ場整備されていて用地は10haぐらいです

かね、そういう関係で、それについては用地

の確保はできませんということになって、現

場としては当時、真我里・銭田はどうかとい

うことで、一応現場は見ております。その後

については、私も新年度になって建設課へ代

わりましたので、その後どうなったか分かり

ませんが、一応状況としては、その後おそら

く向こうから連絡がない状況だと思っており

ます。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

ただいまの質問の中の、久米島出身の有志
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の皆さんとの懇談会もありましたが、これに

ついても２回か３回ぐらい会議をもったんで

すけれども、それ以後立ち切れになっており

ます。

それと、リーディングプロジェクトチーム

については８月11日に決裁をもらいまして立

ち上げをして、３回ほどの会合をもっており

ます。先ほどもありましたように、いろいろ

な法的規制がありますので、状況を把握しな

がら進めていこうということで、各担当部署

が担当している法的規制について、今調査中

であります。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

町長の答弁では、３社との関わりはゼロか

らのスタートでやっていくと。そしてプロジ

ェクトチームを設置して進めているのは、こ

れは真我里・銭田地区の場所として進めてい

くわけですか。

それから、先ほど質問したんですけれど、

まだ答弁されていないんですけれども、その

後の真我里地区への説明はなされているのか

どうか。15年に説明してあとのちゃんとした

３年経っていますので、ちゃんとした説明は

すべきだと思うんですけれどもなされている

かどうか。

それから、前町長は町の関わりについて、

このように同僚議員の質問に対してこのよう

に述べています。「厳しい財政の中でどれぐ

らい町が関われるのか。今の財政状況だった

ら町は出資するのも、どんなに頑張っても４、

５千万円程度が限度ではないかなと思ってい

ます。場合によっては１千万円以内かもしれ

ないし、場合によってはゼロで、民間に頼ん

で、民間につくらせて、側面から支援すると

いう方法もあり得るわけですから、今後ゴル

フ場は断念しませんけれども、建設に向けて

どういう方法があるか、今後精力的に取り組

んでいきたいと思っています」という町の関

わり方を述べております。

平良町長は、今後の町としてどのように関

わっていくのか、町長の考え方も聞かせてい

ただいて、質問を終わらせていただきたいと

思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

１点目の場所の問題ですが、これは真我里

地区とトクジム、２つに絞って、２つのいろ

いろな問題点を洗い出している最中でござい

ます。真我里地区への説明については、今の

ところやっておりません。具体的に町の方針

が決まった後にやろうと思っております。

そして、ゴルフ場に対しての方針ですけれ

ども、先ほどおっしゃいましたとおり、財政

が非常に厳しいと。町は人力と町有地を駆使

して、お金を一切つかわない方法でやるとい

うふうにお答えしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

これで４番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ２時26分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時28分）

次に、15番仲原健議員。

（仲原健議員登壇）

○ 15番 仲原健議員

15番仲原でございます。国民年金保険料の
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不正免除について質問したいと思います。全

国的に問題となっている国民年金保険料の不

正免除について、当久米島町の実態はどのよ

うになっているか、次の３点についてお伺い

したい。

１、何名の免除者がいるか。

２、免除の基準はどのようにして定めてい

るか。

３、国民年金保険料の徴収率及び徴収不能

額はいくらになっているか。

（仲原健議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

15番仲原議員の質問に対してお答えしま

す。免除認定国民年金保険料の徴収は浦添社

会事務所の管轄下にありますので、不正免除

者の数、徴収率及び徴収不能額については浦

添社会事務所へ文書でもって依頼していると

ころでございます。

２番目の、免除基準につきましては、前年

所得が一定以下の人、失業者、風水害、震災

等により保険納付が困難な人。障害者又は寡

婦であり前年所得が125万円以下の人。生活

保護法による生活扶助を受けている人などと

なっております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

久米島町は浦添社会保険事務所の管轄とい

うことは承知しております。社会保険事務所

へ、細かい数とか、依頼しているのであれば

その回答はあると思いますが。

免除の基準は前年度の所得となっているん

ですが、生活保護法とか生活扶助とかという

ことですが、収入が125万円なのか、そこも

はっきりさせて下さい。

国民年金の徴収額、年月は、２カ年を過ぎ

たら徴収不能になりますよね。２カ年以上に

なった保険料はもう時効になって徴収するこ

とができないことになっています。そこらへ

んの額を分からないわけでしょうか。それを

浦添保険事務所に問い合わせするわけです

か。久米島町の国民年金関係を担当している

健康づくり課としましては、こういう答弁で

は、我々住民に対して不親切ではないかと思

いますが、もうちょっと具体的に答えてほし

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

ただいまの件ですが、先ほど町長の答弁に

ありましたように、一般質問の通告書を受け

たあと、９月５日付けで社会保険事務所へ文

書でもって依頼しております。まだ回答はき

ておりません。もし回答がきた場合には、資

料を提供したいと思っております。

それから、資料の件ですが、所得が125万

円です。細かい件については、くめじま広報

の７月号に掲載しております。国民年金につ

いては、窓口で説明したり、こういう対応を

しております。

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

しゃきっとこないですけど。これについて

はいろいろ新聞などで報道され、一番トップ

の社会保険庁からのお達しで、必達納付率、
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まず徴収率ですね、それを上げるために所得

の少ない人とか、各保険事務所に通達して、

そして保険事務所あたりは責任逃れとか、い

ろんなのがあるんですね。それで、社会保険

庁は納付率を上げるために、各都道府県の社

会保険事務所に通達して、各社会保険事務所

は本人の意思も確認せずに、その人数を決め

てやってるんですが、沖縄県は不正件数が多

い順では全国で２位なんです。１位が大阪、

埼玉、静岡、京都、そういうところで、２位

が沖縄県。そして沖縄の社会保険事務所はそ

ういった今までの件について話すことはない

とか、社会保険事務所は逃げていますね。そ

ういうことで、これは７月の28日に社会保険

庁長官の村瀬清司長官は、1,750人の関係職

員を処分しているんです。本庁職員も８人処

分しています。停職６名、減給81名、戒告82

名、残りは訓告ですけどね、こういった社会

保険庁トップから始まって、県の各事務所、

沖縄では５つの事務所がありますね。そうい

った沖縄県の全ての市町村、そういったのは

たぶんいろいろ問題が出てくると思うんです

が、処分の問題とかですね、今さっき課長が

答弁した内容、そして答弁書には「文書でも

って依頼しているところでございます」とな

っていますので、これ文書でもって、僕が質

問していることについて回答きますよね、何

名か。そして、２年以上の徴収不納とか、そ

こらへんも含めてもう一度お願いします。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

ただいまの件ですが、申請免除は浦添保険

事務所の管轄で、認定しております。久米島

町では窓口で申請を受付して、浦添社会保険

事務所へ送付しております。不正免除の件数、

それから徴収関係もここでは全く把握はでき

ないです。浦添社会保険事務所が不正免除を

やったのは、電話で本人の了解を得て、印鑑

をもらってないということがあるようです。

しかし、定期的に久米島町に来て徴収関係、

申請免除も訪問してやってはおります。そう

いうことで文書で回答がきた時には提供した

いということでございます。

○ 議長 仲地宗市

これで15番仲原健議員の一般質問を終わり

ます。

以上で一般質問は終了しました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ２時41分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時44分）

本日はこれで散会します。

お疲れ様でした。

（午後 ２時45分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、予めお手元に配布した

とおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、３番宮里洋一議員、４番

仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 平成18年度久米島町一般会計補

正予算（第３号）について

○ 議長 仲地宗市

日程第２、議案第39号、平成18年度久米島

町一般会計補正予算第３号を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

皆さん、おはようございます。それでは、

議案第39号平成18年度久米島町一般会計補正

予算（第３号）の概要についてご説明を申し

上げます。

平成18年度久米島町一般会計補正予算（第

３号）は、歳入歳出とも1億3千628万4千円を

追加し、71億4千980万6千円と定める。

歳入につきましては、主に普通交付税の確

定に伴い1億1千985万9千円、奥武島１号線整

備事業補助金5千600万円の増となっておりま

す。

歳出につきましては、年度途中の人事異動

に伴い、人件費組み替えや職員減による減額

補正、各必要経費の予算組み替えや学校関係

の需用費528万円、備品購入費802万4千円が

一般財源歳出の内容となっております。

投資的経費では、奥武島１号線整備事業７

千万円増で、繰出金につきましては国民健康

保険の法改正に伴い特別会計への繰出金2千6

2万7千円となっています。

以上が平成18年度久米島町一般会計補正予

算（第３号）の主な概要となっております。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願い致します。

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

歳入の町税と交付税についてご質問したい

と思います。

町税の固定資産税で、家屋と償却資産の方

が減ということで、土地の方は評価額多分こ

れは阿理地区の土地の売却等によっての増と

思いますが今回、この家屋の減になったこと

について、こんな大きな金額が減になるとい

うことは考えられないんですけど、一般住宅

の家屋の評価が減ってのことなのか、大きな

会社の家屋が取り崩しになっての減なのか、

そのことについてご説明お願いします。

それと、地方交付税について、補正前の額

が28億8千100万円、今回補正で1億1千985万9

千円で、補正後の額で30億85万9千円となっ

ています。７月26日のタイムスの新聞では、

県内の市町村の地方交付税が発表されまして

交付額が発表されまして、それによると久米

島町は28億4千25万2千円ということで発表さ
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れておりますが、その後どういったことでこ

の額が、どうなったのか、そのへんをご説明

お願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

ただいまの内間議員の質問ですけど、固定

資産税の補正なんですけど、家屋の分につい

ては、大きな面として、沖振法、過疎法、生

活保護減免による減免額の部分で1千330万円

余りの減が生じています。それが大きな減の

要因になっています。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今回、地方交付税が決定されまして、その

増の理由としましては、制度改正による段階

的補正の係数の変更、それから単位費用の増

等と、それから交付税に参入される公債費が

増額になったということで、議惇財政需需要

額が増額になっています。

基準財政収入額においては、法人税割り等

の税収が減額になったということ等でその差

額が交付税の増ということになっておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

同じ町税ですけど、法人税ですね、減額に

なっていますけど、昨年の単年度の課税額よ

り減っているんですが、減った理由をご説明

お願い致します。

○ 議長 仲地宗市

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

法人税については、当初予算の計上が16年

実績で計上しておりました。その95％で計上

して当初予算を組んでおります。

今回、補正の部分が直近の調定額が年度に

出まして、その直近の調定額が、こういう社

会情勢などで建設業を閉じたりしている部分

もありまして、調定額がだいぶ落ちておりま

す。直近の調定額で試算しまして減になって

おります。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

去年の実績ですね、単年度の課税額よりは

今年の課税額は落ちているということです

ね。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

23ページの商工費の１項７目バーデハウス

の関連施設整備事業で660万円計上されてお

りますが、その購入用地について説明をお願

いします。

それと、次に27ページ教育費の１項２目事

務局費で委託料が340万円、説明では学校建

築物耐震改修等の委託料とあるんですが、こ

れは各町内の小中学校の耐震の委託料なの

か。それに伴う工事費も出てくるかと思うん

ですが、ここでは計上されてないんですけれ

ども、そこの説明。

あと１点は、先程、助役の説明で、国民健

康保険の拠出金、それについて法改正による

という説明があったんですが、どういった法

改正になったのか、そのへんの説明をお願い

します。

○ 議長 仲地宗市
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盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。バーデハウス関連施設整備

事業の用地購入の件ですが、この場所は、現

在バーデハウスの駐車場の位置で、以前、購

入しようとしたんですが、その土地が二重名

義になっていて、その時点での購入はできま

せんでした。、今年に入って一人の名義に統

一されたので、購入する条件ができたので、

今回購入するということにしました。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

27ページの10款１項２目の事務局の中の13

節委託料340万円についてでございますけど、

これは旧耐震設計で、久米島管内の小中学校

の校舎が確か20棟余り今ございます。それに

伴いまして、国、県から、文科省の方からも

旧耐震設計で建築された校舎につきましては

早めに構造検査をやってもらいたいというこ

とで、今回、この旧耐震で設計された校舎、

建物等の基準を調査することになっていま

す。これはコンサルに委託しまして、旧耐震

設計で、どの程度の強度があるのか、それを

調べて、強度がそぐわないものについては校

舎の建て替えとか改修とかに入っていきま

す。とりあえずこの旧耐震設計で設計された

建物の調査費でございます。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

繰出金の件ですが、高額医療費拠出金と退

職者高額療療費の繰り出しとなっておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

歳出の13ページお願いします。13ページの

４目の企画財政費の中で、９節の旅費の⑥の

県外旅費「夢フェスタ」となってますが、こ

の目的、そしてこの参加人数、どういうメン

バーか、メンバー構成についてお聞きします。

それから、14ページの13節の委託料、離島

地域資源活用産業育成事業、これは商工費で

減になって、企画財政費に増になっているこ

とについての説明をお伺いします。

それから29ページの学校建設費の中の使用

料及び賃借料について、プレハブのリース料、

このリース料については、学校建築による仮

教室のプレハブのリース料なのか。と申しま

すのは、当初予算で2千500万円のリース料で

ありましたが、補正の第２号６月議会におい

ても600万円の増額補正されています。今回、

120万円のこの補正についても、仮教室に伴

うものであるのかについてお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

13ページの旅費の「夢フェスタ」の件です

が、これは全国合併市町村「夢フェスタ2006」

というイベントが、東京の方で開催されるこ

とになっています。それで沖縄県から合併し

た市町村が参加してほしいということの要請

がありまして参加することになっておりま

す。

内容は、全国市町村合併市町村をアピール

するコーナーができます。場所は、東京の日

比谷公園であります。13日から15日までの３

日間であります。

内容は、市町村のピーアールコーナーで特
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産品とか郷土料理の試食とかいろいろ、それ

から町の観光資源、そういうものを紹介する

コーナーが設けられます。

それと、あと一つは、地域の芸能を発表す

るコーナーがあります。これには若獅子太鼓

のメンバー15名参加することになっておりま

す。

芸能の関係については、経費の３分の２の

補助があります。それで、そういう諸々の経

費を県外旅費ということで計上してありま

す。

それから14ページの離島地域資源活性化活

用産業育成事業ですが、17年度まで商工観光

課で担当していて、担当部署が変わったとい

うことで、財源の組み替えということになっ

ています。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

学校建設費の14節使用料120万円のプレハ

ブリース料についてでございますけど、前回

のリースは教室のリースに伴うリース料でご

ざいました。

今回は、給食室で下の方に別件でリースが

あります。その分と、そこへの乗り入れ口の

舗装がなされてなくて、給食センターからの

配膳の場合大変困るということで、乗り入れ

口と給食室のプレハブの追加のリースのかた

ちになっております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

プレハブのリースの契約期間、これは何時

までになっているのか、お伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

予定では、工期も加味しまして５月までと

いうことでやっております。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

前回も工期の件で申し上げたんですが、解

体がだいぶ遅れまして、その建築の着工が遅

れて工期も非常に心配されているところで、

リース料金にもまた重なってくると思います

ので、リース料金が５月までと、２カ月の猶

予がありますので、工期はできるだけ３月ま

でに終えてほしいなというのが保護者、そし

て学校関係者の考え方だと思いますが、２カ

月間の猶予があるということで理解しており

ます。

○ 議長 仲地宗市

１番山城宗太郎議員。

○ １番 山城宗太郎議員

19ページの衛生費の塵芥処理費で650万円

の備品購入費が出ていますが、それと20ペー

ジの畜産医療費、繁殖牛共済掛け金、この対

象牛は何頭か。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

19ページの備品購入費についてお答え致し

ます。塵芥車の購入を予定しております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答え致します。畜産の引き受けですね、

当初予定が3千937頭でしたが、514頭が当初

より増えまして約30％の増と、予定よりは30
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％増えております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

討論なしと認めます。

○ 議長 仲地宗市

これから議案第39号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第39号、平成

18年度久米島町一般会計補正予算（第３号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第３ 平成18年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算（第１号）

について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議案第40号、平成18年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

それでは、議案第40号の国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）の概要についてご説

明申し上げます。

平成18年度久米島町国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）は、歳入歳出にそれぞれ

1億408万2千円を追加し、歳入歳出の総額を

11億3千195万5千円と定めるものでございま

す。

概要につきましては、歳入からご説明致し

ます。予算書の２ページをお開きになって下

さい。

第４款、国庫支出金の１項国庫負担金の補

正前の額3億3千5万2千円に329万5千円を増額

し、計3億3千334万7千円と致します。これは

国民健康保険団体連合会が行う高額医療費共

同事業に要する費用の増加に伴い、国庫負担

金の高額医療費共同事業負担金329万5千円を

増額したことによるものでございます。

第６款の県支出金の１項県負担金の補正前

の額605万2千円に329万5千円を増額し、計93

4万7千円と致します。これは国民健康保険団

体連合会が行う高額医療費共同事業に要する

費用の増加に伴い、県負担金の高額医療費共

同事業負担金を329万5千円増額したことによ

るものであります。

また、２項県補助金の補正前の額3千801万

2千円に320万円を増額し、計4千121万2千円

と致します。これは平成18年度特別調整交付

金事業である保険税適正賦課及び収納率向上

特別対策事業の内定により、県補助金の都道

府県財政調整交付金を320万円増額したこと

によるものです。

次、第８款、共同事業交付金の１項共同事

業交付金の補正前の額4千185万3千円に7千36

6万5千円を増額し、計1億1千551万8千円と致

します。これは国民健康保険団体連合会が主

体となり行う高額医療費共同事業及び保険財

政共同安定化事業の費用算出根拠資料に基づ

き、事業費の増減が生じたことに伴い、共同

事業交付金の高額医療費共同事業交付金1千4

98万3千円減額し、保険財政共同安定化事業

交付金を8千864万8千円増額したことによる
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ものであります。

次、第９款、繰入金の１項他会計繰入金の

補正前の額1億円に2千62万7千円を増額し、

計1億2千62万7千円と致します。これは一般

療養費等をはじめとする医療費の増加に伴う

予算確保のために他会計繰入金のその他一般

会計繰入金を2億62万7千円増額したことによ

るものです。歳入については以上です。

続きまして、歳出についてご説明致します。

予算書の３ページをご覧になって下さい。第

１款の総務費の第１項総務費、総務管理費の

補正前の額2千207万3千円から2万8千円を減

額し、計2千204万5千円と致します。これは

機構再編による職員異動により、給料、職員

手当、共済費に増減額が生じたことによるも

のです。

また、２項徴税費の補正前の額306万9千円

に31万9千円を増額し、計338万8千円と致し

ます。これは平成18年度特別調整交付金事業

である保険税適正賦課及び収納率向上特別対

策事業の内定により需用費及び備品購入費を

それぞれ増額したことによるものです。

２款の保険給付費の２項高額医療費の補正

前の額6千761万4千円に704万円を増額し、計

7千465万4千円と致します。これは４月から

７月までの退職被保険者等、高額療養費が予

想以上に支出されており、今後も同様に支出

が見込まれることによるものでございます。

次に、第５款の共同事業拠出金の１項、共

同事業拠出金の補正前の額2千429万9千円に9

千に9千675万1千円を増額し、計1億2千105万

円と致します。これは国民健康保険団体連合

会が主体となり行う高額医療費共同事業及び

保険財政共同安定事業の費用算出根拠資料に

基づき、事業費の増減が生じたことに伴い、

共同事業拠出金の高額医療費拠出金を1千318

万1千円増額し、保険財政共同安定化事業拠

出金を8千357万円増額したことによるもので

す。

以上が、平成18年度久米島町国民健康保険

特別会計補正予算第１号の概要でございま

す。ご審議よろしくお願い致します。

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回のこの補正予算は、保険財政共同安定

化事業の新しく実施されるための国、県の財

政を緩和するための性質の補正でありますけ

ど、この交付金ですね、これは一括に交付さ

れるのか、それともその実績に基づいて市町

村に交付されるのか。それによって市町村の

財政が非常に、国保の財政が緩和されるので

はないかと思いますが、その交付の方法はど

ういうかたちでなされるのか、ご説明いただ

きたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

今回の保険財政共同安定事業拠出金、これ

は10月１日から実施されますが、これは連合

会が中心になって行う事業となっております

が、今の現段階では連合会の方で概算をして

交付決定をしています。あとは実績に基づき

まして、また交付金が増えたり減ったりする

可能性は十分あります。あとは実績で、また

交付金が決定されてくると思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。
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これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

討論なしと認めます。

○ 議長 仲地宗市

これから議案第40号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第40号、平成

18年度久米島町国民健康保険会計特別会計補

正予算（第１号）については、原案のとおり

可決されました。

日程第４ 久米島町国民健康保険条例の一

部を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第４、議案第41号、久米島町国民健康

保険条例の一部を改正する条例についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

それでは、議案第41号、久米島町国民健康

保険条例の一部を改正する条例について、上

記議案を提出します。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例、久米島町国民健康保険条例（平成14

年久米島町条例）第81号の一部を次のように

改正する。

第５条第１項中「30万円」を「35万円」に

改める。

附則、施行期日１、この条例は平成18年10

月１日から施行する。

提案理由

健康保険法等の一部を改正する法律の施行

に伴う現金給付の見直しに基づき、本条例を

改正する必要があるので、議会の議決を求め

ます。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、新旧対照表を別紙で添付しておりま

すので、ご参照下さい。ご審議よろしくお願

い致します。

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

先程の議案の一般会計からの繰り入れがあ

りました。それとこの条例と関係があるかど

うか、それをお聞きしたいんですが。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

助産費については、９月７日現在で９件と

なっておりますので、現予算で十分あるもの

と判断して、補正はあげておりません。状況

を見ながら、12月か２月補正で対応していき

たいと思っています。

○ ６番 上里総功議員

関係ないということですか。

○ 健康づくり課長 神里勇

はい、関係はございません。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。
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○ 11番 内間久栄議員

今回の改正は、出産育児一時金の改正によ

るものでありますけど、この条文では、「被

保険者が出産した時は、当該被保険者に属す

る世帯の世帯主に対し出産育児一時金として

35万円支給する」ということの改正でござい

ます。双子ができた場合はどうなるのか。条

例を見たらそのへんの記載が見あたらなかっ

たんですけど、そのことについての説明をお

願い致します。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

一人35万円で二人の場合は二人分を支給さ

れるものと思っていますが、あとで確認した

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

この出産金の支払い方法ですが、今までは

保険者が一時払い込みで自治体に申請して払

い込みをやられていましたけど、これは直接

病院に支払いということはできないのか。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

申請して口座振込をしていますが、直接支

払うのは、現在実施しておりません。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論はありませんか。

討論なしと認めます。

これから議案第41号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第41号、久米

島町国民健康保険条例の一部を改正する条例

については原案のとおり可決されました。

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午前10時45分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は、予めお手元に配付した

とおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、７番崎村稔議員、８番幸

地良雄議員を指名します。

日程第２ 平成17年度久米島町一般会計

歳入歳出決算認定について

○ 議長 仲地宗市

日程第２、認定第１号、平成17年度久米島

町一般会計歳入歳出決算認定についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。それでは、認定第１

号、平成17年度久米島町一般会計歳入歳出決

算認定について。

平成17年度久米島町一般会計歳入歳出決算

について、地方自治法第233条第３項の規定

により議会の認定を求める。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

それでは、概要についてご説明申し上げま

す。資料の２ページをお願いしたいと思いま

す。

平成17年度久米島町一般会計決算は、歳入

におきまして、70億2千250万6千円で、対前

年度マイナス2千916万9千円、マイナス0.4％

の減。

４ページをお開きください。歳出では69億

7千898万4千円で、対前年度マイナス5千959

万5千円、マイナス0.8％と、歳入歳出とも減

額となっております。

歳入歳出差引額、4千352万2千円で、うち1

千395万6千円が繰越明許費となり、実質収支

額は2千956万6千円となります。

歳入から順に主な概要を申し上げます。地

方税では、6億174万7千円で、前年度よりマ

イナス1千424万円の減で、法人税がマイナス

1千102万8千円、固定資産税マイナス336万円

の減額となっております。

普通交付税は、27億5千305万9千円で、1千

848万3千円の増で、基準財政需要額の算定基

礎となる基礎数値に乗ずる単費用等が伸びた

ことで増となっております。

特別交付税は、3億1千154万4千円で、マイ

ナス6千262万5千円の減で、合併による特別

財政需要額の歳入が、合併後３カ年のため、

平成17年度からなくなったことと、全国的に

災害が多く、特別交付税は被災地域に重点的

に配分されるため減額となっております。

国庫支出金では、16億7千118万9千円で、3

億9千109万3千円の増で、美崎小学校特別教

室建築事業3千768万8千円、年度途中にて廃

棄物最終処分場の処分場及び農林施設災害復

旧事業8千726万8千円や、16年度からの繰越

事業3億5千166万9千円の増額事業があったた

めであります。
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町有地売払収入、1億5千943万3千円では、

儀間ダム、県道拡張による2千999万4千円の

増額となっています。

町債は8億3千10万円で、マイナス2億1千88

0万円の減となり、主に仲里野球場拡張工事

の完了に伴う減、久米島町総合公園野球場工

事等の事業費の減額となっております。

歳出におきましては、性質別にみますと、

人件費18億5千505万1千円で、1千66万7千円

の増で、平成16年度に行った議員、職員の給

与カットをしたための増であります。

普通建設事業費では、17億6千761万1千円

で、マイナス1億7千53万3千円が最も大きく、

補助事業に対しては1億4千221万円の増額で

あるが、単独事業に対し、平成16年度事業の

仲里野球場拡張工事、バーデハウス久米島整

備事業、その他事業のマイナス3億1千274万4

千円であります。また、物件費では9億2千33

7万7千円で、マイナス5千157万円、補助費は

4億5千507万4千円で、マイナス1千980万2千

円の減で、平成16年度当初予算の約20％減に

シーリングを設定し、削減策を講じたことに

よるものであります。

繰出金は5億673万3千円で、4千435万8千円

の増で、国民健康保険及び老人保健の医療費

の増額であります。

公債費につきましては10億1千630万3千円

で、2千58万6千円の増となっており、合併前

の公債費は平成21年度にピークがくると考え

られ、今後３、４年間は約16億円台の償還が

見込まれます。今後におきましては、事業費

の投資効果、緊急性を精査し、事業費に着手

しなければ、本町の財政状況はより一層厳し

さを増すことが懸念されております。

以上が平成17年度久米島町一般会計決算概

要であります。決算附属資料を参考にご審議

をよろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

決算審査特別委員会において、細部にわたっ

て質疑ができますので、この場においては、

大綱的な質疑に努めていただくようご協力い

たします。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今の説明で、この３、４年16億円ぐらいの

償還があるという説明だったんですが、確か

去年一般質問したときは、21年に14億7千万

円で、つまりピークに達して、それからだん

だんと少なくなるということも聞いたんです

が、その理由はどういうことなのか説明お願

いします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

ただいま助役の説明のとおり、21年にピー

クがきて、ここ３、４年で10億台を推移しま

すということの説明でありました。ですから、

以前の一般質問においても同じ説明でありま

す。要するに、これまでのいろんな事業の償

還が平成21年にピークがきますよと。トータ

ルでは約14億円いきますけれども、一般会計

においては10億円台でいきますということで

あります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員
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今の説明でも、聞いていて非常に他人事の

ように聞こえてくる。それだけ起債を発効し

ながら事業をやってきて、本当に将来的に久

米島はどうなるかと。皆さん方、検討してき

たのか。それを今問われているわけです。あ

と２、３年の間には、、久米島の財政状況。

この責任追及は今後どのようにやっていくの

か。考えがあったら教えてもらいたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。もちろん

執行部全体として非常に危機感を感じて行政

を取り組んでいるところであります。過去の

いろんな事業を展開したわけなんですが、こ

れからは継続してシーリングを、団体補助金

等についてもしっかりしたいろんな精査をし

ながら補助金を決定していくとか、とにかく

無駄を省いて、これからは本当に効果のある

ような執行のしかたというようなことを考え

ております。

そして、責任等については、これまでいろ

んなかたちで議会の承認を得ながら予算の審

議についても行われてきております。そして、

今回については、またこの決算においても皆

さんからのご意見を拝聴しながら、今後の方

向性を検討していきたいと考えております。

責任追及については、ここでどうするという

ことは答弁を控えさせていただきたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

確かに議会も承認したからということを言

っているんですが、議会の場では議論上では、

将来的にどうなるかというのを追求している

んです。それに対して皆さん方は「大丈夫で

す」ということしか返ってきていない。議会

としては確かに承認をした。だけど将来的に

見て絶対大丈夫ですとみなさん方答弁してい

る。そこのところがうやむやになる可能性が

ある。そこを言っておきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

１点だけお尋ねしたいと思います。基金に

ついてなんですが、この決算書の一番最後の

ページに、基金の残高と決算報告の基金の残

高については一致しておりますけど、月例監

査の結果による基金残高を見ますと、６月27

日の決算報告を見ますと、庁舎建設基金がゼ

ロになっていますね。６月もゼロで７月もゼ

ロと報告されています。これは久米島町庁舎

等新改築基金条例、これは目的の基金の積立

てだと思うんですけど、この報告書をみると

矛盾する点があるんですが、そのことについ

て説明をお願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時16分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時17分）

伊良皆真秀出納室長。

○ 出納室長 伊良皆真秀

ただいまの件について、これまでの例月検

査でずっと入ってきているんですが、６、７

については少子化対策の分と、庁舎建設の分

の、この２段の記入するときのミスでそうな

っています。決算審査委員会の時にまた詳し
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いことは説明したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

ただいまの説明で計上ミスだということで

理解できますけれど、これを監査する場合、

決算監査の場合は非常に大切だと思うんです

が、そういった基金の残高については各積立

てした金融機関の残高証明を付けて監査を受

けているのか、ご説明いただけますか。

○ 議長 仲地宗市

伊良皆真秀出納室長。

○ 出納室長 伊良皆真秀

お答えします。例月検査の検査のときには、

金融機関等の残高証明を添付して受けており

ます。

○ 議長 仲地宗市

他にありませんか。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

２点ほどお願いします。ずっと今まで疑問

に思っているんですが、数多くの基金がある

んですが、基金の条例の中で具体的にその基

金を運用するに際して、運用基準が明確にあ

るのかどうか。基金だったら、この基金はこ

うなんですという運用規定というものを策定

すべきじゃないのかなという気もするんで

す。どういう判断で、どういう手順で、その

基金を運用していくのか、明確な基準があれ

ば教えて下さい。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

基金条例があります。それに基づいて運用

したり、また一時運用とかやるようになるん

ですけれども、厳密にいいますと、今の状況

では条例に抵触するような部分も中には確か

にあると思います。そのへんは極力条例に基

づく方法で運用をしないといけないんです

が、非常に今の財政状況の中で、どうしても

そうせざるを得ないような状況もあります。

当初予算においては条例に抵触するようなか

たちになっても、決算においてはそれを再度

戻していくというかたちで、元ある基金につ

いては、その額を確保していきたいと考えて

おります。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

いろんな条例があります。その条例の中で

記されていない細かい部分については規定と

か規則の中で定めますということで、首長の

権限で細かい部分は規定するようになってい

るんですね、条例は全部。であれば、基金条

例もその条例に基づいて運用しているのは確

かです。しかし、その細かい運用規定につい

ては、基金条例もその運用の原則を定める一

定の物差しを決める。議会も含めてみんなが

パッと分かるような、そういう規定を定めて

厳格な、効率的な基金の運用を考えないと、

今の厳しい財政事情の中で、どういうかたち

でやっていくのかという部分をシビアにやっ

ておかないと、今後の中長期的な財政計画と

いうのは心許ないなという気もするんです

ね。そこらへんは運用規定の部分で明確に出

来ないものか。そこらへんもう一回お願いし

ます。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄
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本当は細かくやった方がお互い理解しあえ

る部分があるんですが、条例の中で時々の状

況に応じて幅広くできるようなことも財政運

営上必要な部分がありますので、出来るだけ

条例に沿うようなかたちでやっていきたいと

考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

最後に、基本的な考え方の部分で、どうい

う考えをもっているのか答弁してほしいんで

すが、いろんなかたちで財政が厳しいという

ことで経費の削減とか、行財政改革という話

で、いろんなところにメスを入れているんで

すが、人口も減少していく、高齢化の率も高

くなっていく、仕事がないということで若者

が島を離れていく。そういうかたちの中で、

疑問に思うのは、収入をどう増やしていくの

かという部分がほとんど見えないんです。例

えば、一般財源としての歳入をどう増やして

いくのかという議論があってもいいのかなと

いう気がします。若者が出ていく部分にどう

歯止めをかけていくのかとか、人口をどう増

やしていくのか。それによって住民税、税金

をどう増やしていくのかという具体的なもの

が本来議論されてもいいかなという気もする

んです。いかにして入ってくるものを増やし

ていくのか。こういう議論がちょっと今欠け

ているのかなという気がしますが、この決算

の中でもどうなのかというのがあるので、最

後ですから、そこらへんを基本的に今後どう

するのか、考えがあればひとつお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに平田議員がおっしゃるとおり、役場

の財政は今まで厳しいという状況の中で、歳

出の削減ばっかりがいろいろ問われてきまし

た。確かにそれはあります。その中で、実際

に歳出の削減ではどうにもならないという部

分もありますので、今後、町としても町有地

の売却とか、あるいは法人税、あるいは個人

の税金の収入を増やすためにどうやらなけれ

ばいけないかという部分では、今後計画を立

ててやってみたいと思います。

極端な話を言いますと、例えば平地で町が

持っていてもしょうがない土地とか、そうい

う貸地している部分を売却するとか、あるい

は著名な人を久米島に住民票を移す条件で住

んでもらうとか、それで、税収をアップする

とか、具体的にはそういう部分になろうかと

思いますけれども、そこらへんも我々町でも

事後計画を立てて、いろいろなものにチャレ

ンジしてみたいとは思っております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

これで質疑を終わります。

お諮りします。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する決算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。



- 70 -

日程第３ 平成17年度久米島町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

○ 議長 仲地宗市

日程第３、認定第２号、平成17年度久米島

町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

認定第２号、平成17年度久米島町国民健康

保険特別会計歳入歳出決算認定について。

平成17年度久米島町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算について、地方自治法第233条

第３項の規定により、議会の認定を求める。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

それでは、概要についてご説明申し上げま

す。

平成17年度久米島町国民健康保険特別会計

の決算は、歳入総額11億2千639万8千334円、

歳出総額11億2千243万3千887円となってお

り、実質収支は396万4千447円の黒字となっ

ております。

歳入の主な概要を申し上げますと、国民健

康保険税が2億1千277万9千443円、構成比で1

8.9％。

国庫支出金が5億6千704万9千730円、構成

比で50.3％。

繰入金が1億9千455万2千円。構成比率で17.

3％となっております。

なお、保険税の徴収率は現年度分が82.22

％、過年度分が16.41％となっております。

一方、歳出の主な概要は、保険給付費が7

億114万893円、構成比で62.5％。

老人保健拠出金が2億7千675万1千382円、

構成比が24.7％。

介護納付金が8千453万3千5円、構成比で7.

5％となっております。

以上が平成17年度久米島町国民健康保険特

別会計決算の主な概要でございます。ご審議

よろしくお願いいたします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

決算審査特別委員会において、細部にわたっ

て質疑ができますので、この場においては、

大綱的な質疑にとどめていただくようお願い

いたします。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

１点だけお願いします。先ほど提案理由の

説明の中で徴収率の関係がありました。現年

度分82.2％と。17年度、機構改革で収納課を

設置して、徴収の部分を収納課で全部やって

いたということがあります。それは作業説明

の部分の収納率との関係で、他の収納関係も

含めてそうなんですが、この収納課を設置し

てやった部分が結果としてどうだったのか。

そこらへんどういう評価をしているのか、皆

さんの考え方を教えてください。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

ただいまの件ですが、町民税、健康保険税、

毎年徴収率が悪いので、町としては強化のた
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めに収納課を立ち上げましたが、連携がうま

くとれないということで、本年度４月１日付

けで担当課に移管してあります。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

連携がとれないので、それを元に戻したと

いうんですが、結果として収納課の設置その

ものがちょっと馴染まなかったというかたち

で、また元に戻したという理解をしているん

ですが、今、本当に試行錯誤で常にベストを

追求しながら、やってみて駄目だったら、ま

た元に戻せばいいという感じで、いろんなか

たちで挑戦するのも、試みてみるのも僕はい

いことだと思うんですね。仕事の流れとして、

これは駄目だというのであれば、思い切って

元に戻すとか、そういう柔軟性があってもい

いのかなという気がします。それをみんなで

試行錯誤しながら結果としてこうなんだとい

う部分を、職場の中で議論しながら、それを

元に戻していく。そういう中で、職員の意識

を改革していく。結果としてそういうところ

までつながるような進め方、こういうものを

やってほしいなという気がします。それが庁

舎内での対話、引いてはそれが発展していっ

て、住民と行政との対話、こういうものが生

まれてくる。対話行政につながっていくとい

うかたちで、そういうのを心がけてほしいな

という気がするんですけれども、最後にそこ

らへんどう考えるのか、もう一度お願いしま

す。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠

一男

17年度に収納課を設置する時点において、現

状のこれまでの徴収率ではいけないというこ

とで、抜本的なことをやってみようというこ

とでやりましたが、その時も本当にこれでう

まくいくのかということで、いろんな議論が

ございましたが、まずやってみて、うまくい

かなければ元に戻そうということで、まずは

やってみる必要があるんじゃないかという話

し合いの下で、スタートをきった経緯がござ

います。

それから、国保の特別会計、17年度決算の

中で徴収率がかなり低下していますが、その

低下の要因としては、保険税の改定がござい

ました。その保険料の改定もかなり影響して

いるのではないかと思っています。詳しい分

析につきましては、まだ充分やっていなくて、

組織の分が影響したのか、あるいは保険税の

改定の影響がどれぐらい影響しているのか。

そういったことはまだ充分に検討はできてお

りません。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

あと１点、これは介護保険の関係ですが、

広域連合がやっているので、ここで質問して

いいのか疑問なんですが、去年の10月から施

設等を利用するときの自己負担の１割負担の

部分の見直しがありましたね。それとの関連

でマスコミ等でみると、あちこちで負担額が

大きすぎて、施設を利用していた人が退所し

ていくというのがよく目に付く。17年度の１

年間で久米島はグループホームも出来て、い

ろんなかたちでサービスは向上したと思うん

ですが、その見直しによって久米島でも、退

所していく、そういう部分があったのかどう
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か。今後そこらへんはどう対処していくのか。

17年度１年間の実態の部分と、今後の見通し

的な部分もあれば、併せて答弁お願いします。

○ 議長 仲地宗市

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

ただいまの答弁にお答えいたします。介護

保険料の改定とか、次期福祉計画に関しては、

町の福祉計画の見直しがあります。その中で

こういった連携をとりながら平成19年度に計

画を煮詰めていく予定であります。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時16分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時17分）

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

ただいまの質疑にお答えいたします。施設

からの退所者に対しては、今のところ影響は

ないものと思っております。

○ 議長 仲地宗市

質疑ありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

ただいまの平田議員と関連すると思います

が、徴収率について、15年度が88.8％、16年

度が88.2％、17年度が82.4％、徴収率が急に

落ちていますね。これは去年、収納課を設置

しまして収納を国保も含めて一本化して徴収

率アップということで、収納課を設置して、

町税も含めて頑張ったわけですが、結果的に

はただいま申し上げた収納率になっているよ

うです。

国保は特に国の交付金制度がありまして、

90％以上徴収しなければペナルティーという

罰則規定みたいなのがあると思います。これ

によりますと１割ペナルティーだと思います

けれど、1千224万3千円ぐらいの得るべき交

付金が、徴収率が悪いために来年度の予算で

その金額が反故になるんじゃないかと心配さ

れますが、来年度の予算において、この分を

どう確保するか。これは税金徴収においてと

いうかたちで頑張っていくか、その計画があ

ればお答えお願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長

○ 健康づくり課長 神里勇

ただいまの件ですが、徴収率によってペナ

ルティーの枠があって、17年度の徴収率は18

年度の財政調整交付金から調整されます。金

額についてはまだはっきり決まっているかど

うか、決算委員会で答弁したいと思っており

ます。

これは我々も非常に今心配しておりまし

て、どうしてでも18年度は徴収率も90％に近

づけたいと。こういうことで徴収員も２人、

前からおりますが、その徴収については18年

度もしっかり頑張っていきたいと思っており

ます。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

徴収においては頑張りたいということでの

ご答弁ですけど、財政の厳しい中で、この金

額、総予算の調定額の10％のペナルティーと

いうのは大きな金額になりますので、ぜひ18

年度において、この過年度の滞納分も含めて、

ひとつ担当課は努力していただきたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市
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他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する決算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第４ 平成17年度久米島町老人保健特

別会計歳入歳出決算認定につい

て

○ 議長 仲地宗市

日程第４、認定第３号、平成17年度久米島

町老人保健特別会計歳入歳出決算認定につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

認定第３号、平成17年度久米島町老人保健

特別会計歳入歳出決算認定についてご説明し

ます。

平成17年度久米島町老人保健特別会計歳入

歳出決算については、地方自治法第233条第

３項の規定により、議会の認定を求める。

平成18年度９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

概要についてご説明申し上げます。

平成17年度久米島町老人保健特別会計は、

歳入総額11億1千326万4千883円で、歳出総額

11億4千614万9千129円で、歳入歳出の実質収

支額3千288万4千246円の歳入不足となってお

ります。このため、翌年度歳入繰上充用金で

歳入不足を補填しました。

歳入の主な決算概要を申し上げますと、支

払い基金交付金6億3千371万56円で、構成比5

7.02％。

国庫支出金3億681万3千411円で、構成比27.

6％。

県支出金7千784万2千2円で、構成比7.0％。

一般会計繰入金9千213万8千円で、構成比8.

3％。

繰越金181万8千円で、諸収入94万3千414円。

構成比0.08％となっております。

また、歳出では、医療費諸費11億4千614万

9千129円となっております。

以上が、平成17年度久米島町老人保健特別

会計の主な概要であります。ご審議よろしく

お願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

決算審査特別委員会において、細部に渡って

質疑ができますので、この場においては、大

綱的な質疑にとどめていただくようお願い致

します。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

平成17年度年平均の老人医療の対象人員は

1,549名ですか。この自費による年平均の医

療費が１人当たり78万1千177円ということで
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決算資料に出ております。医療においても16

年度は11億2千633万4千円、17年度が11億4千

614万9千円、比較増減した場合、1千981万5

千円が増になっております。そういう結果を

踏まえて、担当課はどういった原因で医療費

が伸びたか、対策をもっているのかどうか、

今後の対策をもっていれば、ご説明いただけ

ますか。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

ただいまの件ですが、医療費給付が1.7％

の増になっておりますが、医療費増の対策と

しては、住民健診、健康教室とかいろいろ実

施しておりますが、住民検診後のフォローが

一番大事かと思っております。そういうこと

で、予防対策が重要だと考えております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

医療費の対象人員が16年度よりだいぶ17年

度は数字的には減っておりますね。そういう

中での医療費の伸びはたいへん心配しており

ます。先ほども申し上げたんですが、市町村

財政はたいへん厳しいものがあって、そして

今、国保も税率の増によって町民は負担に大

変だという声が聞こえます。そういう中で、

この医療費の伸びはたいへん心配されますの

で、担当課はひとつ老人についての健康増進、

これはいろいろ教育とか老人福祉計画です

か、その中で教育として頑張っていらっしゃ

ると思いますが、今後も引き続き医療費の抑

制について努力していただきたいと思いま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する決算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時41分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時42分）

日程第５ 平成17年度久米島町水道事業会

計歳入歳出決算認定について

○ 議長 仲地宗市

日程第５、認定第４号、平成17年度久米島

町水道事業会計歳入歳出決算認定についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

認定第４号、平成17年度久米島町水道事業

会計決算書。

地方公益企業第30条第４項の規定により、

平成17年度久米島町水道事業会計決算を、別

紙監査員の意見をつけて、議会の認定を求め

ます。
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平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

平成17年度久米島町水道事業決算概要を説

明します。

平成17年度における久米島町水道事業は、

給水栓数は3千699栓。給水人口9,136人に対

して、生活用水の供給をしてまいりました。

営業状況に関しましては、水道事業収益は、

2億6千787万7千109円で、水道事業費用は2億

4千796万1千58円となっております。2千187

万3千819円の経常利益を計上し、うち、純利

益は1千991万6千51円であります。

前年度から繰越欠損金6千237万7千938円が

あるため、当年度利益を累積欠損金に充当し、

4千246万1千887円を当年度未処理欠損金とし

て次年度へ繰り越すことになります。

建設改良工事につきましては、平成17年度

においては、国庫補助事業は実施しておりま

せん。

以上であります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

決算審査特別委員会において、細部にわたっ

て質疑ができますので、この場においては、

大綱的な質疑にとどめていただくようお願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

１点だけお願いします。17年度の水の使用

料、１日当たりの配水量が54m3、16年度に比

較して減っていますね。年間にしてこの決算

附属資料を見れば15,000m3ぐらい減っていま

すけれど、これは干ばつとかで住民の節水の

意識が高まって、水を大事に使っているとい

う関連で、１日の配水量が減っているのか。

それとも、最近水をいろいろ瓶に詰めた家庭

での別のかたちで買って使っている部分があ

りますね。そこらへんの部分が増えたために、

町の水道の量が減っているのか。例えば阿嘉

で汲んできてやったりしていますね。そのへ

んの影響なのか、節水意識なのか、分析した

ことありますか。あったらどういう原因でこ

うなったのか。水道課としてどういう判断を

しているのか教えて下さい。

○ 議長 仲地宗市

又吉敏雄水道課長。

○ 水道課長 又吉敏雄

ただいまの質疑に対してお答えいたしま

す。平成16年度より給水量が15,000m3ほど少

なくなっております。今、健康水とか還元水

とかいろいろ出ております。そういうことで

の節減か、それとまた、去年は干ばつがあっ

てのことかということですが、実際水量とし

ては30,000までは増減が毎年ある見通しはし

ております。それで、還元水とか飲料水の販

売に対しての使用量が減ったかについては、

詳しく調査はまだしておりません。現時点で

は従来どおり推移しているという見通しをし

ております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

そこらへんもうちょっと詳しく分析してや

る必要があるのかなと思います。確かに自然

の水に頼っている現状からすれば、住民の節
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水意識、水を大事に使うという意識も大事で

すが、実際に使う水を町の水道以外でやる部

分、そのへんは当然水道の減収というかたち

になるので、もうちょっと分析して、今後の

対策を講じる必要はあると思うんですが、そ

のへん今後どうするのか、考え方があれば最

後にお願いします。

○ 議長 仲地宗市

又吉敏雄水道課長。

○ 水道課長 又吉敏雄

今の件に関してですが、町の水道は殺菌消

毒して流します。そういうことで若干塩素の

臭いがあります。この塩素の臭いは基準の中

で行われて、0.4～0.7の範囲内で行われてい

ます。そういうことで、0.7からオーバーす

れば塩素の臭いが普通の人でも感じるぐらい

になります。そして、敏感な方は0.5から塩

素の臭いをするという状態であります。それ

は各家庭でも塩素の臭いを取る機械とか個人

で入れているところもあります。それは水道

の管理に関しては家庭の手前で、その塩素が

出ればいいということになっております。後

については個人の自由で、強制ができない部

分があって、それで干ばつの時の節水につい

ても広報節水とか、飲み水については現時点

では強制でこれは飲むなということができな

いのが現状であります。

そういうことで、町の水道水については、

安全な水を供給するということでありますの

で、これからあとそういったのが、飲料水が

他のメーカーから出回ってきた場合、これに

ついては強制する能力がないですから、それ

については規制はできない状況になります。

そういうことで、水道についてはそういっ

た対策はまだ深く考えてはいないという状況

です。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

14ページを開けていただけますか。薬剤費、

前年度と比較すると2.9％で190万8千650円増

になっています。毎年、水を使う量は差がな

いんですが、その薬品を使って浄化するわけ

ですが、この金額の開きというのは、この17

年度はどうして額が増になったのか。水は人

間の体に影響するものですから心配されます

が、そのへんを説明していただけますか。

○ 議長 仲地宗市

又吉敏雄水道課長。

○ 水道課長 又吉敏雄

内間議員の質疑にお答えいたします。給水

量は16年より減っています。そして薬剤費に

ついては190万円ほど増になっております。

この要因については、水の浄水の仕方が、今

３カ所の浄水場があるんですが、全て違いま

す。山城浄水場については急速方式をとりま

して、ここは薬品で浄化いたします。そして

水の臭い等が以前ありましたので、活性炭、

炭の粉を入れて、その臭いを消して浄化して

供給しております。そして、具志川浄水場に

つきましては、急速濾過方式で、ここについ

ては今現在海砂を使っております。そういう

ことでペーハーの値が基準ぎりぎりがずっと

出ていた関係で、去年から希硫酸という薬を

使っております。これはペーハーを抑える薬

でありまして、その薬を入れたために190万

円の増となっております。ペーハーが上がっ

た場合は塩素の臭いしても滅菌の効果がない

という那覇の環境科学センターから指摘があ

ったものですから、昨年より希硫酸という薬
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を入れまして供給しております。そのための

この薬品の増になっております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

薬品を使っての浄化作業をして水道を供給

しているわけですので、そのへん慎重にやっ

て、水質検査等も行って、適正な基準でひと

つ供給をしていただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する決算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第６ 平成17年度久米島町下水道事業

特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

○ 議長 仲地宗市

日程第６、認定第５号、平成17年度久米島

町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

認定第５号、平成17年度久米島町下水道事

業特別会計歳入歳出決算認定について。

平成17年度久米島町下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について。

地方自治法第233条第３項の規定により、

議会の認定を求める。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

それでは、概要についてご説明申し上げま

す。

平成17年度久米島町下水道事業特別会計決

算は、歳入において3億1千364万4千円で、対

前年度1千589万6千円、5.3％の増。歳出決算

におきましては、3億1千250万5千円で、対前

年度1千606万1千円、5.4％の増で、歳入歳出

差引額113万9千円、繰越額となっており、実

質収支額は113万9千円となっております。

歳入決算を性質別にみますと、国庫支出金

28.6％、一般会計繰入金が50.3％、町債17.2

％の順となってます。

歳出では、大半を占める事業箇所につきま

して、真泊地区１工区、２工区、３工区、４

工区の管渠敷設工事、約1.8㎞を行いました。

また、委託業務として、実施測量設計、海

洋深層水地区内字宇根地区内を業務委託して

おります。

以上が、平成17年度久米島町下水道事業特

別会計の決算概要となっております。ご審議

よろしくお願いいたします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

決算審査特別委員会において、細部に渡って
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質疑ができますので、この場においては、大

綱的な質疑にとどめていただくようお願いい

たします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く16人の委員で構成する決算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

日程第７ 平成17年度久米島町農業集落配

水事業特別会計歳入歳出決算認

定について

○ 議長 仲地宗市

日程第７、認定第６号、平成17年度久米島

町農業集落配水事業特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

認定第６号、平成17年度久米島町農業集落

配水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て。

平成17年度久米島町農業集落配水事業特別

会計歳入歳出決算認定について。

地方自治法第233条第３項の規定により、

議会の認定を求める。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

概要についてご説明申し上げます。

１ページ目をお開きになってください。平

成17年度の久米島町農業集落配水事業の歳入

につきましては、繰入金453万円、下水道使

用料金の38万9千円となっております。

歳出におきましては、委託費58万7千円、

維持管理費228万4千円、償還金、元金利子が

175万4千円となっております。

以上が、平成17年度久米島町農業集落配水

事業特別会計決算の概要となっております。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

決算審査特別委員会において、細部に渡って

質疑ができますので、この場においては、大

綱的な質疑にとどめていただくようお願いい

たします。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

本案については、議長を除く16人の委員で

構成する決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することにしたいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、本案につい
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ては、議長を除く16人の委員で構成する決算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

○ 議長 仲地宗市

以上で、全会計の決算認定の大綱的な質疑

は終了します。

○ 議長 仲地宗市

お諮りします。

決算審査特別委員会委員長に、建設経済委

員長の山城宗太郎議員、副委員長に総務、文

教、民生委員長の仲原健議員を選出したいと

思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、決算審査特

別委員会委員長に山城宗太郎議員、副委員長

に仲原健議員を選出することに決定しまし

た。

日程第８ 公有水面埋立について

○ 議長 仲地宗市

日程第８、議案第42号、公有水面埋立につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第42号、公有水面埋立について。

仲里漁港（銭田地区護岸敷き、物揚場敷き、

船揚場敷き工事）。

公有水面埋立法第３条第１項の規定によ

り、沖縄県知事より、公有水面埋立に関する

意見の答申願いがあるので、同法第３第４項

の規定により、下記について議会の議決を求

めます。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

記

１．出願人：住所及び名称

沖縄県那覇市泉崎１丁目２番

２号 沖縄県

２．埋立区域：久米島町字真我里マガイ底原

413番６の地先公有水面

埋立理由についても別紙に添付しておりま

す。ご審議よろしくお願いいたします。

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この埋立によって、イーフの浜が渚100選

に選ばれたところと隣接するんですが、それ

の影響はどのようになるのか。説明お願いし

たいと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時05分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時08分）

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

ただいまの影響があるかということです

が、これは県営事業で県の事業主体でござい

ますので、うちのほうでその埋立に対して影

響が出るかということは調査されておりませ

んので、県の方に問い合わせて後日お答えし

たいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員
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これはぜひ検討してもらいたいと思いま

す。といいますのは、儀間の方でも護岸工事

がやられていまして、砂の移動が前と変わっ

てきているんです。そういうのも考えられま

すので、ぜひ、そこのところは県と調整して

もらいたいと思います。以前奥武の橋をつく

った時も、そういう問題がありました。そう

いうことで、いろんな構造物をつくるのはい

いんですが、それによって得るものがあれば

必ず失うものもあるんだという、その意識を

もっと考える必要があるんじゃないかという

ことで、再度県と調整してください。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時44分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時45分）

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

銭田漁港は前から懸念しているところなん

ですが、今回の整備は離島施設整備という目

的であります。その中で、ここの港はよく観

光団が利用します。その中でトイレ施設とか、

巻き上げ機の計画は入っておりますか。この

離島施設整備の中に。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

今回の計画の中に巻き上げ機等は入ってお

りません。それから、トイレも入っておりま

せん。といいますのは、事業が巻き上げ機に

なると別の補助事業になってきます。漁港整

備とは違います。

トイレについては以前からハテノ浜に行く

お客様が多いということで地元の利用漁船の

方がからの要望がありますので県の方に要請

していきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

これでは漁港整備施設の整備を目的とする

とありますよね。その中にぜひトイレ、巻き

上げ機は要請して、設置してもらうようにや

ってもらいたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回の埋立面積は496.79㎡となっておりま

すが、その外郭の用地護岸についてなんです

が、天端高が5ｍ10㎝ということで、こっち

に記入されているんですが、久米島はたいへ

ん天災による災害が多く、南風がたいへん厳

しく感じられます。そして、今の銭田地区の

漁港を見た場合、その方向に久米島の南南東、

非常に台風の影響を受けやすい場所にあると

思うんですが、この護岸の高さで護岸として

耐えることができるのか。外に何か別の工事

を施して、その護岸を保護するのか、そのへ

んお聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答えいたします。用地護岸の天端につい

ては、波高計算、構造的な計算をされて天端

高を決定されております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

用地護岸については構造計算をして施工し

てあるということですが、そういった消波ブ
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ロック等とか保護するためのものについての

工事は、今後やる計画はあるのか。そのへん

お答えお願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

銭田漁港は南側に防波堤がありますけれど

も、こちらの方には消波ブロックが設置され

ております。

○ 議長 仲地宗市

他にありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第42号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第42号、公有

水面埋立については、原案のとおり可決され

ました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時51分）

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き、会議を開きます。

（午後 １時27分）

日程第９ 久米島町漁船保全修理施設条

例について

○ 議長 仲地宗市

日程第９、議案第43号、久米島町漁船保全

修理施設条例についてを議題とします。。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第43号、久米島町漁船保全修理施設条

例。

上記議案を提出する。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町漁船保全修理施設条例

久米島町漁船保全修理施設条例の全部を改

正する。

改正内容については、第１条が趣旨であり

ます。第２条が名称及び位置。第３条が施設

の管理。条文の変更についてはこの３条、４

条、指定管理者の業務等の変更が出ておりま

す。そして、第５条が利用の許可。第６条が

利用権の譲渡等の禁止。第７条が許可の取り

消し。この７条についても改正が出ておりま

す。第８条、現状回復の義務等。第９条、利

用料金。第10条、利用料金の減免。第11条、

委任。

附則、施行期日、１、この条例は平成19年

４月１日から施行する。

２、経過措置、この条例施行前に旧条例に

よりなされた処分、手続き、その他の行為で

あって、この条例中相当する規定があるもの

は、この条例の規定によってした処分、手続

き、その他の行為とみなす。

開けまして、別表第９条関係があります。

以上が今回の改正内容でありまして、提案

理由としましては、地方自治法の改正により、

これまでの管理委託制度から指定管理者制度

へ移行するため、この条例を改正する必要が
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あります。これがこの条例を提案する理由で

あります。

新旧対照表を添付しておりますので、ご参

照して下さい。ご審議よろしくお願いいたし

ます。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

17番国吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

使用料料金設定についてお伺いします。現

在は委託管理ということで管理を委託の方で

行われておりますが、今回の料金設定につき

まして、これまでの委託管理の運営内容を勘

案しての料金設定であるのかお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答えいたします。料金設定については今

までの委託管理と同じであります。内容的に

は変更ありません。

○ 議長 仲地宗市

17番国吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

鳥島漁港保全修理施設につきましては、料

金設定は組合員が１日につき１千円。そして

非組合員が２千円と聞いております。そして

年間、組合員の場合は５千円を出して運営を

しておりますが、現在、その運営費がどうし

てもまかなえないと。特に電気の基本料金が

月にだいたい2万5千円ぐらいかかるというこ

とで、今鳥島の方は、その基本料金の電気を

使わないで、逆にリースして、発電機はリー

スの場合はずっと安くなるらしいです。リー

スをして使用しているらしいですが、現在こ

の出してある3千200円というのは、これから

後、運営する中で、充分なる運営ができるの

かどうか、再度お伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

料金設定については漁協と調整して、上下

で巻き上げ機の使用料が２千円で、利用料で

3千200円、上下で設定してありますが、その

範囲内で指定管理を受ける漁港の方で、その

範囲内で決めて、できるものと思っておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

17番国吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

上下架料ですか、それはどういう内容であ

るのかお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

上下架料、これは巻き上げ機の１日使用料

１千円ということです。

失礼しました。上下架料１回につき１千円、

これは巻き上げ機を１回使用する度に１千円

ということです。

○ 議長 仲地宗市

国吉弘志議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって、特に発言を許します。

17番国吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

この上下架料の場合、船１回出し下りする

ための１回につき１千円ということですか。

分かりました。ちょっと高いような感じがし
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ますが。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時35分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時37分）

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

ちょっと分からない部分がありますので教

えていただきたい。条例は日本語になってい

るのかなっていないのかわからない部分があ

りまして、これまでもありましたが、27日の

条例にも出てきますので、どういうことかと

いいますと、経過措置というところ、提案理

由の前のところですね。ちょっとこの日本文

がどういう意味なのかよく分からないので、

「経過措置に、この条例執行前に旧条例によ

りなされた処分」、ここまでは分かりますが、

「手続きその他の行為であって」ここが分か

りません。「この条例中相当する規定がある

ものは」ここに初めて主語が出てきますね。

「この条例の規定によってした処分、手続き、

その他の行為とみなす。」何が何だかさっぱ

りこの文章は分かりませんが、どういうこと

を言おうとしているか。条例ですから、こん

な文章になっているかもしれませんが、どう

いうことを、新旧の、例えばこういう例、処

分の問題も出てきています。それから、その

他の行為の問題も出てきています。新旧いっ

しょに考えた場合に、新しい条例が今改正が

出てくるわけですが、どういうことを言おう

としているのか。ちょっとこの際説明してい

ただきたい。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行革推進室長。

○ 行革推進室長 仲村渠一男

お答えします。指定管理者制度の導入に伴

って、これまで地方自治法に基づいて管理委

託を受けていた漁協さんが、これまで漁業共

同組合が受けていたわけですが、この指定管

理者制度への切替の時点において、旧漁業協

同組合の組合長が、例えばその利用の許可を

受けて、既にその漁船修理施設で、その施設

を使用していた場合、それが指定管理者制度

に切り替わったときは、その許可が指定管理

者が許可をしたものとみなしますというよう

な規定でございます。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

今までの漁協がやっていたもの。新しい指

定管理者がそのまま引き継いでやったものと

みなすということですか。内容は分かりまし

たが、この文章がよく分からない。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

８条の原状回復の義務等についてお尋ねし

たいと思います。第１項の途中の方で、速や

かに施設を原状回復しなければならないと。

２項で、「何人の行為であるかを問わず、原

型に回復し、若しくはその損傷を賠償しなけ

ればならない」と。このようにうたわれてお

りますが、但し書きで、「町長がやむを得な

い理由があると認めたときは、その限りでは

ない」と。但し書きがありますが、管理して

いるのは別の方が管理すると思うんですが、

一応管理者との問題であると思うんですが、

そこを損傷した場合、管理者が町長に伺いを

立ててどうするかということを聞いて物事を

判断してやるのが建て前じゃないかと思うん
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ですが、そのへんはこの条文でいいのかどう

かお尋ねします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

施設そのものは町の施設で、運営管理の方

を指定管理させるということで、財産につい

て損傷があったり、そういったものについて

は町の責任の範囲ということになります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

損傷をきたした場合、その時は町長に許可

を求めるのか、そのへんはどうですか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

指定管理を受けたところは、運営管理をし

ていくということで、そこで損傷、事故があ

ったものは町の方に報告して、その対処につ

いては協議する必要があります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第43号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第43号、久米

島町漁船保全修理施設条例については、原案

のとおり可決されました。

日程第10 久米島町附属機関の施設に関

する条例の一部を改正する条

例について

○ 議長 仲地宗市

日程第10、議案第44号、久米島町附属機関

の施設に関する条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第44号、久米島町附属機関の施設に関

する条例の一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町附属機関の施設に関する条例

久米島町附属機関の施設に関する条例の一部

を次のように改正する。

別表第２条関係に次のように加える。

（町長）

久米島町庁舎建設検討委員会調査建設等に

関すること。

久米島町公共施設統廃合検討委員会。これ

が公共施設の整備方針及び統廃合等に関する

こと。

この２点が追加になります。

付則、この条例は公布の日から施行する。

提案理由、既存の公共施設の統廃合や今後

の整備方針及び庁舎建設に関する検討を行う

ため、本条例の一部を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま
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す。ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回、行政委員会の追加ということで庁舎

検討委員会、それから久米島町公共施設統廃

合検討委員会、この２つが追加ということに

なるわけですが、久米島町の建設計画の中で、

庁舎の建設について委員会を５年以内に立ち

上げて検討するということで約束されたと思

うんですが、今回この条例が施行されますと、

この久米島町庁舎建設検討委員会を立ち上げ

る考えがあるのかどうか、差しつかえなけれ

ば答弁いただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

今回の条例改正で庁舎建設検討委員会の設

置が認められば、早急に建設検討委員会を立

ち上げしていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第44号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第44号、久米

島町附属機関の施設に関する条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決さ

れました。

○ 議長 仲地宗市

以上で、本日の全日程は終了しました。

これで解散します。ご苦労さんでした。

（午後 １時49分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、予めお手元に配付した

とおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、５番宮田勇議員、６番上

里総功議員を指名します。

○ 議長 仲地宗市

日程第２に入る前に、建設課長の方から少

々説明があるそうですから、それを皆さん聞

いて後に日程に入りたいと思います。

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

おはようございます。先日、銭田地区の公

有水面埋立ての件で、平田議員から質問のあ

ったことについてお答えします。

県の方に環境評価の結果を問い合わせてあ

ります。その中で、埋め立てに伴う影響はな

いかということでございましたけれど、この

埋め立ては現況の嵩上げになるため、埋め立

てに伴う基礎工法については影響範囲は漁港

内に限られるということの調査結果を得てお

りますので、イーフビーチの方の砂の移動に

ついては、現在のところ影響はないものと考

えていることの回答を得ています。

日程第２ 久米島家畜市場条例について

○ 議長 仲地宗市

進めてまいります。

日程第２、議案第45号、久米島家畜市場条

例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。それでは、議案第45

号、久米島家畜市場条例。

上記議案を提出する。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島家畜市場条例の全部を改正する。

なお、条文の改正については、主な改正内

容を別紙新旧対照表にありますとおりの改正

であります。ご参照下さい。

それでは、条文についてはただいま述べま

いたとおり。

続きまして、附則

施行期日

１、この条例は平成19年４月１日から施行

する。

２、経過措置、この条例施行前に旧条例に

よりなされた処分、手続き、その他の行為に

あって、この条例中、相当する規定があるも

のは、この条例の規定によってした処分、手

続き、その他の行為とみなす。

提案理由

地方自治法の改正により、これまでの管理

委託制度から指定管理者制度へ移行するた

め、この条例を改正する必要がある。

これがこの条例を提案する理由でありま

す。ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市
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これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

利用料金についてお尋ねします。これは９

条の料金についてなんですが、下の方に掲げ

られておりますけど、この額を５％内という

ことになっていますが、これは別のセリ市場

ですか、そういったのもちゃんと参考にして

の金額なのか。あまりにも大きい金額になる

んじゃないかと。生産者の負担が多いんじゃ

ないかという心配がありますが、どうですか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答え致します。この条例では、上限の購

買額の５％範囲内。そして販売価格の５％以

内という、上限で設定してあります。実際に

は、今実施しているのは、生産者の販売額の

２％です。そして、購買者は１％ということ

で料金を設定しております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

この金額については規則等でもはっきり明

記すると思うんですけれど、生産者があまり

負担のないような料金設定をしていただきた

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ありませんか。

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

第８条の原状回復の義務等についてお尋ね

します。但し書きの方で、町長がやむを得な

い理由があると認めるときはこの限りじゃな

いとうたわれておりますが、このやむを得な

い理由というのが何を想定してやむを得ない

理由であるのかお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答え致します。やむを得ない理由という

のは、自然災害とか、不可抗力的な災害を想

定しております。

○ 議長 仲地宗市

18番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

市場の管理は指定管理者が行うと。そして

利用料金についても指定管理者の収入となる

というふうにうたわれている中で、その市場

の損傷とか減失、その損害等は町の方でそれ

は負担するのか。それとも、指定管理者が行

うのか。そういうところはどうなっています

か。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答え致します。はっきりした損傷とか個

人の過失とか、そういったものについては当

然、過失を犯した者が弁償します。不可抗力

的な分については、これは町と協議して決め

ていくということです。財産そのものが町の

財産でありますので、施設は運営管理するわ

けですから、不可抗力的な、自然災害とか大

きな災害については町と協議して決めていく

ことになります。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

このやむを得ない災害等については、指定
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管理者の方と調整しながら、損傷等の補修に

あたるということになるわけですか。

（「はい、そうです」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第45号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第45号、久米

島家畜市場条例については、原案のとおり可

決されました。

日程第３ 久米島薬用作物等農産品加工

施設条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議案第46号、久米島薬用作物等

農産品加工施設条例についてを議題としま

す。。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第46号、久米島薬用作物等農産品加工

施設条例。

上記議案を提出する。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島薬用作物等農産品加工施設条例

久米島薬用作物等農産品加工施設条例の全

部を改正する。

これについても、条文の主な改正内容につ

いては、別紙新旧対照表で示しておりますの

で、ご参照下さい。

附則

施行期日

１、この条例は平成19年４月１日から施行

する。

２、経過措置、この条例施行前に旧条例に

よりなされた処分、手続き、その他の行為で

あって、この条例中、相当する規定があるも

のは、この条例の規定によってした処分、手

続き、その他の行為とみなす。

下段については、別表７条関係であります。

提案理由

地方自治法の改正により、これまでの管理

委託制度から指定管理者制度へ移行するた

め、この条例を改正する必要がある。

これがこの条例を提案する理由でありま

す。ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この薬用作物というのは、どういう種類の

作物なのか、それを教えてもらえますか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答え致します。現在、利用されているの

がゴーヤーとか、サクナ、パパイヤ、ダイコ
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ン、ノニ、ヨモギですね。そういったものを

乾燥させたり、裁断させたり、粉末にしたり

ということで利用されております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

この施設の指定管理は、おそらく久米島物

産公社が管理するということを想定している

と思われるんですが、確かこの物産公社が設

立されるときに、旧仲里村、旧具志川村両村

が一部投資をしているはずなんですね。この

物産公社の現状、形態はいまどうなっている

のか。町の合併後の投資をした分が何パーセ

ントぐらいになっているのか。投資をしてい

ろんなかたちで町が関わっていますけれど

も、その運営そのものは我々からは全く見え

ないかたちなもんですから、そこらへん分か

るように説明してもらいたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

現在、久米島物産公社が管理運営をしてお

ります。ほとんど地元の特産品の商品を買い

取りをして、県内、県外に販売をしておりま

す。運営的には多少の黒字で運営されており

ます。そして、この加工施設は民間、個人が

乾燥機、先程説明した薬草関係、約20名前後

で利用されております。

投資の額については旧具志川、仲里、併せ

て600万円ということになっております。運

営的にはうまくいっていると思っておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

株主なのか何か分かりませんが、確か以前

は琉薬かどこかの社長が物産公社の社長とい

う時期もあったような気がするんですが、そ

こらへん島外からの出資者とかそのへんもい

るのか。島内だけなのか。あるいは現在社長

とかはどうなっているのか。このへんも分か

る範囲で教えてください。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

出資者については確認してから、後で説明

したいと思います。

久米島物産公社の代表者は(株)久米島の久

米仙の専務、島袋邦雄さんが代表取締役社長

となっております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

今、皆さんが答弁したように、皆さんも現

状がどうなっているのかという部分は把握し

ていないですよね。我々からはなおさら見え

ないです。特に特産品を加工して、そこで島

のお土産品にするとか、いろいろな特産品を

開発したら、島の活性化にもつながるし、そ

れはたいへんいいことなんですが、できたら

より多くの黒字を出すように、皆さんも注目

をしながら、そこらへん利益を上げさせて、

出資金に見合う配当が町に雑入で入るぐらい

の、そこらへん注目してもいいんじゃないで

すか。財源が、その分でわずかでも潤えばそ

れにこしたことありませんから。もうちょっ

と出資をした部分に対して、関心を持つとい

うんですか、そこらへん必要だと思うんです
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が、最後にそのへんいかがですか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

今、久米島物産公社でも、いくつかの商品

開発を独自に開発して取り組んでいますが、

大量生産とか原料の確保とかいろんな問題が

あって、本格的な取り組みにはなっていませ

んが、そういう取り組みをやっております。

そして、20社（個人も含めて）ほどが、ゴ

ーヤー、サクナ等の特産品開発について利用

されています。既に商品化されているのもあ

って、かなり効果的には使っております。久

米島物産公社については、現在赤字にはなっ

ておりませんので、商品開発も含めていろい

ろ状況も聞きながら、特産品開発についても

進めていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第46号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第46号、久米

島薬用作物等農産品加工施設条例について

は、原案のとおり可決されました。

日程第４ 久米島花卉集出荷貯蔵施設条

例について

○ 議長 仲地宗市

日程第４、議案第47号、久米島花卉集出荷

貯蔵施設条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第47号、久米島花卉集出荷貯蔵施設条

例。

上記議案を提出する。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島花卉集出荷貯蔵施設条例

久米島花卉集出荷貯蔵施設条例の全部を改

正する。

これについても、条文の主な改正内容につ

いては、別紙新旧対照表のとおりの改正であ

ります。ご参照下さい。

附則

施行期日

１、この条例は平成19年４月１日から施行

する。

２、経過措置、この条例施行前に旧条例に

よりなされた処分、手続き、その他の行為で

あって、この条例中、相当する規定があるも

のは、この条例の規定によってした処分、手

続き、その他の行為とみなす。

提案理由

地方自治法の改正により、これまでの管理

委託制度から指定管理者制度へ移行するた

め、この条例を改正する必要がある。

これがこの条例を提案する理由でありま

す。ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）
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○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

現在、花卉生産者は太陽の花とＪＡさんと

両方ありますね。その施設の利用状況がどう

なっているのか。現在の管理状況はどうなっ

ているのか。今後、指定管理をするときに、

おそらく太陽の花の方が中心になってやって

いくという気もするんですけれども、そこら

へんどうなるのか。そこを教えてください。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

お答え致します。現在、太陽の花久米島支

部の方で委託管理をやっております。引き続

き指定管理についても太陽の花と指定管理を

行う予定をしております。太陽の花の組合員

が27名で、花の集出荷作業で利用されており

ます。

この施設は、太陽の花の久米島支部が委託

管理をしておりますが、ＪＡの花卉部会につ

いては19年度事業で花卉集出荷貯蔵施設、同

じ兼城港湾内に建設する予定にしておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

ＪＡの部分の集出荷場は早急にやる必要が

あると思います。というのは、野菜の集出荷

と同じ所でやっていますね。これは農薬の関

係、花卉に使う農薬と野菜に使う農薬は全く

違うはずですし、同じパートが同じ日に同じ

場所でサトイモとかゴーヤーもやる。こうい

う時期が重なる時がありますね。その時には

今、特に野菜の残留農薬というのは、市場で

の抜き打ちの検査とかいろんなの含めて、か

なりシビアな管理がされているので、万が一

この花から飛散した残留農薬が野菜に間違っ

て混入したときに大きな問題が出てくる、こ

のへんを考えたら、やっぱり集出荷場は別に

しておかないと、島の製品の品質低下、ある

いは評判も落ちてくるというのがあるので、

早急に集出荷所の分離を進めてほしいと思い

ます。

19年度事業で、完成は19年度内ですか。そ

こらへんも詳しくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

ＪＡの花卉部会からも今のようないろんな

要望があって、現在の場所ではかなり狭くて

支障をきたしています。今のような問題もあ

って、ぜひ、花卉集出荷施設をつくってほし

いということがありますので、これは19年度

事業で実施する予定です。港湾施設内で、こ

れも県とある程度調整して実施できるところ

まできておりますので、19年度では実施して

いきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの農林水産課長の答弁にもありま

したが、このＪＡの施設については、平成16

年から旧具志川の役場跡の敷地内にセンター

をつくろうという計画等がありましたが、そ

こは文化財の指定等もありまして、その場に

はつくれないということで、代わりに港湾の

一画にどうにかお願いしたいということで、
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前町長はじめ港湾課とかけ合って、今度の平

良町長に代わっても再度要請しましたとこ

ろ、県の方も前向きに、その施設の設置を認

めてやりたいというような回答等もありまし

て、19年度で設置する予定であります。

既存のＪＡの施設については、今ある鳥島

の信用店舗が具志川の阿里地区に今度設置さ

れます。そして、購買については今の兼城港

の一画にある出荷場の一画を利用して、そこ

に設置するというＪＡの計画があります。

今、平田議員からありましたとおり、残留

農薬の法律の制定でもって非常に厳しくこれ

からはされますので、今、指摘ありましたよ

うな心配がないようなかたちでＪＡの方も取

り組む計画で進めておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

条例の管理者の業務の中で、利用料金に関

する業務ということがありますが、料金の表

はないですよね。その維持管理費については

どこが負担しているんですか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

利用料金については、これは太陽の花の久

米島支部が一括管理をしておりますので、そ

の料金、施設の維持管理についても管理を受

ける太陽の花久米島支部の方で全部維持管理

することになっております。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これは建設するときにも太陽の花は負担し

ていますか。それと、今の維持管理について

は、やはり本部の方から支部に流されて、そ

のお金で管理しているということですか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

太陽の花の中で、その維持費は捻出して管

理をしております。町から維持管理費を出し

ているということはありません。

それから、施設をつくるときには、太陽の

花としては負担はしておりません。事業費の

地元負担分については、その当時の具志川村、

仲里村で負担をしております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第47号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第47号、久米

島花卉集出荷貯蔵施設条例については、原案

のとおり可決されました。

日程第５ 久米島町国民保護協議会条例

について

○ 議長 仲地宗市

日程第５、議案第48号、久米島町国民保護

協議会条例についてを議題とします。。
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本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第48号、久米島町国民保護協議会条例。

上記議案を提出する。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町国民保護協議会条例

第１条、趣旨であります。

この条例は、武力攻撃事態等における国民

の保護のための措置に関する法律、第40条第

８項の規定に基づき、久米島町国民保護協議

会の組織及び運営に関し必要な事項を定める

ものをする。

第２条、委員及び専門委員

協議会の委員は、委員の定数は25人以内と

する。

２、専門委員は当該専門の事項に関する調

査が終了したときは、解任されるものとする。

第３条、会長の職務代理

会長に事故があるときは、予め会長の指名

する委員がその職務を代理する。

第４条、会議

協議会の会議は、会長が招集し、会長が議

長となる。

２、会議は委員の過半数の出席がなければ

開くことができない。

３、会議の議事は出席した委員の過半数で

決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。

第５条、監事

協議会に監事25人以内をおく。

２、監事は委員の属する機関の職員のうち

から、町長が任命する。

３、監事は協議会の諸事務については、委

員及び専門委員を補佐する。

第６条、部会

協議会は部会をおくことができる。

２、部会に属すべき委員及び専門委員は会

長が指名する。

３、部会に部会長をおき、会長の指名する

委員がこれに当たる。

４、部会長に事故があるときは、部会に属

する委員のうちから、部会長が予め指名する

者がその職務を代理する。

第７条、雑則

この条例に定めるもののほか、協議会の運

営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮っ

て定める。

附則

この条例は公布の日から施行する。

提案理由

武力攻撃事態等における国民の保護のため

の措置に関する法律第40条第８項の規定に基

づき、この条例を制定する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

まず、基本的なことから質問致します。提

案理由ですが、武力攻撃事態等における国民

の保護のための措置に関する法律に基づき、

この法律に基づきです。これは前は、法律に

基づき、16年度法律第122号第40条８項の規

定に基づきこの条例を制定する必要がある。
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基礎となる、根っこになる法律については、

私たちは勉強させられていません。これは学

習会のときに、私は、措置に関する法律に基

づき、この法律を知らないけどどうするかと

いうことで、193条まである、これをコピー

して渡されましたが、何名の議員にこれコピ

ーして渡されていますでしょうか、まずお聞

きします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。その国民保護法の写しは全

員に配付してあります。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

具体的な面を質問したいと思います。第２

条、協議会の委員の定数は25人以内とする。

その２項、専門委員は、この学習資料により

ますと、こう書いてあります。以下の者から

町長が任命し、専門の事項を調査させる。関

係指定地方行政機関の職員、県職員、市町村

職員、関係指定公共機関又は指定地方公共機

関の職員、国民保護のための措置に関して専

門的な知識又は経験を有する者。これが専門

委員です。専門的な知識又は経験を有する者

というのはどういう立場の方でしょうか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。国民保護計画そのものが非

常に幅広い範囲にわたっております。例えば、

輸送の問題であるとか、あるいは医療の問題、

救援に関する問題、あるいはまた復旧に関す

る問題というかたちで、それぞれ非常に幅広

い分野にわたっておりますので、それぞれの

分野において専門的な知識を有する者という

ことになります。

また同時に、軍事防衛に関することであれ

ば、当然、自衛隊関係者、防衛庁関係者も含

まれるということになります。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

実際に、次のものに出てきますが、いろん

な立場の方々が、いわゆる例えば医療関係は

医療、消防は消防、そこでちょっと気になる

のが自衛隊ですね。あとで討論しますけれど、

自衛隊については。そして、警察というふう

にして、これを含めて国民をどのように保護

するかという行動範囲の問題が出てくると思

いますが、それで、今、全国的にこれ審議さ

れていると思いますが、沖縄県でどのぐらい

の自治体が制定されているのか。あるいはさ

れていないのか。情報を把握していませんか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。県内の制定率、８月１日現

在が41.5％。参考までに全国の制定率が92.3

％となっております。

○ 議長 仲地宗市

上江洲議員の本件に関する質疑は既に３回

になりましたが、会議規則第55条但し書きの

規定によって、特に発言を許します。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員
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質問たくさんありましたが、一挙にやりま

すか。

このことについては、今パーセントだけ述

べておりますので、私の方で把握したものを

述べながらいきたいと思います。あと１回だ

け質問させてください。

沖縄県では９月18日現在、これは９月25日

の平和委員会の新聞です。９月18日現在、全

41自治体中23自治体で国民保護法制関連法制

が制定されていません。23自治体でまだ制定

されていません。制定の予定のない市町村が

あります。石垣市、宜野湾市、沖縄市、読谷

村、西原町、八重瀬町、これは９月議会に上

程の予定がありません。

それから、どうしても制定すべきかという

問題ですが、この国民保護法に関係した磯崎

陽輔氏の『武力攻撃事態法の読み方』という

本の中で、「必ずしも市町村は、これを制定

しなければならないということにはなってい

ない」という《委員》の中からあります。そ

して、そして自治体に対する罰則、制裁の規

定はないということですが、今の情勢を見た

場合に、９月定例議会では久米島町も早いん

じゃないのかなということです。

もう一つは、どれを見ても、この資料を見

ても、私たち住民の代表である議会について

は一行も触れられていませんね。これは県段

階の勉強会あたりで質問なり出てこなかった

のか。じゃあ住民の代表である我々議員は蚊

帳の外におかれていて、ロボット扱いされる

という大きな問題がそこに生じてきます。そ

こいらはどうでしょうか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

まず、この国民保護計画を策定する義務が、

必ずしもないんじゃないかということです

が、これは町長の義務だと考えております。

最大の町長の役割と申しますのは、町民の生

命と財産を守るということが最大の責務だと

思います。日本の国は専守防衛の国でござい

ます。まずは守りを固めるということが一番

重要なことでございます。先進諸国の中にお

いてもこの国民を有事から守るという法制が

これまで不備であったということで、今回16

年度から関連法案の整備が始まっておりま

す。そういう意味において、この平和憲法の

下においても、やはり国民を守るということ

が一番大切なことで、これはまた町長として

の当然の義務だと考えております。

それから、２点目に、議会について触れら

れていないということなんですが、確かにお

っしゃるとおり、法制度そのものが議会には

計画が出来た後に報告するという規定のみで

ございます。その過程において議会の関与は

制度としてはございません。しかし、議会が

住民の代表であるというたいへん重要な立場

にあるということを考慮しますと、審議会に

提案すると同時に、やはり議会に対してもそ

の計画の原案を示して、並行して意見を聞い

ていきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先程の策定の件ですが、この事務について

は法定受託事務になっております。従いまし

て、町長がこれを行わなかった場合に、これ

は都道府県知事から市町村への指示、そして

文書による勧告、そして文書による期限を決
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めての指示、都道府県知事が高等裁判所に対

して当該事項を行うことを命ずべき裁判の請

求。裁判に従わない場合には、都道府県知事

による代行執行というふうな手順になります

が、やはり市町村の長として、各市町村はそ

れぞれいろいろな特異事項があって、独自で

定めるべきだと思います。久米島町もこの条

例を定めた方がいいと考えた次第です。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

先程も出ていましたが、一番気になるのは、

この保護計画を策定する段階での議会の役割

が全く規定をされていないのが、この協議会

の危惧する部分なんですね。並行して議会で

もやるという先程の答弁がありましたが、そ

こらへんは明確に我々とも約束してほしいな

という気がします。

あと１点、これは法定受託事務というかた

ちなんですが、例えば専門委員とか、協議委

員とか、国の職員、県の職員という部分が入

ってきますね。その時の協議会を運営するた

めの経費というんですか、そこらへんの部分

は町が捻出をするのか、あるいは法定受託事

務として国から経費は出てくるのか、そのへ

んの経費の関係を教えてください。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。国民保護事務につきまして

は、先程、町長からお話があったとおり法定

受託事務ということになって、この国民保護

に関する費用については国が負担するという

基本的な仕組みになっています。

計画策定の事務等につきましては、交付税

の中で一定の額が措置されております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

議会に対してのご質問がありましたが、法

律上は議会に対して、計画策定後に報告する

ことになっております。この審議会を設立し、

審議と並行して議会に対しても説明して意見

をお聞きしたいと、そう思っております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

例えば経費の関係、交付税でやるというこ

とで出てきますが、例えば専門員でいろいろ

な調査をしたり、例えば委員の報酬とかはど

うなるのか、旅費はどうなるのか、そのへん

の部分。国の職員が入る、島外にいる国の職

員となったときに、島で協議会を開催したと

きに、県の職員しかりですが、そのへんの旅

費とかかなり経費の嵩む協議会だと思うんで

す。その中で交付税でどのぐらいみるのか。

どのぐらいの町の持ち出しが出てくるのか。

これはかなり金がかかるような気がして、ち

ょっと気になるところなんです。

合わせて、身近な自然災害に対しては、う

ちの防災対策というんですか、この間の日曜

日か土曜日に、地域ごとの防災訓練がありま

したね、避難の。単なるただパッとやってる

だけで、実際には寝たきりのお年寄りがどう

なのか、地域でそのへんの名簿を作成してど

うするんだということを、本来そこまでやる

べきかもしれませんが、実際にはそこらへん
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の対応の部分は訓練の中でもどうするのか、

事務的な部分を含めて全くなされていません

よね。その方がまず先じゃないかなという気

がするんです。かえって身近な地域防災の計

画をもっと充実させてやるのが先じゃないか

なという気がするんですが、そのへんはいか

がですか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。平田議員からご質問があっ

たとおり、今防災の計画もまだ町としてでき

ていません。地域防災計画ですね。ですから、

どっちが重要ということではなくて今並行し

て進めております。ちょうど地域防災計画の

策定もほぼ原案ができた段階で、同時並行的

に進めています。今お話があった、老人、あ

るいは身体障害者であるとか、そういった災

害時要援護者を実際そういった災害が起きた

場合どう保護するかということも、これも非

常に重要な問題でございます。

そういうことで、出来れば今年度中に、そ

の名簿、対象者を実態調査しまして、そうい

った災害時要援護者のリストづくりというこ

とで、災害が起きた場合どう対応するかとい

ったような部分についても、福祉部門と連携

して取り組んで、同時並行で取り組んでいき

たいと思っております。

それから、国民保護と防災というのは、原

因が自然災害か、あるいは武力攻撃かの違い

で、その対応措置というのはほとんど共通の

部分があるわけです。ですから両方に生かせ

るという相乗効果的な部分もありますので、

両方おろそかにならないように並行して取り

組んでいきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

経費につきましては、今予想される部分が、

先程お話がございました、島外から呼ぶ委員

の費用弁償と、報酬につきましては、国家公

務員、地方公務員については、基本的には支

給いたしません。ですから、人数的にそれほ

どは多くなくて、正確な数字ではないんです

が、大雑把にいえば20万円程度の費用になる

かと思います。

交付税の額につきましては、これは標準団

体で算定してきますので、うちの部分にいく

らそれが配分されているかということにつき

ましては、正確には出ません。それでもせい

ぜい10万円程度の金額だろうと考えておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

休憩します。（午前 10時59分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時00分）

これから討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

日本共産党の上江洲盛元です。私は、本議

会に提案されています議案第48号、久米島町

国民保護協議会条例並びに関係しますので、

第49号、久米島町国民保護対策本部条例及び

久米島町緊急対処事態対策本部条例につい
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て、反対の立場から討論を行います。

長いですので早口で行きますので、よろし

くお願いします。

私たち17名の議員の中、戦争体験者は私を

含めて４名です。当時の国民学校生でした。

６名が戦中生まれで、７名が戦後生まれです。

私たちには今、沖縄戦の悲惨な実体験を風化

させないための努力が求められております。

あの忌まわしい沖縄戦が終わって61回目の６

月23日慰霊の日も過ぎました。沖縄では住民

を巻き込んだ地上戦が戦われ、20数万の尊い

命が奪われ、県民の４名に１人が亡くなりま

した。ここ久米島においても1,100名余が亡

くなりました。

住民保護の名の下に軍隊の作戦行動の邪魔

にならないようにと沖縄本島では住民は強制

的に南部や北部へ避難させられ、また、学童

疎開で本土へ避難されられていました。その

ため対馬丸があの姿で児童を犠牲にさせられ

ました。

住民を守るはずだった軍隊によって避難壕

から住民が追い出され、また住民がスパイ扱

いされ、あるいは集団自決の強要、悲劇的な

久米島事件等々も起こりました。対馬丸の悲

劇、戦争マラリアの悲劇、私たちは、このよ

うな沖縄戦の悲劇を二度と繰り返してはなり

ません。

糸満市摩文仁にある県立平和祈念資料館に

県民の誓いの言葉があります。「沖縄戦の実

相に触れる度に、戦争というものはこれほど

残忍で、これほど汚辱にまみれたものはない

と思うのです。この生々しい体験の前では、

いかなる人でも戦争を肯定し美化することは

できないはずです。戦争を起こすのは確かに

人間です。しかし、それ以上に戦争を許さな

い努力ができるのも私たち人間ではないでし

ょうか。戦後この方、私たちはあらゆる戦争

を憎み、平和の島を建設せねばと思い続けて

きました。これがあまりにも大きすぎた代償

を払って得た譲ることのできない私たちの心

情なのです。」と書かれています。私たちは

このことをいつまでも胸の中にしまい込む必

要があります。

今回提出された条例案は、この県民の心情

を逆なでするかのように、再び戦争のための

準備をしているような危惧を抱かせるもので

あります。条例案は、国の武力攻撃事態法と

それに基づく国民保護法が、その基になって

います。条例案の説明でも明らかなように、

住民への武力攻撃を想定したものになってい

ます。

その武力攻撃とは、敵の着上陸攻撃、それ

が一つ。ゲリラ特殊部隊による攻撃が、二つ

目。三つ目、弾道ミサイル攻撃。四つ目、航

空攻撃を想定しています。

歴代自民党政府は、これまでソ連脅威論を

振りまいて、日本への侵略の危険を煽り、有

事法制の必要性を主張してきました。しかし、

ソ連が崩壊して以後の国際情勢の大きな変化

の中で、この種の脅威論はもはや説得力も失

っています。実際、政府が昨年12月に策定し

た防衛計画大綱では、冷戦終結後10年以上が

経過し、米ロ間において新たな信頼関係が構

築されるなど、主要国の相互協力、依存関係

が一層進展しているという情勢認識を示し、

見通しうる将来において、我が国に対する本

格的な侵略蜂起の可能性は低下していると判

断される。と説明しています。

一昨日のテレビで米中共同訓練が放映さ

れ、皆さんお分かりのとおり国際的に緊張も
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ほぐれていて、大国の覇権主義的な面はみえ

るけれども、そういう訓練があります。中国

と米国です。共同訓練。また、武力攻撃のと

きに、住民の避難といいますが、法案では実

際には米軍、自衛隊の作戦行動を最優先する

仕組みの下で、作戦地域から邪魔になる住民

を排除するために避難させようとするものに

なっておりましょう。住民の保護の名の下に、

沖縄戦では多くの住民が戦争に巻き込まれ犠

牲になったのは歴史の事実でありませんか。

更に、今回の条例案は、消火や医療、負傷

者の搬送などに住民を駆り出し、物資を収用

し、行動を規制し、罰則までつけて、国民、

町民を戦争に動員していく仕組みになってい

ます。しかも、今回の条例案の重大なことは、

久米島に自衛隊なども加わった国民保護協議

会を設置し、住民動員の計画を作成し、訓練

を行い、町民への啓発を行おうとしているこ

とであります。

まさに、日常的に日本が攻撃されるぞ、久

米島が攻撃されるぞ、という危機意識を植え

付け、普段から戦争態勢に町民を組み込むシ

ステムづくりに他なりません。

そして、それが日米軍事同盟体制維持、沖

縄への新基地建設を押しつけ、軍備増強、米

軍と自衛隊の一体化、軍事費増大、軍需産業

の肥大化へとつながっていき、アメリカがア

ジアで引き起こす戦争に日本も一緒に参加す

るという体制を作り上げていくことが大きな

目的なのではありませんか。

更に、今回の条例案は自衛隊などが参加し、

国民保護協議会をつくって、保護計画をつく

るということになっていますが、一旦この組

織をつくってしまえば、私たち町民の代表で

ある議会が一切その内容に関与できないもの

のになっています。まさに議会のチェックな

しに、備えあれば憂いなしといって、戦前の

軍部が侵略戦争へと暴走していったものと何

にも変わらない恐ろしいものとなっていま

す。

議員の皆さん、この条例は国が決めろとい

うものだから仕方ないと済まされるものでは

ありません。

1974年４月11日、自民党幹事長代理だった

野中広務氏は、駐留軍用地特別措置法の委員

長報告の最後に、「この法律がこれから沖縄

県民の上に軍靴で踏みにじるような、そんな

結果にならないことを、そして、私たちのよ

うな古い苦しい時代を生きてきた人間は、再

び国会の審議が、どうぞ大政翼賛会のような

形にならないように若い皆さんにお願いを」

と喝破しました。皆さん、みんな右へ習えで

いいのでしょうか。

以上、地上戦を体験した沖縄県民の平和へ

の思いを私たちは国や全国へ伝え、戦争を食

い止める責務があるのではないでしょうか。

国が決めたことだから、で済ませてはなりま

せん。

2003年６月、武力攻撃事態法が成立。2004

年１月、自衛隊のイラク派遣。2004年６月、

武力攻撃事態等における国民の保護のために

関する法律をはじめ、米軍支援法など関連７

方案成立。2006年５月１日、在日米軍基地再

編計画の日米最終合意。2006年、通常国会へ

戦前の治安維持法を思い起こさせる共謀罪方

案提出。2006年、通常国会へ愛国心などを強

要し、国家が教育に介入できるようにする教

育基本法改悪案が提出され、2006年そしてと

うとう憲法改定のための国民投票法案が提出

されました。まさにひたひたと再び戦争でき



- 103 -

る国への道、戦前になりつつあるのではない

でしょうか。

ワイツゼッカー元ドイツ大統領は、「過去

に目を閉ざす者は、現在も見えなくなる」と

述べました。私たちはものを言わなければな

らない時には、ものを言う勇気を持ち、言う

べき時に言わなければ言うことができなくな

る時期があるということを、歴史の教訓の中

から引き出すべきではないだろうかと思いま

す。

「1946年11月３日、政府の行為によって再

び戦争の惨禍が起こることのないようにする

ことを決意し、ここに主権が国民に存するこ

とを宣言し、この憲法を確定する」と日本国

憲法が制定されました。

憲法９条に、「日本国民は、正義と秩序を

基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の

発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の

行使は、国際紛争を解決する手段としては、

永久にこれを放棄する。

２、前項の目的を達するため、陸海空その

他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権

は、これを認めない」と規定されました。あ

の侵略戦争の反省と教訓から導き出された世

界に誇るべき規定です。この憲法の精神と９

条こそ私たちが平和に生きる道筋を示してい

ます。今の時期こそ私たちが大きな声で戦争

に繋がる一切のものにものを言うべき時期で

す。20数万の尊い命が奪われた沖縄。久米島

の議会として、将来禍根を残さないような判

断が必要です。

私は兄と姉をあの戦争で亡くしました。私

の隣も一人の若い青年が、そしてその隣も、

またその隣も戦場から帰ってきません。今頃

どこかで白骨化しているでしょう。私は久米

島町の一議員として、そして議会全体が将来

に禍根を残さないような判断が必要だと思い

ます。

よって、議案第48号、久米島町国民保護協

議会条例制定について反対するものでありま

す。議員各位のご賛同をお願い致します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

５番宮田です。議案第48号に賛成する立場

で皆様方のご理解を求める意味から討論を行

います。

我が国は戦後廃墟の混沌とした中で、自由

と民主主義を基調とする諸外国との自由貿易

体制を整え、日米安保条約を締結し堅持する

中で、戦後60年余にわたり、幸いにも我が国

は諸外国から侵害されることもなく、平和と

繁栄を辿ってきました。

しかし、現実の国際情勢をみますと、今後

ともそのような緊張事態が起こる可能性が全

くないと言い切れるものでは決してありませ

ん。現に最近、世界の各地において紛争やテ

ロが頻発しております。このような情勢を踏

まえ、武力攻撃事態等において国民の生命、

財産を保護する目的とした国民保護法が、平

成16年６月に成立してから早２年余が経ちま

した。平成17年３月には弾道ミサイル攻撃や

ゲリラによる攻撃等の各種事態に応じた住民

避難措置などが盛り込まれた国民の保護に関

する基本指針が閣議決定され、行政機関や都

道府県においても国民保護計画が逐次策定さ

れるなど、制度の整備は着実に進んできてお

ります。また、政府や一部の地方自治体にお

いては、対応の能力の向上等を図るために、
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輸送訓練や地域住民の参加も得た実動訓練等

が実施されているようであり、武力攻撃事態

においては、外部からの侵害を排除し、国民

保護のための措置の両者が相揃ってはじめて

国民及び国民の安全を確保することができま

す。

我が国においては、外部からの侵害攻撃を

実力をもって排除することができるのは自衛

隊だけであります。そのために、自衛隊は全

力を尽くさなければなりません。そのための

国民保護については国、都道府県、市町村等

が関係機関をはじめ地域住民に至るまで、そ

れぞれの間において緊密に連携をし、お互い

に協力しながら、適切な行動をとることが大

切になります。

平成18年度中には、各都道府県の国民保護

計画を基に、地域住民一人ひとりにとっても

重要となる市町村の国民保護計画が策定され

るようになっております。そういった意味か

らして本案に賛成致します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に反対者の発言を許します。

７番崎村稔議員。

○ ７番 崎村稔議員

私もこの条例には反対致します。理由とし

ては、今、上江洲議員が述べた理由に賛同す

るからであります。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第48号に賛成する立場で賛成討論致し

ます。日本は法治国であります。そういう関

係で、今回のこの条例も法律に基づいて協議

会は組織運営するわけでございますので、こ

ういった協議会等がなければ、万一そういっ

た武力攻撃等事態が生じた場合、何もできな

いという状態ではいけないと思います。

先程も上江洲議員からありましたけれど、

私は備えあれば憂いありという立場で、この

協議会の設置は必要ではないかと思います。

私も戦争には反対ではありますけれど、しか

し、そういった法律に基づいた一つの組織は

あるべきだ、これも市町村の法定受託事務と

いうことになっておりますので、それをやっ

ぱり遵守する意味から、この第48号について

賛成致します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に反対者の発言を許します。

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

反対の立場で、分かりやすく討論したいと

思います。戦後60年余り平和憲法の下で国の

平和維持が守られてきました。最近の国際状

況の中で、武力攻撃事態等における国民の保

護ということ。これは沖縄県民の感情を非常

に不安な状況にさせている状況だと思ってお

ります。それが明確に挙げられているのが、

先程の説明の中で、県内市町村の実態で、国

は92％制定されているのに、沖縄県が41％し

か制定されていない。この前の保護説明会の

中である女性の方が、いよいよ武力攻撃され

るんですかと、戦争起こるんですかと、その

ように今不安感を与えている実情でありま

す。こういった状況の中で、この原案に賛成

することが出来かねますので、私は本案に反

対します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

○ 議長 仲地宗市
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次に、原案に反対者の発言を許します。

他に討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから、議案第48号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、議案第48号、久米

島町国民保護評議会条例については、原案の

とおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時25分）

○ 議長 仲地宗市

引き続き会議を開きます。

（午前 11時32分）

日程第６ 久米島町国民保護対策本部条

例及び久米島町緊急対処事態

対策本部条例

○ 議長 仲地宗市

日程第６、議案第49号、久米島町国民保護

対策本部条例及び久米島町緊急対処事態対策

本部条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第49号、久米島町国民保護対策本部条

例及び久米島町緊急対処事態対策本部条例。

上記議案を提出する。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町国民保護対策本部及び久米島町緊

急対処事態対策本部条例

第１条 趣旨

この条例は、武力攻撃事態等における国民

の保護のための措置に関する法律、第31条及

び法第183条において準用する。

法第31条の規定に基づき、久米島町国民保

護対策本部及び久米島町緊急対処事態対策本

部に関し、必要な事項を定めるものとする。

第２条 組織

久米島町国民保護対策本部長は、国民保護

対策本部の事務を統括する。

２、国民保護対策本部の副本部長は、本部

長を助け、国民保護対策本部の事務を整理す

る。

３、国民保護対策本部の本部員は、本部長

の命を受け、国民の保護対策本部の事務に従

事する。

４、国民保護対策本部に本部長及び副本部

長及び本部員の他、必要な職員を置くことが

できる。

５、前項の職員は久米島町職員の内から町

長が任命する。

第３条 会議

本部長は国民保護対策本部における情報交

換及び連絡調整を円滑に行うため、必要に応

じ国民保護対策本部の会議を招集する。

２、本部長は法第28条第６項の規定により、

国の職員その他の町の職員以外の者を会議に

出席させたときは、当該出席者に対し、意見

を求めることができる。

第４条 部

本部長は必要と認めるときは、国民保護対

策本部に部をおくことができる。

２、部に属すべき本部員は、本部長が指名

する。
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３、部に部長をおき、本部長の指名する本

部員がこれにあたる。

４、部長は部の事務を処理する。

第５条 現地対策本部

国民保護対策本部の現地対策本部に現地対

策本部長、現地対策本部員、その他の職員を

おき、副本部長、本部員、その他の職員のう

ちから本部長が指名する者をもってあてる。

２、現地対策本部長は現地対策本部の事務

を処理する。

第６条 雑則

第２条から前条までに定めるものの他、国

民保護対策本部に関し、必要な事項は本部長

が定める。

第７条 準用

第２条から前条までの規定は、緊急対処事

態対策本部について準用する。

附則

この条例は公布の日から施行する。

提案理由

武力攻撃事態等における国民保護のための

措置に関する法律第31条及び同法第183条に

おいて準用する同法第31条の規定に基づき、

久米島町国民保護対策本部及び久米島町緊急

対処事態対策本部条例を制定する必要があ

る。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願い致します。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

10番上江洲盛元。

○ 10番 上江洲盛元議員

今度は条文の質問ですが、第５条、３カ所

に現地があります。この現地というのは、今

まさに戦争がされている現地なのか、それと

も要避難地域なのか、避難先地域なのか、３

つ以外なのか、どっちですか。いいですか、

読みましょうね。第５条です。

国民保護対策本部長の現地対策本部、これ

も現地です。及び現地対策本部長、現地対策

本部員その他の職員をおき、副本部長、本部

員その他の職員の内から本部長を指名する

者。まさに今、戦争しているところの現地な

のか。

それから、要避難地域なのか。あるいは避

難先の地域なのか。その他は何なのか。どっ

ちですか。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答えします。この第５

条の現地と申しますのは、例えば久米島空港

がテロあるいは武力攻撃を受けた場合は、そ

の受けた場所、テロを受けた場所、空港とい

うことになります。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

受けた場所。現在テロが行使してる、ある

いは、今のイラクを見て分かりますね。イラ

クは無差別に、飛行機からも陸上からもやっ

てますでしょう。その現地というのはまさに

今イラクのように、アフガンもそうでしたが、

そこでお互い同士のテロがあるし、あるいは

米軍による攻撃もあるし、いろいろありまし

た。どこへ行けばいいんでしょうか、この本

部は。現地といったら。

○ 議長 仲地宗市
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仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 仲村渠一男

先程一例として、例えばの話で空港という

ことですが、これはその現地というのは、そ

の避難場所も当然含まれます。そういう実際

のテロや武力攻撃事態が発生した場所。それ

に伴う避難場所も含まれるということになり

ます。

例えば、どこに行きますかということにつ

きましては、それはケースバイケース、その

事態によって変わってくると思います。一概

には言えません。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

学習会でもやりましたが、避難場所の問題、

ちょうど避難場所が出ていますから。避難場

所としてどんなところを想定しているのか。

体育館の話もやっていましたね、この間。あ

るいは僕らが経験した、僕らは防空壕の中に

も入りました。山の中に家をつくって、茅葺

き、敵の見えないところに、そこに済んでい

ました。避難場所というのは、今から防空壕

も掘るのか、どんなことを想定しているのか

ちょっと聞かせてください。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 仲村渠一男

避難場所の指定につきましては、これは県

知事が指定することになっていますが、本町

の場合、避難場所として今予定しているのが、

各字の公民館です。そして、公共施設、これ

は学校関係、あるいは改善センターといった

ような、公共施設を予定しております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員の本件に関する質疑は

既に３回になりましたが、会議規則第55条但

し書きの規定によって、特に発言を許します。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

県知事が避難場所を指定する。しかし、県

知事が指定する前に、ここでこの場所がいい

ですよというのは、ここからやりますね。た

だ、４つの想定があるんですが、先程も言い

ましたが、着上陸侵攻、ゲリラや特殊部隊に

よる攻撃、弾道ミサイル攻撃の場合、航空攻

撃の場合。現代の戦争というのは避けられな

いんですよ。ましてや、これはこんな簡単に

書いてありますけれど、化学戦争ですよ。だ

からこれからの戦争というのは、もう避けら

れないような戦争。今は局地的な戦争、例え

ばイラクそのものは局地的なものですよね。

アメリカが仕掛けた。そういうものではなく

て、本格的な戦争は、もう核兵器の時代です

から、僕なんかが考えるとおかしくてしょう

がないなということになりますが。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

核兵器についてなんですが、確かに上江洲

議員が言われたとおり、ＮＢＣ攻撃、核とか

生物、あるいは化学、いろいろな部分が考え

られますが、実際この攻撃でも核兵器が起こ

った場合に国民保護はどうするのかという部

分については、爆心地ということではなくて、

その放射性物質が帯びてくる、あるいは流れ

てくる、そういう部分に対してのその計画書。

爆心地はもうどうしようもないということな

んです。ということでご理解いただきたいと
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思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

１点だけ、先程の答弁の中で気になるのが

あるんですが、例えば空港でテロがあったと

きに、その空港の対策本部という話をしてい

ましたね。もしそこで、我々素人から考えた

ら、それがテロ行為であったら、それぞれに

自衛隊あたりの防衛出動が出てくると思うん

ですね。そうなった時に、そこに現地対策本

部というものがあるのか。これはその段階を

終えて、戦闘が完全に終了した段階での復旧

をする際の、そこの現地対策本部となるのか。

その攻撃があった時点ですぐそこに現地対策

本部をつくれば、この対策本部の人間が第一

線に設置されるというかたちになりません

か。そうなったら、国民の保護になるのかな

と思って、そこらへんさっきの答弁が気にな

ったんですけれども、もうちょっと分かりや

すく説明してくれませんか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

現地対策本部についてですが、実際にテロ

が起こったりとか、上陸作戦とかあった場合

に、確かにその事前にいろいろな部分で情報

が入って、言われたとおりに、自衛隊が先に

出動して防衛出動するというふうになりま

す。しかし、その現地対策本部については、

あくまでも国民を保護するという目的の現地

対策本部であるということでご理解いただき

たい。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

国民を保護するための対策本部ではありま

すが、逆に言えば、完全に戦闘は終了した時

点での対策本部なのか。そのまま攻撃された

時点でポンといったら、逆に言えばそこでま

だ戦闘が続いていたら、その戦闘が続いてい

る中で職員とか指名された者は、そこに行か

ないといけないという状況になりますよね。

役場職員とかが多分、任命されると思うんで

すが、それは当然そこは戦闘状況じゃないと

いうのが前提になるのかなという気がするん

ですが、そこがちょっと分からない部分なん

ですけれども。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男行政改革推進室長。

○ 行政改革推進室長 仲村渠一男

確かに今のご指摘のとおり、この国民保護

計画の事務を実施するにあたっては、まず、

基本方針の中で、国民保護事務に従事する者

の安全を確保してやりなさいという基本的な

方針がございます。従って、その現地の安全

性が確保されるということが一つの前提にな

ります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

簡潔に、議案第49号久米島町国民保護対策

本部及び久米島町緊急対処事態対策本部条例

について、反対の立場から討論致します。

先程も討論しましたが、もっと簡潔にいき
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ますと、先程質問でも言いましたが、化学兵

器の事例です。大きく言えば、原爆。町長は

放射能の話をしていましたが、放射能を受け

ているところを対策本部がいってどうのこう

の、そんな時代じゃないですよ。もう全滅で

す。

今、アメリカ大国覇権主義でもって全世界

を見渡して、自分で圧政しようとしているん

ですが、要するに、日本を守るためにはこん

な手先の枝葉末節なことは要りません。安保

条約をなくすればこれで終わりです。沖縄か

ら基地、日本から基地を撤去すれば、これで

終わります。安保条約を廃棄したら１年後に

は全部撤去ですからね。ただ、保守の皆さん

が言うには、核の傘を日本はアメリカの核の

傘だから安全だと言っている。安保条約を廃

棄して、平和外交すればいいんですよ。私た

ちは今、僕が考えると無駄な議論をやってい

るんです。無駄な議論。

今、話し合いをしていますが、有名無実、

実行不能です。この条例は。予算の無駄遣い、

労働者や、あるいはその他の時間の無駄、浪

費。自治体に避難計画をつくれといっても、

架空の計画にしかならないんです。見え見え

ですよ。

現在の世界情勢からして、アメリカは自分

勝手に全部戦争を仕掛けていって、これに日

本が追随する。日本は憲法を変えようとして

います。戦争をしようとしています。これは

アメリカに追随するからです。ですから、簡

単にいえば、我々は枝葉末節のことを今単な

る浪費、無駄な時間を過ごしている。ですか

ら、この条例には反対致します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

本案も議案第48号と関連します。賛成討論

はほとんど同じであります。しかし、反対者

の討論を聞いていますと、いかにも今この条

例を設置することによって戦争が押し寄せて

くるとか、そんな次元の、現実この次元の中

で理解して欲しいと、こう思っています。

これは武力攻撃を受ける前に、そのために

国民を守ろうということで法制化され、法律

も成立されております。何でも戦争が今起こ

るとか、安保を破棄しなさいとか、もちろん

日米安保というのは中味の地位協定とかの修

正はやはり時世にあった修正はやるべきだと

思いますが、我が国は、日米安全保障条約の

締結の中でこれまで60年間、諸外国からの侵

略も攻撃もなく、そして平和で豊かな国が築

かれております。そういった意味からしても、

この平和という尊さを、今、国民中にうっす

らとして平和のありがたさを知らないから、

日米安保があるからどうのこうのじゃなく

て、やはりお互い両国間の友好間の協定があ

って侵略を防がれているものであります。

もちろん、戦争を嫌うのは世界全人類の共

通する願いであります。そういった意味から

しても、戦争をなくするために、また、かか

ってくる火の粉を払うために、自国は自国で

守るんだという、その意識を高める意味から

しても、そして攻撃から守るためにも、事前

にその条例を設置しておけば、今この条例を

設置したから無駄な予算は出ないと思います

よ。設置しておかないと、有事が発生したら

行動できないから、条例を設置するというこ

とであって、今設置したから予算を伴うこと

はないと思います。
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そういった意味で、多数の議員の皆様方の

ご理解を求めます。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に反対者の発言を許します。

７番崎村稔議員。

○ ７番 崎村稔議員

この条例は、緊急事態発生ありきでつくら

れている条例だと思いますので私は反対しま

す。

理由としては、政府は緊急事態発生する前

に６カ国協議あたりで話し合いをして解決す

るのが議会の仕事であると思いますので、私

の理由とします。

○ 議長 仲地宗市

次に、賛成者の発言を許します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に反対者の発言を許します。

他に討論はありませんか。

（「進行」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから、議案第49号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、議案第49号、久米

島町国民保護対策本部条例及び久米島町緊急

対処事態対策本部条例については、原案のと

おり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 12時01分）

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き会議を開きます。

（午後 １時33分）

日程に入る前に、農林水産課長と商工観光

課長の方から、少し時間をいただきたいとい

うことですから、話を聞いて後に進めていき

たいと思います。

○ 農林水産課長 平良朝幸

先程、平田議員から質問のあった件で分か

らなかった分です。久米島物産公社の出資金

額は2千800万円。そのうち町が21.4％で600

万円を出資しております。出資者は９社、島

外は沖縄全薬販売株式会社と総合紙器株式会

社、２社が島外になっております。

○ 議長 仲地宗市

よろしいでしょうか。では、会議を始めた

いと思います。

日程第７ 久米島紬宇江城ユイマール館

の指定管理者の指定について

○ 議長 仲地宗市

日程第７、議案第50号、久米島紬宇江城ユ

イマール館の指定管理者の指定についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第50号、久米島紬宇江城ユイマール館

の指定管理者の指定について。

久米島紬宇江城ユイマール館の指定管理者

を次の団体に指定したいので、地方自治法第

244条の２第６項の規定により、議会の議決

を求める。

記

１ 指定の名称及び位置：久米島紬宇江城

ユイマール館

久米島町字宇江城66番地
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２ 団体の名称：久米島紬事業協同組合

住 所 久米島町真謝1878番地の１

代表者 理事長 仲原健

３ 指定の期間：平成18年10月１日から平成

21年３月31日まで。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由でございますが、久米島紬伝統工

芸産業振興施設条例の改正に伴い、指定管理

者制度による行政サービスの質的向上と行政

コストの削減を図る。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。参考資料も添付してありますので、ご参

照ください。ご審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時38分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時38分）

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

参考資料の最後のページの管理にかかる収

支計算書がありますね。その中で、使用料、

組合負担金とあるんですが、この組合負担金

というのは町の負担金じゃないですか。予算

書には町からユイマール館管理負担金とあり

ますね。どうでしょうか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。基本的にその施設を管理運

営するために、支出の分で32万円が必要にな

ります。施設使用料として、現在９名の方が

利用していて、１人２千円として合計で10万

5千円になります。この施設を維持管理する

ためには不足が生じるので、その分を組合が

負担して管理をしていくということになりま

す。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

組合には一応運営の補助金じゃなくて、あ

くまでもユイマール館の指定管理負担金とい

うふうに、この予算書に表れているわけです。

負担はそのままストレートで、その施設に入

っていくということじゃないですか。あくま

でそれは補助金として、育成補助金とか、そ

ういうものになれば、組合のお金になります

から、これに充てるという表現になるんじゃ

ないかと思いますけど、どうでしょうか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

施設管理に関しては、現在、真謝のユイマ

ール館、比嘉のユイマール館、そして今回予

定している宇江城ユイマール館、全体として

指定管理に対する施設管理費をトータルで委

託費として出しています。その中から施設管

理費が分配されます。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

内容は分かりますが、他所が見た場合は、

町は出していないんだというふうにとられる

おそれがあると思いますので、そうであれば

よろしいです。

○ 議長 仲地宗市
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１番山城宗太郎議員。

○ １番 山城宗太郎議員

今、幸地議員の指摘したページですが、様

式４、これは総括表として出ていますが、こ

れは施設全体ということですか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

この収支に関しては、あくまでもその施設

の分だけの収支ということになります。３施

設の収支ではなくて、あくまでも宇江城ユイ

マール館に関する収支の内容をそこに載せて

あります。

○ 議長 仲地宗市

２番翁長英夫議員。

○ ２番 翁長英夫議員

ただいまの質問と関連しますが、様式４の

ところで、先程からいろいろと質問されてお

りますが、18年から20年までの使用料の金額

が掲げてありますが、下の方に支出はまた一

応この収支計算でそういったバランスはとっ

ておりますが、これに対する基準はあります

か。積算の数字ですね。例えば、平成18年度

では収入が施設使用料が105円、施設組合負

担金が215円、19年もそれぞれ金額が上がっ

ていっていますが、これは別として、それに

基準は何を基にして定めてあるのか説明お願

いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

18年度については、これから指定するので、

期間分の運営費です。19年以降に関しては丸

々１年分を計上してあります。基準というの

は、収入の分に関しては、使用料として１人

当たり２千円を徴収するという基準です。支

出の分に関しては電気料とか水道料、修繕費

も一部入ります。管理費として、その基準に

なるのかどうか分からないが、想定してそう

事になります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第50号の提案理由で、指定管理者制度

による行政サービスの質的向上と行政コスト

の削減を図るということでありますが、具体

的に行政サービスの質的向上は、どういった

内容か。それと、コストがどれだけ削減され

るのか説明いただけますか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

行政サービスというのは、現在、比屋定・

宇江城地区でやっている織り子が何名かいら

っしゃいますが、その方々は現在真謝ユイマ

ール館に通っています。地域にそういう作業

場があった方がより生産者の負担が少なくな

るということが行政的なサービスになると考

えております。

それから、行政コストですが、指定管理に

することによって、管理費の削減、コスト低

減ができるというふうに考えます。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。
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これから、議案第50号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、議案第50号、久米

島紬宇江城ユイマール館の指定管理者の指定

については、原案のとおり可決されました。

日程第８ 多目的広場の指定管理者の指

定について

○ 議長 仲地宗市

日程第８、議案第51号、多目的広場の指定

管理者の指定についてを議題とします。。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案に入ります前に、文字が抜けているの

がありますので、平成18年９月14日とありま

すが、提出を付け加えて下さい。よろしくお

願いします。

先程の50号においても漏れがありましたの

で、50、51、52号、それぞれ挿入をお願いし

たいと思います。

議案第51号、多目的広場の指定管理者の指

定について。

多目的広場の指定管理者を次の団体に指定

したいので、地方自治法第244条の２第６項

の規定により議会の議決を求める。

記

１ 施設の名称及び位置：多目的広場

久米島町字奥武170番地の2

２ 団体の名称：株式会社オーランド

住 所 久米島町字奥武170ー1

代表者 代表取締役社長 平良朝幸

３ 指定の期間：平成18年10月１日から平成

19年３月31日まで

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

奥武島タートルアイランド施設条例並びに

奥武島キャンプ施設条例の改正に伴い、指定

管理者制度による行政サービスの質的向上と

行政コストの削減を図る。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。参考資料を添付してありますので、ご参

照下さい。よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第51号、多目的広場の指定管理者の指

定についてなんですが、その地域の清掃業務、

これは非常に観光客が見た目でいろいろと問

題が生じると思うんですが、そのへんの地域

の管理を規定等を設けてやるのか、そういっ

たのがここはまだ決められていないんじゃな

いかと思いますが、そういった管理ができな

い場合、町長はそういった管理を取り下げる

というようなことをやるのかどうか、説明し

ていただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時52分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時53分）

盛本實商工観光課長。
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○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。指定管理を受けた組織がき

ちんと管理ができない場合においては、当然

それはペナルティ等々になると思います。そ

のペナルティに関してはどういうかたちをと

るのかまだはっきりはしていないですが、い

ずれにせよ町長はそういう不適格な業者に対

しては処分をするということになろうかと思

います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

申請書にちゃんとそういった明記しての申

請があれば分かりやすいんですけれど、広場

のいろいろな面で心配があります。期間は来

年の３月31日までですが、ぜひそのへんは気

をつけて、ちゃんと規定等を設けて指定管理

をしていただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第51号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第51号、多目

的広場の指定管理者の指定については、原案

のとおり可決されました。

日程第９ 浦島館の指定管理者の指定に

ついて

○ 議長 仲地宗市

日程第９、議案第52号、浦島館の指定管理

者の指定についてを議題とします。。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第52号、浦島館の指定管理者の指定に

ついて。

浦島館の指定管理者を次の団体に指定した

いので、地方自治法第244条の２第６項の規

定により議会の議決を求める。

記

１ 施設の名称及び位置：浦島館

久米島町字奥武170番地の2

２ 団体の名称：株式会社オーランド

住 所 久米島町字奥武170ー1

代表者 代表取締役社長 平良朝幸

３ 指定の期間：平成18年10月１日から平成

19年３月31日まで

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

奥武島タートルアイランド施設条例並びに

海洋深層水温浴施設条例の改正に伴い、指定

管理者制度による行政サービスの質的向上と

行政コストの削減を図る。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。別紙、参考資料を添付してありますので、

ご参照下さい。ご審議よろしくお願い致しま

す。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市
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これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

多目的広場と浦島館についての契約の指定

期間、６カ月となっております。ユイマール

館は約３カ年ぐらいになっているんですが、

それは何か意図があって６カ月にしたのか。

両方とも20年までの収支計算書が出ているん

ですが、指定期間が19年の３月31日までとな

っております。何か意図があってのものかど

うかお聞かせ下さい。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

現在バーデハウスは指定管理者として株式

会社オーランドに委託しております。今回、

既存のオーランドに多目的広場と浦島館を指

定管理者として指定する予定ですが、既存の

指定管理の期間の残存期間で、指定管理者と

契約する予定でございます。

バーデハウスは平成16年４月１日から19年

の３月31日までと３カ年間の契約でございま

すので、その既存の契約にあわせるかたちに

なります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

浦島館のコストの削減という表現をしてい

るんですが、確か従来までは浦島館は家賃収

入の分で賃貸借でやっていたので、そこらへ

んのコストはかかっていなかったと思うんで

すね。逆に今回はその家賃収入が減るだけの

話であって、コスト削減云々という話にはな

らないと思いますが、そこらへんちょっと詳

しく説明してもらえませんか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

説明致します。町が直接管理するとしたら

人件費等々も発生します。以前は賃貸経営管

理を行っていましたが、運営上なかなかうま

くいかなかったという部分もございまして、

季節的な開業しかしていなかったということ

と、オーランドが、計画段階で料飲部分も、

食と健康というテーマで、レストランが必要

だということもあり、自前でレストランをつ

くるよりは既存の浦島館を利用した方がいい

ということがありました。現在のバーデハウ

スの中には料飲部分は、軽食程度のものはあ

るんですが、食と健康というテーマの中での

ちゃんとしたレストランがないという状況下

で、オーランドが両方経営した方が当初の目

的を達成できるということと、誘客の部分で

の相乗効果が出るということで、今回浦島館

をオーランドに指定管理させる理由になって

おります。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

ですから、提案理由は今答弁した分が提案

理由なんでしょう。コストの削減という話は

違うんじゃないのという話です。確かにオー

ランドの収入増をどう図っていくか。オーラ

ンドの経営をどう健全化していくのかという

かたちでは、そういう施設の有効利用、今言

うような相乗効果をもたすことによって、オ

ーランドの健全経営を目指していくという、

そのためにこの指定管理者でやりましょうと
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いう話であって、逆に言えば町の収入の財政

の部分かいえば、グッズの販売料とかいろん

な部分で過去に収入がありましたね。そのへ

んの収入は全部消えていくわけですから、コ

ストの削減というのは合わない。だけど意味

は分かりました。じゃないんですかというだ

けの話です。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第52号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第52号、浦島

館の指定管理者の指定については、原案のと

おり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

以上で本日の全日程は終了しました。

本日はこれで散会します。お疲れ様でした。

（午後 ２時03分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 仲 地 宗 市

署名議員（議席番号５番） 宮 田 勇

署名議員（議席番号６番） 上 里 総 功
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５日目

９月28日
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平成18年 第６回久米島町議会定例会

会議録 第５号

招 集 年 月 日 平成18年９月28日 （木曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂

開 閉 会 日 時 開 会 ９月28日 午前10時00分 議 長 仲 地 宗 市

及 び 宣 言 閉 会 ９月28日 午後１時57分 議 長 仲 地 宗 市

応 招 議 員 議席番号 氏 名 議席番号 氏 名

出 席 議 員 １番 山 城 宗太郎 10番 上江洲 盛 元

２番 翁 長 英 夫 11番 内 間 久 栄

３番 宮 里 洋 一 12番 大 田 哲 也

出 席 １７名 ４番 仲 村 昌 慧 13番 真栄平 勝 政

欠 席 ０名 ５番 宮 田 勇 14番

６番 上 里 総 功 15番 仲 原 健

７番 崎 村 稔 16番 本 永 朝 辰

８番 幸 地 良 雄 17番 國 吉 弘 志

９番 平 田 勉 18番 仲 地 宗 市

（不 応 招）

欠 席 議 員

会議途中退席議員 番 番

開議後出席議員 番 番

公 務 欠 席 議 員 番 番

番

会議録署名議員 ９番 平 田 勉 10番 上江洲 盛 元

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名

出席した者 事務局長 幸 地 猛 書 記 東恩納 弘 美

係 長 安 田 栄

地方自治法第１２１条により説明のため議場に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 平 良 朝 幸 学 校 教 育 課 長 平 良 進

助 役 大 田 治 雄 社 会 教 育 課 長 吉 元 幸 信

教 育 長 比 嘉 ・ 商 工 観 光 課 長 盛 本 實

総 務 課 長 平 田 光 一 環 境 保 全 課 長 田 端 智

町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠 一 男 建 設 課 長 神 里 稔

企 画 財 政 課 長 山 城 保 雄 農 林 水 産 課 長 平 良 朝 幸

税 務 課 長 平 田 明 農業委員会事務局長 日 高 清 有

福 祉 課 長 宮 里 剛 水 道 課 長 又 吉 敏 雄

健 康 づ く り 課 長 神 里 勇 消 防 長 山 城 英 明

出 納 室 長 伊良皆 真 秀 空港管理事務所長 仲 地 泰
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平成18年 第６回久米島町議会定例会

議事日程 〔第５号〕

平成18年９月28日（木）
午前10時00分 開 会

日 程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名 121p

第２ 認定第１号 平成17年度久米島町一般会計歳入・歳出決算認定につい 121p

て

第３ 認定第２号 平成17年度久米島町国民健康保険特別会計歳入・歳出決 121p

算認定について

第４ 認定第３号 平成17年度久米島町老人保健特別会計歳入・歳出決算認 121p

定について

第５ 認定第４号 平成17年度久米島町水道事業会計決算認定について 121p

第６ 認定第５号 平成17年度久米島町下水道事業特別会計歳入・歳出決算 121p
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第７ 認定第６号 平成17年度久米島町農業集落排水事業特別会計歳入・歳 121p
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閉会 146p
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配付したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番平田勉議員、10番上

江洲盛元議員を指名します。

日程第２ 平成17年度久米島町一般会計歳

入・歳出決算認定について

日程第３ 平成17年度久米島町国民健康保

険特別会計歳入・歳出決算認定

について

日程第４ 平成17年度久米島町老人保健特

別会計歳入・歳出決算認定につ

いて

日程第５ 平成17年度久米島町水道事業会

計決算認定について

日程第６ 平成17年度久米島町下水道事業

特別会計歳入・歳出決算認定に

ついて

日程第７ 平成17年度久米島町農業集落排

水事業特別会計歳入・歳出決算

認定について

○ 議長 仲地宗市

日程第２、認定第１号、平成17年度久米島

町一般会計歳入・歳出決算認定について。

日程第３、認定第２号、平成17年度久米島

町国民健康保険特別会計歳入・歳出決算認定

について。

日程第４、認定第３号、平成17年度久米島

町老人保健特別会計歳入・歳出決算認定につ

いて。

日程第５、認定第４号、平成17年度久米島

町水道事業会計決算認定について。

日程第６、認定第５号、平成17年度久米島

町下水道事業会計歳入・歳出決算認定につい

て。

日程第７、認定第６号、平成17年度久米島

町農業集落排水事業特別会計歳入・歳出決算

認定について。までを一括議題とします。

本案の審査については、決算審査特別委員

会に付託してありましたので、委員長の報告

を求めます。

○ 議長 仲地宗市

山城宗太郎委員長。

○ 決算審査特別委員長 山城宗太郎議員

おはようございます。委員長報告を致しま

す。決算審査特別委員長の山城宗太郎でござ

います。

ただいまから、決算審査特別委員会に付託

されました認定第１号、の概要をご報告申し

上げます。

全議員参加の委員会ですので、認定第１号、

平成17年度久米島町一般会計歳入・歳出決算

認定について。認定第２号、平成17年度久米

島町国民健康保険特別会計歳入・歳出決算認

定について。認定第３号、平成17年度久米島

町老人保健特別会計歳入・歳出決算認定につ

いて。認定第４号、平成17年度久米島町水道

事業会計決算認定について。認定第５号、平

成17年度久米島町下水道事業特別会計歳入・
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歳出決算認定について。認定第６号、平成17

年度久米島町農業集落排水事業特別会計歳入

・歳出決算認定について。審査の経過と結果

をご報告申し上げます。

決算特別委員会が９月19日の本会議で設置

され、付託された決算認定６議案について、

９月21日、22日、23日の３日間にわたり、執

行部から各担当課長、係長及び担当の出席の

下に慎重に審査を行いました。決算審査委員

会における質疑の主なものと、それに対する

答弁についてご報告します。

最初に、認定第１号、平成17年度久米島町

一般会計歳入・歳出決算について、議題とし

て審査に入りました。

まず、歳入について審査の概要を申し上げ

ます。町税について、収入未済額と徴収率が

76.8％落ちているが、その原因は何かという

質疑があり、社会情勢の厳しい中、国内全体

の経済的な収入が上向きにならない部分と、

国の税制改正によるものが大きい。機構改革

で収納課も設置し、収納体制を強化したが、

そういう世の中の事情で払いたくても払えな

い現状があって、収納率を上げることができ

なかったという答弁でした。

財産貸付収入の未済額が大きいが、その原

因は何かという質疑に対し、大きいものは法

人への貸し付けですが、決算を締めてから入

ったものもあります。個人については公営住

宅ですが、分納とか保証人への呼びかけもし

ており、徐々に回復しつつありますという答

弁でした。

固定資産税について、不納欠損額が大きい

が、財産差し押さえも実施しながら、徴収の

仕方を工夫すべきだと思うがという質疑があ

り、法律に沿って強制徴収を進めたんですが、

不動産を差し押さえしても公売する力がな

く、とりあえず滞納者の預金、５つの金融機

関の残高を調査してやったんですが、預金残

高がなく、実際に差し押さえしたのが５件で

した。生活資金ということで強制的に徴収す

ることは厳しいところがあります。今後はイ

ンターネットを利用した公売もあるので、検

討する必要がありますという答弁でありまし

た。

滞納未済額が増えている収納課をなくし、

人員も削減されているが、徴収率を上げるこ

とができるのかどうかという質疑があり、来

年４月に機構改革をやる方針が出されている

ので、そのへん十分協議して取り組んでいき

たいと思いますという答弁がありました。

徴収率を上げることは町民の所得をどう向

上させるかということであり、雇用の場をつ

くり、島の経済を活性化していくことが最も

必要だと思うがという質問があり、グローバ

ル化している経済の中で、本町が経済政策的

に回復できるか厳しいところがあるが、お互

いがそれぞれの分野で大いに議論をして取り

組んでいく必要があると思いますという答弁

がありました。

保育料の現年度分と過年度分の未収金の徴

収方法について質疑があり、滞納分の徴収率

が13.1％で、徴収については督促状を出して、

納付をお願いしています。年間３回ある児童

手当ての支給月に児童手当ての方から納めて

もらっているという答弁がありました。

給食センターの給食費の未納が13年度から

トータルで892万円になっているが、徴収で

きないものか。また、不納欠損しないで残っ

ているのもあるかという質疑があり、毎年対

策として督促状を出して、３カ月に１回家庭
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訪問をしています。今年は70万円あり、約７

％徴収されています。13年度以前は、５カ年

過ぎているので、不納欠損処理してあります

という答弁がありました。

次に歳出について。施設を建設するときに、

初期建設投資に目が向いて、建設後のランニ

ングコストを考えていないような気がする

が、そのへんの財政改革が可能なのか。また、

新エネルギービジョン計画の中でバーデハウ

ス、カンジンダムの電気料等ランニングコス

トの節減についても議論してほしいと思う

が。という質疑があり、施設をつくるときに

ランニングコストを意識するのは当然だと思

います。事業を計画するときは施設の維持･

管理をどうするかしっかり議論して取り組み

たいと思います。

バーデハウスは国のエネルギービジョンが

ないから認められなかった経緯があります。

カンジンダムの水揚げの電気料金の節減につ

いても、新エネルギービジョンの中に取り入

れていく予定でありますという答弁がありま

した。今回の新エネルギービジョンの中では

各省庁横断的な部分が可能かどうかという質

疑があり、各省庁のエネルギー関係のメニュ

ーがあれば可能だと思いますという答弁でし

た。

町民所得、自然要因等があると思うが、徴

収実績を上げないと住民サービスもできない

し、行革を進めるのであれば、完全な独立し

た組織にして、歳入面、歳出面に対し、しっ

かりものが言えるようにしなければいけない

が、という質疑があり、確かに徴収面につい

て人員も増員し取り組んだが、実績を上げる

ことができなかった。次年度は他の市町村の

取り組み実績など情報を収集しながら取り組

んでいきたいという答弁がありました。

外郭団体に対して補助金のチェックはどの

ようにやっているかという質疑があり、補助

金見直し方針を策定して行っているという答

弁でした。

不用額が1億5千万円余り、非常に大きな額

になっているが、執行できなければ補正で落

とすか、国へ返すべきだと思うが、という質

疑があり、不用額が大きいのは補助事業の減

額によるものである。補正で修正しない関係

もあるが、各課不要な支出はしないという努

力もあると思いますという答弁がありまし

た。これに対し、不用額が多く目立つので、

努めて不用額が出ないような予算執行を求め

るという意見でした。

住基カードの維持管理費が150万円もかか

っているが、見直す必要がないかどうか。ま

た、返還したところはないかという質疑があ

り、住基カードの発行が27人発効されている。

ランニングコストを考えると、それだけの効

果はないと思うが、全国的な制度としてスタ

ートしており、全国的な動向も見ながら今後

検討していきたい。完全に廃止したところは

それほどないという答弁がありました。

イーフにできた合資会社デイサービス施設

について行政の関わりについてという質疑が

あり、法人格の事業所であるので指導監督か

わりになるという答弁がありました。

高齢者いきいき住宅改造費助成事業は何名

活用しているかという質疑があり、17年度実

績で14件であるという答弁がありました。眼

科検診人数について質疑があり、3,818名で8

1.7％の受診率であるという答弁がありまし

た。

食の自立支援事業で申し込んで断られたと
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いう話も聞きますが、そういう例はあります

かという質疑があり、これに対し、これは単

身世帯、老人世帯、障害者世帯、なおかつ食

事をつくることが困難な方々に対して、もし

くは低栄養の方とか糖尿病等規定に基づく調

理困難な方、支援が必要な方々に対して実施

する事業であり、あくまでも食の支援が必要

な高齢者に対しての事業ですと答弁があり、

更に見直しをしていく多くの方が利用できる

計画はないか、という質問があり、これは国

の補助事業ですので、この要項に沿わない利

用者であれば町の一般財源の充当になります

という答弁がありました。

那覇保健所が引き上げたが、週何回来てい

るか。以前と比べて、と殺業者に影響はない

かという質疑があり、週２回火曜日と水曜日

に来ていて、業者の皆さんはそれに向けて調

整しており、影響は殆どないと思います。た

だ、一般の住民の皆様には、従来に比べ相当

迷惑をかけている状況もあるかと思いますと

いう答弁がありました。

廃ビニールの回収について。定期的に日程

を決めて回収しているということでしたが、

常時、不燃物処理場の方に持ち込めないかと

いう質疑があり、２カ月に１回ＪＡが農家に

呼びかけをして受け取るようにしている。連

絡はしたがうっかり日にちを忘れてしまった

ということもあったようです。常時受取りし

たいんですが、保管する倉庫の問題があるの

で、そのへんＪＡと協議して、方針を決めて

いきたいという答弁でした。それに対して、

農協も売りっぱなしで、農家は非常に困って

いるので、常時持ち込める施設をつくるとか、

また、不法投棄の原因にもなっているので、

早急に検討を求めるという意見もありまし

た。

農振地域の見直しについての質疑があり、

農振地域の見直しについては、作業を進めて

いる途中で、いろんな問題があって、見通し

はまだたっていませんという答弁がありまし

た。

防潮林とか植栽について。行政側の監督を

もっと厳しくしてほしい。草刈りとか、枯れ

た木の植え替えとか、業者に指導したのか。

植栽事業で幹周りが細く、貧弱な松が植えら

れていて、多くの人から苦情があった。規格

にはまっているからいいという安易な土木業

者の考え方でいいのか、という質疑があり、

年２回の保育事業をやっているそうですが、

現場を確認したら以前と変わらないので、現

場を見て県の担当に要望したい。植栽の場合、

幹周りも設計書に折り込んでいきたいという

答弁がありました。

ヤジヤーガマの調査をしているが、今後ど

のように開発していくのかという質疑があ

り、ある程度概略図は作成しているが、土地

の関係で問題があり、今年はその調査を入れ

ていますので、新年度までかかるのではない

かという答弁がありました。

離島航空路確保対策事業で、補助もしてい

るが、現在、便数が少ない。航空会社のやり

たい放題でいいのか。補助金の出しっぱなし

では困るという意見がありました。

携帯電話による119番システムになってか

ら、救急依頼がどの程度あるのかという質疑

があり、月に２、３回程度だったが、今後増

える見込みがあると思いますという答弁があ

りました。

五枝の松樹勢回復作業委託、シロアリ防除

委託事業、別々に委託されているが、一括し
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て一業者に委託することによって、経費節減

が図られると思うが、という質疑があり、事

業が異なっているが、今後検討してみますと

いう答弁がありました。

預かり保育について、現在の入所者の人数

と、今のままで続けることに対し、今後どう

考えているか、という質疑があり、入所者が

仲里側から８名、具志川側から６名、計14名

であり、入所の数があと４、５名増えれば人

的なことは賄うことは可能だと思う。今後の

状況を見て判断することになるが、今のとこ

ろどうするか判断できない状況ですという答

弁がありました。

水泳の一般開放は、Ｂ＆Ｇではなく、大岳

のプールを一般開放できなかったか、という

質疑があり、当初は、育成士がＢＧと学校の

プールを調整して実施していましたが、途中

から担当が辞めてしまい、資格者を採用する

ことができなくて、実施できなかった。学校

施設を一般開放する場合、管理者との調整も

うまくいっていない部分があって、今のとこ

ろ学校施設の一般開放は厳しい状況にありま

すという答弁がありました。

小学校の英語指導は週に何回実施している

かという質疑があり、各小学校に２名で、月

４回から５回派遣しているという答弁があり

ました。

自然文化センターの年間の入館者数は、と

いう質疑があり、平成17年度実績で9,238名

で、そのうち無料入館者が3,552名ですとい

う答弁がありました。

次に、認定第４号、平成17年度久米島町水

道事業会計決算認定について、質疑の主なも

のと、それに対する答弁についてご報告致し

ます。

水道事業会計が赤字ということで、他会計

から繰り入れが結構があるが、それを解消す

るために３カ所ある浄化施設を１カ所にした

ら経費節減になり、赤字解消につながると思

うが、そのことについて県に要請したことは

あるかという質疑があり、県に要請したが、

県からの回答は、両方の施設が整備された後

なので、別に施設をつくるのであれば、補助

金返還をしなければならないということで

す。他に再整備事業がありますが、厚生労働

省が認めないので厳しい状況です。今後、機

会をみつけて県に要請していきたいと思いま

すという答弁でした。

一般会計からの繰入金について。今後の見

通しとして、採算ベースになるのはいつ頃か、

という質問があり、予定として平成21年まで

には繰入金をゼロにもっていくことができる

のではないかという答弁がありました。

次に、認定第５号、平成17年度久米島町下

水道事業特別会計歳入・歳出決算認定につい

て、質疑の主なものと、それに対する答弁に

ついてご報告致します。

下水道の接続率は、という質疑があり、現

在の接続率は全体で52％でありますという答

弁がありました。具志川仲村渠についてはい

つ頃できるか、その見通しはという質疑があ

り、まだいつ頃になるかということは分かり

ませんという答弁がありました。せっかく多

額の投資をしているので、下水道事業と並行

して接続促進するなり、また、チラシ配布だ

けではなく、地域で説明会をもつなど、具体

的な運動をしてもらいたいという要望があり

ました。

次に、認定第６号、平成17年度久米島町農

業集落排水事業特別会計歳入・歳出決算認定
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について、質疑の主なものとそれに対する答

弁についてご報告します。

浄化処理は下水道事業といっしょですか、

という質疑があり、大岳校区については清水

処理場区で処理していますという答弁があり

ました。清水処理区につないでも、それだけ

の管理費がつくのですかという質疑があり、

水を送るポンプ、停電時の発電機、保安協会

の点検管理費等がありますという答弁でし

た。

次に、認定第２号、平成17年度久米島町国

民健康保険特別会計歳入・歳出決算認定につ

いて、質疑の主なものと、それに対する答弁

についてをご報告します。

不納欠損額の内容の説明について、という

質疑があり、５年経過した滞納者という答弁

がありました。

収入未済額の徴収方法はどのようにしてい

るかという質疑があり、徴収員２名で１日４

時間滞納世帯を各訪問しているという答弁が

ありました。

徴収率低下による交付金の削減額は、とい

う質疑があり、11％相当額で、約２千万円の

交付金より減額になりますという答弁があり

ました。

保険税未納者は手帳交付が受けられるかと

いう質疑があり、少しでも納めてもらえば誓

約書を入れさせ、１カ月の短期交付を行って

いますという答弁がありました。

認定第３号、平成17年度久米島町老人保健

特別会計歳入・歳出決算認定について、質疑

の主なものと、それに対する答弁についてご

報告します。

医療費の不用額が1千98万円あまり出てい

ますが、その説明について質疑があり、医療

費については毎月変動がある。最終補正時に

は12月までの実績しか出てこないので、あと

２カ月分は推計で見積もります。予算不足に

ならないようにするので、不用額が出ていき

ますという答弁がありました。

以上が、認定第１号、認定第２号、認定第

３号、認定第４号、認定第５号、認定第６号

の決算特別委員会における質疑の内容であり

ます。全会計とも質疑終了後、討論に入りま

したが、反対、賛成の発言なく、討論を終決

しました。

続いて採決に入り、認定第１号、認定第２

号、認定第３号、認定第４号、認定第５号、

認定第６号について、原案のとおり認定する

ことに賛成の方の挙手を求めたところ、挙手

全員でした。よって、認定第１号、平成17年

度久米島町一般会計歳入・歳出決算認定につ

いて。認定第２号、平成17年度久米島町国民

健康保険特別会計歳入・歳出決算認定につい

て。認定第３号、平成17年度久米島町老人保

健特別会計歳入・歳出決算認定について。認

定第４号、平成17年度久米島町水道事業会計

決算認定について。認定第５号、平成17年度

久米島町下水道事業特別会計歳入・歳出決算

認定について。認定第６号、平成17年度久米

島町農業集落排水事業特別会計歳入・歳出決

算認定については、原案のとおり認定すべき

ものと決定しました。

以上をもちまして、決算審査特別委員会審

査の委員長報告を終わります。

質疑等多くの面で割愛させていただきまし

たことをご容赦下さい。どうもありがとうご

ざいました。

○ 議長 仲地宗市

以上で委員長の報告を終わります。
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委員長報告に対する質疑を省略したいと思

いますが、ご異議ありませんか。

(｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、委員長に対

する質疑を省略したいと思います。

日程第２、認定第１号、平成17年度久米島

町一般会計歳入・歳出決算認定について、こ

れから討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

５番宮田勇君。

○ ５番 宮田勇議員

全員賛成だと思いますが、今、委員長が報

告したとおり、数々の指摘がありました。こ

れから厳しくなっていく財政の中で、やはり

自主財源の確保というのが重要課題でありま

す。そういった意味で、税務課の方も収納課

の方も、取るべき税収はしっかり取ることに

よって、また町政の繁栄、そして住民サービ

スが行き届くものと思っています。そういっ

たことを強く要望して本案に賛成します。

○ 議長 仲地宗市

他に討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから認定第１号、平成17年度久米島町

一般会計歳入・歳出決算認定についてを採決

します。

本案に対する委員長の報告は、原案の認定

です。

本案は委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、本案は認定のとお

り決定しました。

○ 議長 仲地宗市

日程第３、認定第２号、平成17年度久米島

町国民健康保険特別会計歳入・歳出決算認定

について、これから討論を行います。

討論ありませんか。

まず、本案に反対者の発言を許します。

○ 議長 仲地宗市

次に、本案に賛成者の発言を許します。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

本案について賛成でありますが、委員会で

も指摘がありました国保税の徴収率の低下に

よってペナルティがついているようでありま

す。もちろんその分また町民に負担すること

になりますので、しっかりとした徴収率を上

げて、ペナルティのない適正な交付税を交付

されるように強く要望したいものでありま

す。

○ 議長 仲地宗市

他に討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから認定第２号、平成17年度久米島町

国民健康保険特別会計歳入・歳出決算認定に

ついてを採決します。

本案に対する委員長の報告は、原案の認定

です。

本案は委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、本案は認定のとお
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り決定しました。

日程第４、認定第３号、平成17年度久米島

町老人保健特別会計歳入・歳出決算認定につ

いて。これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから認定第３号、平成17年度久米島町

老人保健特別会計歳入・歳出決算認定につい

てを採決します。

本案に対する委員長の報告は、原案の認定

です。

本案は委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、本案は、原案のと

おり認定しました。

○ 議長 仲地宗市

日程第５、認定第４号、平成17年度久米島

町水道事業会計決算認定について、これから

討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから認定第４号、平成17年度久米島町

水道事業会計決算認定についてを採決しま

す。

本案に対する委員長の報告は、原案の認定

です。

本案は委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、本案は認定のとお

り決定しました。

○ 議長 仲地宗市

日程第６、認定第５号、平成17年度久米島

町下水道事業特別会計歳入・歳出決算認定に

ついてを、これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから認定第６号、平成17年度久米島町

下水道事業特別会計歳入・歳出決算認定につ

いてを採決します。

本案に対する委員長の報告は、原案の認定

です。

本案は委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、本案は認定のとお

り決定しました。

○ 議長 仲地宗市

日程第７、認定第６号、平成17年度久米島

町農業集落排水事業特別会計歳入・歳出決算

認定について、これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから認定第６号、平成17年度久米島町

農業集落排水事業特別会計歳入・歳出決算認

定についてを採決します。

本案に対する委員長の報告は、原案の認定

です。

本案は委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市
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全員挙手です。従って、本案は、原案のと

おり認定することに決定しました。

日程第８ 平成17年度沖縄県町村土地開発

公社事業報告及び決算報告につ

いて

○ 議長 仲地宗市

日程第８、報告第５号、平成17年度沖縄県

町村土地開発公社事業報告について、提案理

由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。それでは、報告第５

号、平成17年度沖縄県町村土地開発公社事業

報告及び決算報告について。

地方自治法第243条の３第２項の規定によ

り、平成17年度沖縄県町村土地開発公社事業

及び決算を別紙のとおり報告します。

平成18年９月14日提出

久米島町長 平良朝幸

事業内容として、別紙資料の18ページの番

号20、21、そして20ページの番号22、23が久

米島支社に該当する事業であります。

以上をもって報告を致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これで報告第５号、平成17年度沖縄県町村

土地開発公社事業報告及び決算報告について

の報告を終わります。

追加日程第１ 堆肥化処理施設建築工事

（２期工事）請負契約につ

いて

○ 議長 仲地宗市

追加日程第１、議案第53号、堆肥化処理施

設建築工事（２期工事）請負契約についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第53号、堆肥化処理施設建築工事（２

期工事）請負契約について

堆肥化処理施設建築工事（２期工事）につ

いて、下記のとおり請負契約を締結したいの

で、地方自治法第96条第１項第５号の規定に

より、議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 堆肥化処理施設建築工事

（２期工事）

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 87,150,000円

４．契約の相手方 住所 沖縄県久米島町

字宇根438－３

称号 株式会社儀間建設

氏名 代表取締役 儀間清

平成18年９月26日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

堆肥化処理施設建築工事（２期工事）の請

負契約の締結については、久米島町議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例第２条の規定により、議会の議決

を得る必要がある。
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これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、契約書ほか図面を添付してあります

ので、ご参照にして下さい。よろしくお願い

します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

聞きたいんですが、以前は請け負い方、建

設会社との契約で保証人制度があったんで

す。それはなくなったのかどうか。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答え致します。保証人制度につきまして

は、現在なくなっております。その代わり保

証会社が金額で保証するということで、倒産

した場合は、そこの保証会社ができた分の、

例えば今までやった分を差し引いて、その分

を保証するということで、また新たに業者を

指名し直してやるという方法に変わってきて

おります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今は保証会社制度になっているということ

なんですが、これは保証会社に入っているか

どうか確認はとっているわけですか。これが

不明確の場合には大変なことになると思いま

すが。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

契約の時点で請負金額の10パーセントの契

約保証金を納めさせております。

○ 議長 仲地宗市

12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

この契約書、どこかおかしいんじゃないで

すか。これは提案理由として、議会の決議を

必要とする。もうこれ契約されているんです

よ。これ収入印紙も貼られていますが、議会

の決議が通らなかったらどうしますか。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

仮契約も契約の予約ということで収入印紙

を貼ることになっております。もし議決され

なくて、この契約が無効になった場合は、収

入印紙は返金されることになります。

○ 議長 仲地宗市

12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

この収入印紙でも4万5千円ぐらいですよ

ね。これは返額できるんですか。これ初めて

契約書に収入印紙を貼られているのを見てい

るものだから。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

これが使えるということではなくて、これ

を郵便局に戻し返金ということになります。

これまでも収入印紙を貼っております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

次の議案とも関連して、これは１期工事が
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終わって２期工事ということでやっています

が、１期工事の請負契約の議案を提案された

ときに、堆肥の品質の問題とか、含水量の問

題、材料の問題等いくつか質問しましたが、

今回は箱物をつくるだけですから、次のプラ

ントの部分とか、その時に関連してきますか

らということで、その１期工事のときに明確

な答弁が皆さんから得られなかったので、今

回、次の案件でやった方がいいかどうかちょ

っと気になったものですから、今回はその２

件の提案がなされているので、明確な答弁が

得られるものと考えています。それを前提に

いくつか質問したいと思います。

１点目、原料の安定確保策はどうなってい

るのか。堆肥工場をつくっても堆肥にする原

料がなければ稼働しないはずなんですね。そ

の原材料の安定確保策、これがどうなってい

るのか。

２点目に、製品の品質基準。つまり出来上

がった堆肥が、どういう基準の堆肥をつくる

のか。その基準は明確に考え方をもているの

かどうか。

３つ目は、町民への堆肥を提供するときに、

その提供方法は具体的にどう考えているの

か。

４点目に、これは費用対効果と言ったほう

がいいのかどうか分かりませんが、採算ベー

スに乗るのか乗らないのか。その判断をどう

しているのか。

５点目に、この施設の維持管理及び運営体

制、それはどう考えているのか。

以上、５点答弁をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時53分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時55分）

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの平田議員の質問５点についてお

答えしたいと思いますが、まず原料の安定確

保についてですが、これは建築の計画をする

段階で、各畜産農家の皆さんの牛糞とかの提

供ができるかどうかというアンケート調査等

もとっております。確保についてはある程度

農家の理解も得ながら回収が可能と思ってお

ります。

そして、久米島製糖のバガスの製品の確保。

それについても工場側との調整も何回かやっ

ております。それについても確保は可能にな

ってくると思います。

そして、製品の品質の基準なんですが、堆

厩肥、これは切り返し型という方式でやりま

すので、水分の含量とか、それをその切り返

しの回数によっても若干の差は出てくると思

います。そして還元するときには全て完熟堆

肥というかたちで水分調整も行ってほ場への

還元になると思います。それは当初において

はそれに携わる職員によってもある程度の差

は出てくると思いますが、それはまた事前に

先進地あたりの方法とかも研修させながらや

る方法がよろしいかと思います。それは今回

プラントメーカーにおいても、そういうのを

前向きに指導するということであります。

そして、３点目の町民への提供。販売方法

かと思いますが、今考えられるのは、計量器

がプラントに付きますので、各人が例えば軽

トラックで１ｔ買いたいという空車を持って

きますと、計量して、堆肥を載せて、また出

ていくときに計量すると。何キロというのが

出てきますので、それを精算するかたち。例
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えば、ＪＡとタイアップして、これも前に投

げかけてありますが、農協の売上げからその

原料を買った分の支払を差し引いていくとい

うような方法。これはまだ決定ではありませ

んが、その方法を今進めております。

そして、採算ベースについても工場として

も、経営ですからある程度その採算がとれな

ければそれは当然成り立ちませんので、農家

が買いやすい価格。例えば５千円以下、サト

ウキビをつくるんでしたら、の値段が他の地

域においても、そのへんが採算ベースだろう

ということになっております。

そして、施設の維持管理ですが、これは公

募型でこれからどうするかというのを提案さ

せて、実際やりたいという業者も出てきてお

ります。それをそれぞれ提案をさせて、公募

でもって最終決定をやるということで考えて

おります。

以上の５点で今のところ進めておりますの

で、これは久米島の一次産業を伸ばすために

は絶対に必要な施設になると思います。

今、ご承知のとおり、サトウキビが反収４

ｔ半、従来は７ｔ、８ｔあったのが減収。そ

れが反収を引き上げるためにはやっぱり製糖

工場の採算ベースである６万、７万ｔを確保

するためには、反収を上げるような方法をと

らない限りは、久米島の製糖産業が、これ以

上伸びないんじゃないかと思っております。

そういういろんな要望もあって今回この施

設を計画してやっておりますので、ぜひ議会

の皆さんの後押し、ご協力をよろしくお願い

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

既に１期工事は走って、今回２期工事とい

うことで、事業そのものはもう走っているん

です。ですからこういう質問をするんですが、

製品の品質の関連、これは次のプラントの部

分でもうちょっと細かく皆さんと議論したい

と思うんですが、簡単なものから、管理運営

の関係、これは指定管理者制度を今全部取り

入れてやっていますね。その制度の趣旨から

すると当然公募型になるというのは制度の趣

旨ですから、そうなるだろうと想定しますが、

それはその考え方でいいのか。ここはちょっ

と確認したいと思います。

採算ベースの部分、これは伊是名もですね、

僕ら一度合併前に見てきたんですけれども、

行政とＪＡさんがいくらか出していて、採算

ベースというのはかなり厳しいという話があ

ったもんですから、この採算ベースが気にな

っているんです。後は波及効果として単収が

アップするとか、そこらへんの部分があれば

若干の採算ベースというものは総合的に判断

してどうなのかという判断をすればいいとい

う気はしますが、そこをお願いします。

提供方法で今一番気になっているのは、個

々人が車を持ってくる。それに載せて計量を

する。今クリーンセンターとかあの辺でやっ

ているような方式だと思うんですが、考えて

ほしいのは、本町の就農年齢といいますか、

農家の年齢がいくらなのかというのを考えて

ほしいと思います。軽トラックに自分で乗せ

ていって、自分の畑にそれをばらまいて、ロ

ータリー等で耕転をしていく、このへんの部

分が今の農業人口、年齢別の就農の構成とか、

そういうのを考えたときに、果たしてそれだ

けでいいのかどうか。例えば開発組合があり

ますね。そこに機器を導入して、そこが畑に
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まいて、トラクターで耕転をする。そのへん

の方法まで考えないと、今の農業者年齢を考

慮したときに、どうなのか。そこらへんは考

えていないのか。ここをまず聞きたいですね。

原料の安定確保の部分で、よく畜産農家の

皆さんとも話をするときに、なぜ我々は無償

で提供しないといけないのかという、この無

償提供ということに対する反発がかなり強い

ですね、今。無償提供ということで決まった

のかどうか。バガスの件でも答弁では可能だ

と思いますという、可能ですじゃなくて、断

定じゃなくて、思いますというかたちで表現

していたんですけれども、そのへんが果たし

て原料の安定確保といえるのかどうか。もう

ちょっと細かく説明してもらえませんか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

先程の答弁での説明不足でありますが、提

供方法、これはご指摘があるとおり、今回の

事業でマニアスプレッターの導入も考えてお

ります。それは施設園芸のハウスで使える軽

トラックにマニアスプレッターを付けたトラ

ック、そして２ｔか４ｔになるかと思うんで

すが、自走式の四輪駆動のトラックでもって

ほ場に散布できるような機器、それも予定し

ております。必ずしも個人が買いにきて、自

分で散布するということではなく、要望があ

る農家については、そういう還元の方法も検

討されておりますので、その点はご理解をお

願いしたいと思います。

そして、原料の確保について、全てが無償

でということでの予定は考えておりません、

当初からですね。それは有償でもって、やっ

ぱり採算がとれるようなかたちの、農家にと

っては余剰でいらんという農家もおります。

それについては無償で提供になる場合もある

と思います。有償についても、実際、堆肥と

いうのは水分が約６割で、４割が本来の製品

であります。必ずしも４ｔ車のいっぱい買っ

たから全てが堆肥という考え方はどうかと思

います。製品の６割は水分ということで、完

熟堆肥の場合は１ｔですと、水分が相当無く

なったかたちの堆肥ですので、成分について

はぜんぜんそれは質が違うと思いますし、そ

のへんもご理解を願いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

いかに地力を高めていくのか、これが基本

だと思っているんですね。答弁でかなり提供

方法、一番気になるのはそこの部分ですけれ

ども、これは分かりました。あとは原料の安

定確保の部分、ここももうちょっと畜産農家

の皆さんと膝を交えながら、腹を割った本音

の議論をしたほうがいいのかなという気がし

ます。いろいろ不満が聞こえてくるので、そ

こらへんはもうちょっと細かい配慮をするべ

きだなと思っていますので、お願いします。

施設の維持管理の部分も含めて、あれは指

定管理者制度をつかってやるという理解でい

いのかですね。ここは再度お願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一

男

お答えします。この施設を指定管理者制度

で運用していくかということでございます

が、まず、指定管理者の場合は公の施設の条

件がございます。公の施設というのは、町民
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の福祉の向上のために、町民の利用のために

供する施設ということで定義されておりま

す。従って、給食センターみたいなもの、こ

れ作業場ですね。作業場は公の施設ではない

ということでございますので、この堆肥施設

が公の施設に該当するのかしないのかという

ことが、ちょっと今は確定的なことは申し上

げることはできませんが、おそらく公の施設

ではないのではないかというようなかたちで

考えております。

そうなりますと、指定管理者の導入は適用

されないということになりますので、通常の

公共施設としての賃貸契約をするということ

になると思います。

賃貸契約の場合でも、先程、助役が答弁し

たとおり、例えば公募ということも可能でご

ざいますので、運用面ではいずれを適用して

もそう問題はないというふうに考えていま

す。ただ、今、確定的なことではございませ

んが、その施設の条件をもう少し詰めて検討

していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はございませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第53号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第53号、堆肥

化処理施設建築工事（２期工事）請負契約に

ついては、原案のとおり可決されました。

追加日程第２ 堆肥化処理プラント設備工

事請負契約について

○ 議長 仲地宗市

追加日程第２、議案第54号、堆肥化処理プ

ラント設備工事請負契約についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第54号、堆肥化処理プラント設備工事

請負契約について

堆肥化処プラント設備工事について、下記

のとおり請負契約を締結したいので、地方自

治法第96条第１項第５号の規定により、議会

の議決を求める。

記

１．契約の目的 堆肥化処理施設プラント

設備工事

２．契約の方法 随意契約

３．契約の金額 168,000,000円

４．契約の相手方 住所 福岡県福岡市中

央区天神４丁目２番36号

称号 日立プラントテクノ株式会社

九州営業所

氏名 所長 橋本修二

平成18年９月26日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

堆肥化処理プラント設備工事の請負契約の

締結については、久米島町議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条
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例第２条の規定により、議会の議決を得る必

要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、この随意契約方式においては、事例

地を参考にしてきております。担当課長、担

当がその先進地の方法とかも研修してきてこ

の方式をとっております。

そして、別紙で契約書、そして図面の添付

をしておりますが、イメージ図がありますが、

そういうかたちで今回、原料を確保して、そ

れをタイヤシャボ、バケット車でそれぞれの

自走式の攪拌機という機械に入れて、その区

切りを各ユニットに分けて発酵槽を区分しな

がら切り返し型で成熟堆肥をつくるという構

造の設備になります。こういう機材等も含め

たかたちの今回の契約となりますので、参考

資料を添付しますので、ご参照にして審議を

よろしくお願いしたいと思います。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

契約書について質問致します。随意契約と

いうことで説明なされましたけれど、実際の

請負比率はどうなっていますか。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答え致します。請負比率が95％でござい

ます。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

95％という非常に高い比率なんですよね。

やはり随意契約というのは確かに同業者がい

なくてできたということで考えられますけれ

ど、やはりそういうことで相手の言いなりに

なるということに成りがちなところがあるん

ですよ。実際、予定価格を出して95％という

ことになっているわけですが、全くそういっ

た同じ企業はなかったのかどうか。あるいは

また見積もりをとって、こちらが安いから随

意契約にもっていくとか、そういうことがあ

ったかどうか伺います。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答え致します。この堆肥化処理施設の処

理方法につきましては、平成15年度から学識

経験者、漁業関係、農協、畜産農家、婦人会、

久米島製糖、行政関係等でずっと論議されて

きまして、平成16年度において４回ほど会議

をもちました。それから、先進地の視察にも

行ってきまして、当初３つの提案がありまし

た。堆積方式、今取ろうとしているのですね。

それから、密閉型の横型、それから密閉型の

縦型。この３つの提供がありましたが、その

中で、いろいろ検討しました結果、まず今回

採用しました件につきましては、販売価格が

安く、なおかつ機械類等が少なくて、メンテ

に金がかからず修繕費が安いということで

す。

それから、ガスについてはシートで覆い、

外に出さないようにするためシンプルで効果

があるとか。それから、ブロアーの装置によ

り撹拌を必要としないことから、切り返しに

なってきますので、製品にばらつきが見られ
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ない。他方で、機械制御による場合には多少

の水分の調整が難しく、ばらつきが見られる

とか。それから、機械が少ないものですから、

故障時における修理費及び修繕期間などを考

慮し、堆積方式がいいということで、この委

員会の中でこの方式を決定しております。

この会社につきましては、この堆積型で特

許を取っているわけです。ですから、特殊に

なりますので、こちらの方と他にそういうこ

とをやっているところはないということでの

随意契約をしております。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

やはりこういった工事関係というのは、別

にそういった実例があるわけじゃないですか

ら、施行にあたって、充分監督して、チェッ

クして、手抜かりがないというよりは、やは

り適正に行えるように要望しております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

この堆肥化処理プラントの能力について聞

きたい、完熟した堆肥を提供するということ

で、この施設ができるのですが、農家として

一番危惧しているのは、雑草の種、これが完

全に処理できるのかどうか。話によりますと、

70度以上の熱処理しなければ雑草の種子がま

た発芽する。そういう面の細かい処理までで

きるのか。

もう１点は、悪臭、臭いの問題。先程シー

トを被せてやるとか言ってましたけれど、そ

ういう問題はないのか。以上２点だけお願い

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。雑草の種

等が混入してほ場に生えてくるんじゃないか

というご質問ですが、殆どこの各層で切り返

しでやっている間に、非常に熱が発酵するん

です。蒸気が出るぐらい発酵しますので、そ

こでは雑草の種子は殆ど死滅することになる

と思います。まかり間違ってタイヤとか、そ

ういうのからくっついていって入る可能性は

あるかと思いますが、殆ど種子については心

配ないと思います。

そして、臭いについても、各層の表側はカ

ーテンをやりますので、臭いが外にもれると

いう心配もございません。これまたブロアー

でその臭気を吸い込んで処理するような設備

も入りますので、大きな心配はないと思いま

す。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今、畜産農家は牧草をつくっているわけな

んです。その牧草の種子がキビ畑に入ってき

て、農家の方も除草をしなきゃならない状態

になっている。生命力が強くて、ものすごく

広がっているわけです。元々あった草も枯ら

すような恰好になっています。今後は発芽し

ないような堆肥をつくってもらいたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

他に。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

最後になったんですが、１期目工事から今

までの経過をみたときに、種子の問題とか、
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そのへんの部分も、今回初めてそういう細か

い議論がでてくるんです。今回のこのプラン

トの工事というのは、１期工事でつくった箱

物に、これが入っていくというような理解を

しているんですが、そうであればなぜあの時

に、今言ったような種の問題とか、こういう

議論ができなかったのかということなんで

す。であれば、もっと勉強する機会はあった

はずなんです、我々も。基本計画も今日初め

て分かるというかたちなんですね。これだけ

お金かけてやるのに、なぜもっと情報公開を

しないんですかということを言いたいんで

す。

このプラントに決定するにしたって、こう

いう根拠がありますから、これに決定しまし

たと。この方式にしましたという、皆さん算

出根拠というのをもっているはずなんです。

それがなければものを造れないはずなんで

す。箱物の面積も決まらないはずなんです。

ですから、プラントを入れる段階で、これは

プラントの問題ですから、その時に議論して

下さいというのは不親切だと思います。基本

的な事業計画があるんであれば、その時点で

情報公開をすべきだと思います。これが基本

じゃないですか。住民参画で住民との協働と

かなんとかというのであれば、そういう方式

をやって下さいよ。ですからさっき、53号で

やるべきか54号でやるべきか迷うけれどもと

いうことで53号でやったんです。たまたまこ

れは今回、同じ会期内に提案されているから

いいんです。２期工事終わって来年ぐらいプ

ラントの分が出てきたら、１期から３期まで

この期間の情報の関連はどうなったんです

か。それを考えたら、時系列というのがおか

しくなってきませんか。ですから答弁もむこ

うでやりますとか、こんな話になってくるん

ですよ。決まった時点で情報公開すべきなん

ですよ、基本的な部分で。その基本的な部分

どうなのか。

あと１点、これは要望なんですけれども、

皆さんちょっと工夫してほしいんですけれど

も、生ごみもこの堆肥の分で使うのかどうか

出てくると思うんですね。例えば、大型の飲

食店とか食料品リサイクル法との関連があっ

て、生ごみとか簡単に投棄処分できないはず

なんですね。逆に言えば、その部分の法的に

網を被った部分の生ごみとか、そこらへんを

堆肥の原料として使用する場合には、逆にそ

のゴミを出す側から処分料を取ったらどうな

んですか。皆さんの出てくるこの堆肥を処分

しますからということで、逆に処分料を取っ

て原料確保をする。このへんどういう方式に

なるか分かりませんけれども、将来的にはそ

こらへんは考えた方がいいかなという気がし

ますが、そこらへんはいかがでしょうか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

２点のご指摘、要望もありますが、まずは

情報の公開。これについては、儀間嘉手刈の

地域においても公民館で説明会も開いてきま

した。そして、畜産農家の皆さん方にも、こ

の施設が計画されていることも公開しており

ます。議会の皆さんにおいても、当然１期工

事からありますから、我々事務局側としては

ある程度の公開はされたものと認識しており

ましたが、まだまだ情報の不足ということが

指摘があることに対してはたいへん申し訳な

く思っております。

今後についても計画については、関係する
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皆さんにも提供してやっていきたいと考えて

おります。

そして、先程魚のアラとか生ごみの処理に

ついてもありますが、これも計画の段階で取

り入れするということで予定しております。

ただ、回収方法については、これも先程から

議論があるように、採算ベースの問題もあり

ますので、わずかな量を一々島の端まで取り

に行くようなことがあっては、また経営とし

てどうかという問題等もありますので、まず

は不法投棄等がないようなかたちで、どこか

１カ所に集積して、それを回収してくるよう

な方法とか、これはまた今後の検討課題にな

ってくるかと思います。

考え方としては、魚のアラ、生ごみについ

ても切り返し型の工場ですので、中に混入さ

せて切り返えすれば完熟堆肥になります。こ

れは先進地においても魚のアラとかが１層目

から最後の層に行く間には全部溶けてなるよ

うなことも見学してきております。それにつ

いても予定があるということでご理解お願い

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

最後に、前回質問したときに、一番聞きた

かったんですが、品質基準の話をするんです

けれども、この品質の堆肥を結果として、こ

ういう堆肥が欲しいということでプラントを

入れて、これをつくるのであれば、この入口

と出口の話を前回やったと思うんです。その

時にこの出口にもっと目を向けるべきだとい

う話もしたんですが、そこらへんがどうなっ

ているのか。今までものをつくる初期の建設

投資が安いか高いかという判断をして、ラン

ニングコストが嵩んでいった。そのために財

政に影響を与える。これが今までの行政は、

それが強かったと思うんです。いい例がバー

デだと思うんですが、ああいう感じのものを

つくったときに、その出口の自分達がつくろ

うとしているものの品質の判断をして投資を

する建設投資の部分がどうなのか。ランニン

グコストがどうなのか。そのへんも含めて考

えるべきじゃないかというのが前回の僕の質

問の指摘だったんです。このへんはどうです

か。最後に、その部分どういう判断をされて

きたのか。そこらへんがどうなっているのか。

最後にこの１点だけお願いします。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

今の質問のお答えなんですが、品質につい

ては、ほ場によってもそれぞれペーハー値の

違い等もあります。そして、その土壌の成分

についてもそれぞれ違います。但し、基本的

な考え方として、堆肥というのはあくまでも

有機質、有機成分の肥料であります。それを

入れたから全てがいい結果につながるという

ことにもなりません。これはそれぞれのほ場

によっての違いもありますし、そのへんのバ

ランスをとるにはやはり成分検査、土壌の分

析等も、これは農林水産課あたりが県とタイ

アップしてやっておりますので、そういう調

査もさせるのが一番ベターかと思います。

全て堆肥を入れたら、全ての作物が育つと

いうことにもなりませんので、そのへんはま

た専門的分野でいろんな情報を得ながら、普

及員等の指導も仰ぎながらやったほうが一番

ベターになるかと思います。

バーデとの比較もありますが、基本的には
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ああいう施設とこの施設を同じものの見方で

はどうかと思います。先程も申し上げたとお

り、サトウキビ作についても反収があれだけ

減っているということは、再度お互い振り返

って、以前みたいな反収引き上げするような

方法をとるためにはどうすべきかというのを

考えて、この施設をみんなの力で成功させる

ような、前向きなかたちでやっていただきた

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時30分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時32分）

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

先程の質問に充分お答えできなくて申しわ

けございません。先程、建設課長からもあり

ましたとおり、建設計画の段階で琉大の先生

方、専門の先生方の意見も聞いて、この方法

については採用決定しています。いろんなか

たちでそれぞれの施設によっては方法も違い

ます。ランニングコストのかかり具合も違い

ます。一番これが最適でしょうということで

最終的な決定は下しておりますので、ご理解

お願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第54号の堆肥化処理プラント設備工事

についてですが、このプラント施設の中で微

生物をつかって堆肥化をする考えはないのか

どうか。日本は微生物産業については外国よ

り遅れているといわれているんですけれど、

そういう考えはもっておられないのか。

それと、先程５千円という値段が出ていた

んですが、これはトン当たりの値段なのか、

この２件について説明いただけますか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。生物等を

つかっての方法では考えておりません。これ

は完熟堆肥を元に戻して、そこからまた発酵

を促すような方法をとります。切り返し型。

堆積させて、タイヤシャボで切り返して、次

の層に移す、その繰り返し。それで最後には

完熟するという方法になります。

そして、値段については、５千円、これは

あくまでも目安で、実際には先程の原料が有

償で買ってくるか、無償でもらえる量によっ

ても単価の設定が違ってくると思います。基

本的には５千円以内でしたら、サトウキビ農

家でも買って採算がとれるような値段かと思

って、当初の計画の段階では、そのぐらいを

目安にしようということでの計画でありま

す。１ｔの単価が５千円以下という予定であ

ります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

値段については５千円以下で考えていると

いうことですか。これは分かりましたけれど、

微生物の利用についてですが、今後こういっ

たのをやる中で、微生物は非常にいいとされ

ております。そういった連作障害とかもない

し、なくするとか、いろいろ研究の結果言わ

れておりますので、今後この事業をやりなが

らこの微生物の使用も考えていただきたいと

思います。

○ 議長 仲地宗市
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13番平良朝幸議員。

○ 13番 平良朝幸議員

原料の件で、先程バカスと牛糞が出ていま

したけど、これを計画する前にもろみ粕、酒

粕、あれの話も聞いていたんですが、あれは

原料に対して不適当なところがあって、これ

は使わないのですか。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

質問にお答えします。酒粕については既に

久米仙さんの方は、その工場を建設しており

まして、使えないことはないと思いますが、

その原料までは今の計画の中には入れており

ません。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はございませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第54号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第54号、堆肥

化処理プラント設備工事請負契約について

は、原案のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時38分）

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き会議を開きます。

（午後 １時28分）

日程第９ 議員定数調査特別委員会設置

に関する決議（案）について

○ 議長 仲地宗市

日程第９、発議第６号、議員定数調査特別

委員会設置に関する決議（案）についてを議

題とします。。

本案について提案理由の説明を求めます。

10番上江洲盛元議員。

（上江洲盛元議員登壇）

○ 10番 上江洲盛元議員

決議案の提出について。会議規則第14条の

規定により、議員定数調査特別委員会設置に

関する決議を別紙のとおり提出します。

提出者 議会議員 上江洲盛元

同 仲村昌慧

同 平田勉

同 国吉弘志

平成18年９月28日

沖縄県島尻郡久米島町議会議長 仲地宗市

発議第６号

議員定数調査特別委員会設置に関する

決議（案）

次のとおり議員定数調査特別委員会を設置

するものである。

記

１ 名 称：議員定数調査特別委員会

２ 設置の根拠：地方自治法第110条及び

久米島町議会委員会条例

第６条

３ 目 的：議員定数に関する調査

４ 委員の定数：８人

５ 調 査 期 限：調査終了まで閉会中もな

お調査を行うことができ
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る。

提案理由

国の三位一体改革により町財政が厳しい

中、行財政改革は避けて通れない道であり、

その一環として議会としての議員定数につい

て調査するため、地方自治法上の根拠を有す

「議員定数調査特別委員会」を設置する。

以上、提案致します。

（上江洲盛元議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから、発議第６号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第６号、議員

定数調査特別委員会設置に関する決議案につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第10 義務教育費国庫負担制度維持

に関する意見書について

○ 議長 仲地宗市

日程第10、発議第７号、義務教育費国庫負

担制度維持に関する意見書についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

２番翁長英夫議員。

（翁長英夫議員登壇）

○ ２番 翁長英夫議員

発議第７号 平成18年９月28日

久米島町議会議長 仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 翁長英夫

賛成者 久米島町議会議員 宮田勇

義務教育費国庫負担制度維持に関する

意見書

上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

義務教育国庫負担制度の見直しは、地方財

政に大きな影響を与えるだけでなく、義務教

育の円滑な推進に重大な影響を及ぼすことに

なる。よって、現行制度の一層の充実を図り、

義務教育国庫負担制度の維持を強く要望する

ため、本案を提出する。

義務教育費国庫負担制度維持に関する

意見書

政府は、1985年度予算編成以降、毎年義務

教育費国庫負担制度の見直しを打ち出し、こ

れまでに教材費・旅費・恩給費等の国庫負担

を廃止し、地方への負担転嫁を行っています。

また、2006年度予算では、教職員給与費につ

いて負担率を３分の１に引き下げ義務教育費

国庫負担制度の根幹を揺るがせています。

更に2007年度予算編成に際しては、教職員

給与費の更なる一般財源ばかりか、全額を一

般財源化しようとする議論があります。

このような義務教育費国庫負担制度の見直

しは、地方財政に大きな影響を与えるだけで

なく、義務教育費の円滑な推進に重大な影響
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を及ぼすことになります。

よって、政府におかれましては、本来の趣

旨に則り、現行制度の一層の充実を図るため、

義務教育費国庫負担制度の維持を強く要望致

します。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成18年９月28日

沖縄県島尻郡久米島町議会

提出先 内閣総理大臣 財務大臣

総務大臣 文部科学大臣

（翁長英夫議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第７号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第７号、義務

教育費国庫負担制度維持に関する意見書につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第11 「沖縄県における揮発油及び地

方道路税の軽減措置」の継続延

長に関する意見書

○ 議長 仲地宗市

日程第44、発議第８号、「沖縄県における

揮発油及び地方道路税の軽減措置」の継続延

長に関する意見書についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

５番宮田勇議員。

（宮田勇議員登壇）

○ ５番 宮田勇議員

発議第８号

「沖縄県における揮発油及び地方道路税

の軽減措置」の継続延長に関する意見書

提出者 久米島町議会議員 宮田勇

賛成者 久米島町議会議員 上江洲盛元

平成18年９月28日

久米島町議会 仲地宗市殿

上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

復帰特別措置法の期限を平成19年５月14日

に控え、未だ県民所得が全国平均の約７割に

止まっている状況下にある。期限切れに伴う

軽減幅７円／Ｌの県民家計に与える影響が危

惧される。特に離島地区は揮発油税増加分と

石油製品輸送費の二重の負担を強いられる結

果を招く。よって、沖縄県における揮発油及

び地方道路税の軽減措置の延長が継続できる

よう本案を提出する。

意見書を朗読します。

「沖縄県における揮発油及び地方道路税の軽

減措置」の継続延長に関する意見書

沖縄県が復帰して早35年目を迎えました。

沖縄の復帰に伴う特別措置に関する法律の

「沖縄県における揮発油及び地方道路税の軽

減措置」による揮発油軽減税額は平成17年度

で45億円余りであり、これまで本県発展に多
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大な経済効果を生み出しております。

また、復帰特別措置が拠り所である「沖縄

県石油価格調整税条例」にて、島嶼県である

本県の離島向けの石油製品の輸送費用を補助

する「石油製品輸送等補助事業」は、平成16

年度で８億件余りであり、本県の復帰以来、

離島振興にも大きく貢献しております。

「格差是正」と「自立的発展の基礎条件の

整備」を目的とした第１次から第３次にいた

る沖縄振興開発計画にて、本県は発展を続け、

本土格差は縮小され一定の効果がありました

が、現状は、未だ完全失業率は全国の中でも

最も高く、所得水準は復帰以来、依然として

全国最下位であります。また、企業立地は思

うように進展せず、産業経済面での伸び悩み

が見られ、自立的発展の基礎条件は十分整備

されたとは言い難い状況にあり、財政依存度

も高いまま今日に至っており、未だ発展途中

の段階であります。

平成14年から10年間について、新たに「沖

縄振興計画」を策定しておりますが、「経済

の持続的発展を可能ならしめる成長の原動力

を地域経済の中に組み込んでいく必要があ

る」と認識されております。

しかしながら、復帰特別措置法の期限を平

成19年５月14日に控え、未だ県民所得が全国

平均の約７割に留まっている状況下にあっ

て、期限切れに伴う軽減幅７円／Ｌの県民家

計に与える影響を危惧して止みません。特に

離島地区は、揮発油税増加分と石油製品輸送

費用の二重の負担を強いられている結果を招

きます。

本県は、限られた地域にしか鉄道が無く、

また陸上輸送は車両に依存しており、諸産業

は勿論のこと、県民に与える影響は計り知れ

ないものがあります。

つきましては、当趣旨をご理解賜り、「沖

縄県における揮発油及び地方道路税の軽減措

置」の延長が継続できるよう格別なご配慮を

お願い申し上げます。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成18年９月28日

沖縄県島尻郡久米島町議会

提出先 内閣総理大臣 財務大臣

内閣官房長官 内閣府特命担当

大臣

（宮田勇議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第８号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第８号、「沖

縄県における揮発油及び地方道路税の軽減措

置」の延長に関する意見書については、原案

のとおり可決されました。

追加日程第３ 特別支援教育推進体制を
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求める決議について

○ 議長 仲地宗市

追加日程第３、発議第９号、特別支援教育

推進体制を求める決議についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

17番国吉弘志議員。

（国吉弘志議員登壇）

○ 17番 國吉弘志議員

発議第９号 平成18年９月28日

久米島町議会議長 仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 国吉弘志

賛成者 久米島町議会議員 本永朝辰

特別支援教育推進体制を求める決議

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14

条の規定により提出します。

提案理由

地域において障害児者への充実した教育・

福祉・医療・就労等の連携による支援体制の

構築が図れるようにするため、本案を提出す

る。

特別支援教育推進体制を求める決議

平成17年４月に発達障害者支援法が制定さ

れ、特別支援教育は平成19年度より完全実施

となりますが、沖縄県の現状をみると、この

制度の対象となる障害をもった子どもたちを

取り巻く環境はいまだに非常に厳しいものが

あり、一部の理解と熱意ある教師の好意に頼

っているものだといわざるを得ません。

そこで久米島町議会においては、障害を持

つ子どもたちのための生涯を通した支援体制

の整備確立が図れるようにするため、下記の

とおり決議する。

記

１．特別支援教育にうたわれている特別支援

教室は、通常学級では対応が厳しい子ども

達にとって、個々のニーズに合わせた学習

を保証されるところと位置づけられていま

す。

一日でも早い特別支援教室の設置とそれ

に携わる教員数の確保をお願いしたい。

２．各校に配置されている特別支援教育コー

ディネーターは、非常に高い専門性が要求

されており、教育現場ではそのニーズが高

まってきているのにもかかわらず、一校務

分掌として他の職務と兼任であるためにそ

の機能を充分に発揮できていません。よっ

て特別支援教育コーディネーターの専任化

と、その専門性を更に高めるための研修の

充実が必要である。

３．子ども達が一日の大半を過ごす学校にお

いて、管理職を含めた指導に携わる者の理

解と支援は重要であります。各学校におけ

る管理職及び全職員への各障害についての

研修の義務化により、学校全体が共通認識

を持ち子どもの教育にあたるべきでありま

す。

４．発達障害、聴覚障害においても、早期発

見早期療育は、その後の健やかな成長にと

って大きな役割を果たします。また、学齢

期のみならず、生涯にわたる支援を充実し

健全な社会生活を営むためにも地域におけ

る保健・福祉・医療・教育・行政・就労な

ど、各関係機関の連携ネットワークの早期

構築を切望する。

５．現行制度において、発達障害は療育制度

による救済措置の対象となっていません。

彼らが持つ困難さは明らかになってきつつ

あるが、社会制度は旧態のままであります。

見直しを求めたい。
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以上、決議する。

平成18年９月28日

沖縄県島尻郡久米島町議会

（国吉弘志議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 １時51分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時51分）

これから討論を行います。

討論はありませんか。

討論なしと認めます。

これから発議第９号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

全員挙手です。従って、発議第９号、特別

支援教育推進体制を求める決議については、

原案のとおり可決されました。

追加日程第４ 飲酒運転撲滅に関する宣言

決議について

○ 議長 仲地宗市

追加日程第４、発議第10号、飲酒運転撲滅

に関する宣言決議についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

発議第10号

平成18年９月28日

久米島町議会議長 仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 本永朝辰

賛成者 久米島町議会議員 内間久栄

飲酒運転撲滅に関する宣言決議

上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

交通事故に直結する飲酒運転を排除し、町

民を交通事故から守り、安全で安心して暮ら

せる社会を確立するため、本案を提出する。

酒運転撲滅に関する宣言決議

交通事故をなくし、安心して住みよい暮ら

しができる社会は、町民共通の願いであるが、

県下における交通事故死者は平成18年９月25

日現在51人で、前年比３人増となり、那覇警

察署管内においては11人となっている。

これら交通事故の原因は飲酒がらみによる

ものが約３割を占めるほか、沖縄県の飲酒運

転による交通事故の致死率は全国の約2.7倍

と、過去11年間ワーストワンとなっている。

この現状を鑑みると、誠に由々しき自体であ

り、市街地を飲酒運転の車が徘徊し、町民に

危険を及ぼしている現状を容認することはで

きない。

このような交通事故に直結する飲酒運転を

排除し、町民を交通事故から守ることは我々

の重大な責務である。よって、重大事故に直

結する飲酒運転を撲滅し、安全で安心して暮

らせる交通社会を確立するために関係機関、

団体をはじめ、家庭、職場、地域において次

の諸施策を強力に実践することを誓い、ここ

に宣言する。

記
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１．飲酒運転しない運動を徹底する。

運転手は運転するなら酒を飲まない、酒を

飲んだら運転しない。

家庭、地域、職場では運転する人には酒を

勧めない。

酒を飲んだ人には運転させない。

以上、決議する。

平成18年９月28日

沖縄県島尻郡久米島町議会

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

(｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認め、質疑を省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから発議第10号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、発議第10号、飲酒

運転撲滅に関する宣言決議については、原案

のとおり可決されました。

以上をもちまして本日の日程は全部終了し

ました。

９月14日から長期にわたりました本定例会

は、全議員、そして執行部側のご協力により

無事終了することができました。ありがとう

ございました。

これで平成11年第６回久米島町議会定例会

を閉会します。

ご苦労様でした。

（午後 １時57分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 仲 地 宗 市

署名議員（議席番号 ９番） 平 田 勉

署名議員（議席番号 10番） 上江洲 盛 元


